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この小説はすべてフィクションです。実在の人物・団体、および「キノの旅　──the Beautiful World──」とは一切関係ありません。










　朝でした。

　それはどこからどう見ても朝でした。太陽は東の空に眩まぶしくそこそこの角度まで昇り、夏の大地をそりゃもう暖めていました。

　鮮あざやかな緑の森の中に、堂々と建つ建物がありました。円筒形の棟の左右に、そっけないマンションのような四角い建物が二つくっついています。

　建物には部屋がありました。お世辞にも広くはありませんが、机やタンス、ベッドなど、生活に必要なものは一通り揃そろっている部屋でした。備え付けの家具がいささか画一的な感じがする、学校の寮りようのような部屋で、実際学校の寮でした。

　机の上にはいくつかのノートや教科書が置いてあって、使っているのが男子だったらクラスで少しはやし立てられそうな色と形状の文房具も転がっています。タンスの前には、セーラー服がハンガーで吊つるされていました。セーラー服といっても海軍の逞たくましいお兄さん達が着ているマジ物ではなく、普通に女子学生が着るセーラー服の夏服一式でした。

　その服の主が、ベッドの上にいました。

　部屋の脇わきに置かれた木枠のベッドに、簡かん単たんなマットレスがあります。

　そしてその上で、〝ヘッケラー＆コック〟とか、〝コルト〟とか、〝スミス＆ウェッソン〟などの大手銃器メーカーのロゴがファンシーにちりばめられた、何処どこで売っているのか一般人には見当もつかない薄うす手での掛け布団にくるまって、〝撃うち方始め！〟とか、〝あそこにマシンガンを配置〟とか、〝砲兵隊に連絡！〟などのコンバットなセリフがコミカルにプリントされた、何処どこで売っているのかその筋の人でさえも判断に苦しむ薄い蒼あお色いろのパジャマを着て、その少女は顔を横に向けて寝ているのでした。

　年の頃ころにして、十代の半ばでしょうか。短めの黒い髪は、今はしっちゃかめっちゃかに跳ねて炸さく裂れつしています。少女は目を閉じて、小さく口を開けて、すーすーと静かな寝息を立てて、薄い緑みどり色いろのカーテン越しに降り注ぐ朝の光を浴びながら、幸せそうに寝ているのでした。

「ちょっと！　いつまで寝てるのさ！　起きろ起きろ起きろー！　起きろー！」

　部屋の中に声が響ひびきました。もちろん少女の声ではなく、よくできた目覚まし時計でも電話の声でもありません。それは、若い男の子のような声でした。

「起きろー！　起きろー！」

　はて、どこから誰だれが発しているのでしょうか。部屋には誰もいません。声は先ほどより大きく、

「起きろ！　起きろ！　起きろ！」

　ひたすら動詞を命令形で連呼します。しかし少女は、

「ああ……もう食べられない……でも食べるわ……。そうね根性ね……。うん別腹よ……」

　ぽつりぽつりと怪しい寝言を言って、再び整ととのった寝息を立てるのでした。

「まったくもう……」

　先ほどからの声は悪態をつくと、

「ぴぴぴぴ！　ぴぴぴぴ！　ぴぴぴぴ！」

　目覚まし時計のアラーム音の声帯模写を、あらん限りの声量で始めたのでした。二十秒ほどそれが続くと、さすがの少女も寝苦しそうに眉まゆをひそめました。

「ぴぴぴぴ！　ぴぴぴぴ！　ぴぴぴぴ！」

　少女の手が、もぞもぞとベッドの頭の位置にあるデジタル目覚まし時計へと動きます。もちろん鳴っているのはそれではなく、本来起きるべき時間にとっくに止められていましたが、あわれ時計は振り下ろされた拳こぶしの直ちよく撃げきを受けて、プラスチックのボディがきしむ鈍い音を立てました。

　少女の手がするりと戻って、またも平和な寝息です。

「ああもうっ！　──ぴぴぴぴっ！　ぴぴぴぴっ！　ぴぴぴぴっ！　……疲れた……。ぴぴぴっ！　ぴぴぴぴぴぴぴっ！」

　必死の声が再び部屋中に響いて、ようやく少女は、

「ふわ？」

　ようやく目を半分よりちょっと少ないくらいに開きました。ゆっくりと上半身を起こして、目覚まし時計を後ろ手に取って、その文字盤ばんを見ます。

　八時二十五分。

　液晶画面はそう告げていました。リアルな数字でした。

　現実を確かく認にんするまでに三秒要した少女の目が、今度はぱっちりくっきり開きました。のどの奥からは声が、

「あ……。ち……、ち……、ち……」

　一度息を吸って、

「ちこくだー！」

　もう絶叫。

　そこから先は目にも止まらぬ速さでした。布団をはぎ取ってパジャマのまま洗面所に消えて弾丸のように戻ってきて、

「どうして起こしてくれなかったのよ！」

　誰だれもいない部屋で、文句を言いました。先ほどからの努力がようやく結ばれた声が、当然ムッとした口く調ちようで答えます。

「何度も起こしたんだよ！」

「えー。呼んだだけじゃ絶対に起きないよー。叩たたいてくれないとー！」

「無理言わないでねー」

　声は冷静に答えました。少女は、

「ああもう、なんで毎朝毎朝起きられないんだろう……？　生まれ変わったら、夜明けと共に自然に起きられるくらいの人間になりたい……」

　などとぶつくさ言いながら、激はげしく手を動かしながら着替えを始めました。アレを脱いでコレを着て、タンスの前のセーラー服を着て、制服姿になりました。最後にしっちゃかめっちゃかだった髪をかなりいい加減に揃そろえて、それでも跳ねる横の髪を、

「うりゃ！」

　気合い、そうまさに気合いで押しとどめました。薄うすいベージュの肩掛け鞄かばんを手にして、部屋の鍵かぎを手に部屋から飛び出そうとした瞬しゆん間かん、

「ちょっと！　また忘れてるよ！」

　再び声がかかりました。

「あ、ごめんごめん！」

　少女は慌てて戻って、机の上にあった小さなストラップを摑つかみました。それは、緑みどり色いろの革と黄き色いろい金属でできたシックな物でした。持っていない携帯電話の代わりに、部屋のとは違う鍵がついていました。そして先ほどからの声の主は、

「どうも」

　なんとこのストラップだったのでした。

　少女は部屋の扉へと移動、そこにあったウエストベルトを手にします。出かけるときは忘れないように、扉のすぐ脇わきに吊つるされていました。

　少女はそれを腰に巻きつけてパチンと留めました。ベルトには緑のポーチがいくつかついています。そして右みぎ腿ももの位置には茶ちや色いろい革製のホルスターがあって、中にはリヴォルバーが一丁入っていました。といっても銃刀法に違反しない格好だけのモデルガンですが。まあモデルガンでも普通の女子高生は腰になんか下げませんが。でもここで突っ込むと話が進みませんので流しますが。

　壮絶な勢いで扉が開いて、少女が部屋から出て、扉が閉まって鍵かぎがかかる音がして──廊下をどたどたと走っていく音が聞こえて、そして遠ざかっていく二人（？）の声。

「もう絶対遅刻だよエルメス！　一体全体どうしてくれるのよー！」

「こっちに責任なんてないよ木き乃の！　自分が悪い、自分が！」

　というわけで、主人公の女子高生〝木乃ちゃん〟と、謎なぞのストラップ〝エルメス〟の一日は騒そう々ぞうしく始まったのでした。
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　夏の青空の下、葉桜が鮮あざやかな校内の登り坂を、必死になって走る生徒が一人います。

　先ほど誰だれもいない寮りようの中央棟から飛びだしてきた、その際にフロントの管理人のおじさんに、『あー、マッハ出しても間に合わないねー。グッドラック！』と冷たくそして楽しそうに声をかけられたセーラー服の少女でした。名前は木き乃の。この学園の高等部一年生です。ちなみに学園は中等部と高等部が一いつ緒しよで共学。生徒の半分弱が遠くに故郷を持つ寮生、残りは駅から学園のバスで通ってくる生徒でした。

　さて、腰のポーチやホルスターを揺らしながら必死になって走る木乃でしたが、

「まだ間に合うかも！」

　そう叫んだ瞬しゆん間かんに、無情にも校舎から鐘かねが鳴り響ひびきました。緑豊かな丘の上にある校舎までは、まだたっぷり数百メートルの距きよ離りが、しかも結構キツイ登り坂で残されていました。この寮から校舎までの距離の長さは、毎日昼食を中央棟の学食で摂とる寮生にはかなり不評です。

「やっぱり遅刻だ……」

「やっぱり遅刻～。自業自得～」

　うなだれた木乃と、ベルトの脇わきで揺れるストラップのエルメスが、とても対照的な口く調ちようで言いました。

　木乃の足取りは重く、トボトボと歩きます。鞄かばんもポーチもホルスターも、スカーフやセーラー服の襟えり布ぬのさえも、ずっしり急に重みを増したかのようでした。

「ちょっと？　木乃、走らないの？」

「もういい。どうせ遅刻だし……。先生消えてからの方が教室入りやすいし……」

「やる気ないね。──学校はともかく、〝戦い〟もそんな調子じゃ困るよ」

　エルメスはそう言いました。いきなり突とつ拍ぴよう子しもない話題になりました。木乃は恨めしそうに、誰もいない道をゆっくりと歩き登りながら言います。

「〝戦い〟って言われてもねえ……。それ本当に本当の話なの？」

　何を言っているのさ、とエルメスが少し怒りました。

「信じないの？　じゃあ今ストラップと喋しやべっている事実はどーなのさ？　コレが事実じゃなきゃ、木乃は一人で喋る怪しいヤツだよ」

「まあ……、そういえばそうだけど……。でもさー、『変身する正義の味方になって学園に巣くう魔ま物ものと戦え』──なんて言われてもね、じゃあどうすればいいのよー？　あー、困った」

　木乃は走ってかいた額ひたいの汗を適当にハンカチでぬぐいながら、やる気ゼロの口調で言いました。対照的にエルメスは、

「安心して、木乃。君は今、学生生活を無ぶ難なんに送るために、本来持っているその戦せん闘とう能力を記き憶おくと共にかなり制限されているんだ。いざとなったら、正義の味方に変身して、宇宙を我が物としようとしている魔の軍団と立派に戦えるんだよ！　なんといっても、女神さまが選んだ勇者なんだから！」

　どこから出てくるのか分からない自信たっぷりな口く調ちようで、大人おとなが言ったら即座に熱ねつを測られそうなことを力説するのでした。木き乃のはボンヤリと、緑の向こうの蒼あおい空を見上げて、

「わたしにそんな力があるなんて、全然思えないんだけどさー」

「ま、そのときになれば分かるって」

「そのときなんて来てほしくないなー。普通に平和な学校生活したい」

「しょっちゅう遅刻でも？」

「う」

　さて二人がそんな会話をしながら歩いていくと、坂を登りきったところに校舎と、その前に校門が見えてきました。頑丈な鉄の門もん扉ぴはしっかりと閉められていて、その脇わきには歩行者用の扉があるのですが、

「げ……。まっずー……」

　木乃が露ろ骨こつに顔をしかめます。そこには四人の生徒がいました。セーラー服と白い詰つめ襟えり学生服（注・夏用）の生徒達の腕には、〝生徒会・特務〟の腕章が。泣く子も黙だまる、この学園名物〝ミョーに元気でほとんどの生徒に煙たがられている生徒会〟所属の特務部隊による風紀取とり締しまりでした。決して毎日ではないのですが、今日きようはありました。

「なんで……、今日に限ってさ……」

　昨日きのうは遅刻しなかった木乃が、嫌いやそうな顔で言いました。生徒会の四人は、獲え物ものを見つけたかのように目を輝かがやかせます。木乃はゆっくりと近づきながら、

「そうだ──、今変身して、あの四人瞬しゆん殺さつできる……？」

　ぽつりと訊たずねましたが、エルメスはこれを黙って流しました。喋しやべるストラップという非ひ常じよう識しきな存在のくせに、意外と常識人でした。




「はい！　そこのあなた。生徒手帳を出して！」

　開口一番命令形で吠ほえたのは、生徒会四人組の一人、キツイ目つきをした高等部二年生の女子生徒でした。

「…………」

　瞬殺をあきらめた木乃が、鞄かばんの脇ポケットから渋々生徒手帳を出しました。それを素す早ばやく取り上げた蛇のような顔つきの高等部三年男子が、じろじろと写真と本人を見比べます。

　木乃は男子生徒をムッとした顔で、写真の中のすました顔とは似ても似つかない表情で睨にらみ付けます。

　男子生徒は何か言おうとしましたが止やめて、木乃に生徒手帳を押し返しました。そして手持ちのメモに名前を書き込んで、

「高等部一年×組・木乃君ね。──で、君。今学期これで何度目の遅刻かな？　言ってもらえる？」

　嫌いやらしそうに聞きました。教師が遅刻日数を記き録ろくしていますので、毎日チェックしているわけではない彼らが知ったからといって別にどうこうでもなく、単なるイヤガラセでした。生徒が数を答えると、『それはちょっと多いね』とか『本当はもっとじゃないの？』とか、答えなければ答えないで、『忘れるほど多いの？』などとイヤミを言うのです。

「正せい確かくには覚えていませんけど……、二億四千五百回よりは少ないと思いますよ」

　木き乃のは木乃でしれっとした顔でそうい言い返すものですから、ああもう四対一の緊きん張ちよう状態は増すだけですね。

「では、違反持ち物がないか調しらべさせてもらいます！」

　キツイ目の女子生徒ともう一人の女子が、左右から木乃ににじり寄りました。木乃は露ろ骨こつに嫌そうな顔をしましたが、一応同性生徒会委員はそれができる規き範はんになっていたので、渋々鞄かばんを渡します。

　二人は鞄をがさごそと調べ、じっくりと調べ、

「特に、ないようですね」

　ルールをちゃんと守っているのですから誉ほめるべきなのに、妙に悔しそうな顔をして木乃に突っ返しました。

「もう行っていいですか？」

　木乃が聞きました。特に返事がなかったので通り過ぎようとすると、ちょっと待て！　と声がかかります。もう一人の二年男子です。木乃の腰回りを指さし、

「さっきから思っていたんだけど、その腰の──」

　とまあそこで、さっきからベルトの隅っこでぶら下がって黙だまっていたエルメスなんぞは、

（うーん。やっぱりモデルガンはヘンだよね）

　とか思うわけですが、

「緑のポーチは校則違反じゃないのか？」

（そっちかよ）

　男子生徒に不ふ機き嫌げんそうな顔を向けた木乃は、

「えー、今まで言われたことないですけど。急になんでですか？」

　かなりつっけんどんに言い返して、生徒会連中を見事にムッとさせます。

　連中は、ちょっと調べさせなさいと言いながら、四人で囲むようににじり寄りました。女子男子構わず、なんとしても、それこそポーチをむしり取ってでも違反事実を発見しようと、木乃の腰にわらわらと八本の手を伸ばします。木乃はそうはさせまいと身構えます。

「ちょっと、何するんですか？」

　生徒会の腕章がなければ、ほとんど犯罪発生現場です。ヤバイです。みんなは真似まねしちゃだめですよ。まったく権力というヤツは人を狂わせます。そんなときでした、

「やめないか」

　朝の校門に、よく通る声が流れました。生徒会の四人がほぼ同時に、はっとして声のした方へと向きました。後からもう一人もなんとなく、んーまあ見てやろうかくらいの気分で振り返ります。

　風が吹きました。

　ざわわわっと葉は擦ずれの音を従えて、道の真ん中を、一人の男子生徒が歩いていました。

　とても端たん整せいな顔立ちをした、そしてどこかもの悲しそうな目をした男でした。少し長い黒髪が、風で揺れます。彼は染み一つない白い学生服をきっちりと着こなして、その左腰のベルトに、一本の日本刀を帯びていました。

　風の中、彼は静かに、そしてしっかりと前を見据えて歩きます。その一歩一歩が路面を踏みしめる音が聞こえてくるようでした。朝の光を浴びて、日本刀の鞘さやが黒光りします。男の前を、今純白のハトが飛びながら横切りました。ちなみにスローで。

「あ……、あ……。し……」

　生徒会女子生徒の一人が、驚おどろきの表情で口を開きます。そしてほんのりと頰ほおを朱に染めながら、彼の名前を呼ぶのでした。

「静しず先せん輩ぱい……」

　彼の名は静。この学園の高等部三年生です。余よ談だんですが五年近く留年して実際は二十歳超えているという噂うわさもあります。でも噂です。

　彼はその端整な容姿と上品な物腰、常にクラストップを難なんなくキープする優ゆう秀しゆうな学力と身体能力で、性別関係なく当学園生徒で彼を知らない人などほとんど誰だれもいない、有名人中の有名人でした。

　学園女子連中の人気をむんずと鷲わし摑づかみにした王子様のような憧あこがれの対象で、誰とも付き合うつもりもないストイックな言動も、しかし一般生活中に必要な交流の中で（例えば授業で一緒に実じつ験けんしたり班で活動したりとか）の紳士的な立たち振ふる舞まいも、彼の人気を高めるすげーと歓声が上がったりモテたり惚ほれられたりするわけで、なんか地の文のくせに何いっているのか分かりませんねすみません。まー凄すごいヤツなんです。

　もっとも彼は部活にも委員会にも入らずにいつも一人でいるので、同性の友達も全然いない孤独クンじゃないかとは皆思っていますがそれを言うと妬ねたんでいるだけだろうと社会的地位を危うくするのであえて口には出せない、そんな男でした静って。

　いつも腰に吊つった日本刀が彼のトレードマークです。ついたあだ名が〝刀の貴公子〟、〝静王子様〟（以上主に女子）とか、〝ザ・[image: 辻]つじ斬ぎり男〟、〝出来過ぎ侍〟（もっぱら男子）とかでした。

　その静は何も言わず、一歩一歩、静かで上品な威圧感を振りまきながら、ゆっくりと五人に近づきます。男子二人は猛もう獣じゆうを前にしたかのように思わず後ずさり、女子二人は急に酔っぱらったかのようにその場でぼうっと立ちすくみます。

　静しずは五人の前で足を止めると、すうっと顔を向けて木き乃のを見ました。身長の差がだいぶあるので見下ろす形になるのですが、その双そう眸ぼうからは威圧感のようなものは全然伝わってきません。

「…………」「…………」

　木乃も何も言わず、二人は三秒ほど静かに見つめ合っていました。生徒会女子の額ひたいに血管が浮き出ます。

　静は視し線せんを前に戻しました。左手で刀の位置を少し直し、歩き始めます。何も言わなくても、生徒会連中は道を開きます。

　陶酔に近い憧あこがれの眼まな差ざしと、嫉しつ妬とと敗北感混じりの敵対の眼差しを少しも意に介さず、静は凜りんとした姿で通り過ぎ、校門を通り抜け、校舎へと向かうのでした。

　その姿が見えなくなって、生徒会の四人はおのおのため息をついて意気消沈します。去年敷しき直したばかりの舗ほ装そうを眺めながらさっきまでの元気など吹っ飛んでいる四人の脇わきを、木乃はひょいひょいとすり抜けて、小走りで校舎へと向かいます。

「あー、助かった。なーんか、噂うわさには聞いていたけどかっこつけた人だったね。イヤミじゃないけど」

　木乃が言って、エルメスが答えます。

「まあねー。それにしてもさ、彼って──」

「うん。あの人も──」

　木乃が神妙な面もちで頷うなずきました。そして木乃とエルメスは、同時に言うのでした。

「遅刻だ」「遅刻じゃん」




　　　　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　時間は、ほんの少し戻る。




「私は、この惑星の女め神がみです」

　自称女神がそう言った。というより、そう言ったから自称女神か。

　それは美しい女性で、きらびやかな服や装飾品に身を包み、背中からは眩まぶしくない程度に後光が輝かがやき、なんとなくそれっぽい。よく見ると足が空中に浮いているあたりも、まあ女神らしいといえばらしい。そしてそこは、蒼あおい床と黄き色いろい空だけが延々広がる、現実では決して有り得ない、女神が創つくり出した不ふ思し議ぎな空間だった。

　女神の前には二人の人間がいて、さらに一台のモトラド（注・二に輪りん車しや。空を飛ばないものだけを指す）が止まっていた。

　一人はキノで、黒いジャケットに茶ちや色いろのコートを羽は織おり、頭には耳にたれの付いた帽子とゴーグル。腰を締しめた太いベルト。右みぎ腿ももには、あの伝説のパースエイダー、〝ビッグカノン　～魔ま射しや滅めつ鉄てつ～〟をさりげなく吊つっていた。もっとも外見はキノが以前吊っていた『カノン』となんにも変わらないが。

　もう一人はシズで、緑の、肩と肘ひじにあて布のついたセーターを着ている。実は四よん大だい魔ま王おう宇う宙ちゆうのスパイだった陸りくとの激げき闘とうで五つに折れてしまった愛用の刀のかわりに、ずっと前から黒いバッグの中に売るほどたくさん入っていた予備の日本刀の一本を腰に差していた。

　一台のモトラドはエルメスで、宇宙船モードからの変形を完了させ、普ふ段だんどおりの二に輪りん車しや荷物満載スタイルだった。センタースタンドで立っていた。

　二人と一台は、四大魔王宇宙を退治すべく故郷の惑星を旅立ち、宇宙の奥へ奥へと旅を続けていた（詳しくは、『キノの旅　─the Beautiful World─』第二十巻から第百三十四巻──〝宇宙編へん・旅立ちの章〟、〝証券編・トラップ〟、〝証券編・リベンジ〟、〝宇宙編第二章・星の海へ〟を参照）。

　女め神がみは緩ゆるやかに両腕を開き、語りかける。

「そして私はあなた方に、とてもとても重要な頼みがあります。今、この惑星の──って人の話聞いていますか？」

　二人と一台は、女神を前に何やら雑ざつ談だんをしていた。自称女神には、ほとんどまるで興きよう味みのない様よう子すだった。

「ちょっと！」

　若干憤ふん慨がいしながら呼びかけた女神に、面めん倒どうくさそうにキノとシズが視し線せんを向けた。

　キノが言う。

「残念ですがボク達は、この惑星には休きゆう憩けいと補給で立ち寄っただけです。すぐに出発するので、あなたを助けることはできません」

　女神は、まあなんということでしょう！　と大仰に驚おどろき、そして目を伏せる。

「あなた方は、この宇宙を我が物にしようとする四大魔王宇宙と戦う真の勇者達です。あなた方の活かつ躍やくは宇宙中に轟とどろいています。それなのにそのような冷たいことを言いますか？　四大魔王宇宙の手下にいわれなき迫害を受けている小さな惑星を助けるという──」

　二人と一台は、〝この宇宙を我が〟あたりからもう女神の話を全然聞いておらず、どれほどの水と食料を積つんで出発するか、その際に魚より肉を多く積みたいと言うキノと、魚の方が私は好きだなと主張するシズとで議ぎ論ろんをしていた。

「──に瀕ひんしています。私の力が足りないばかりに……、それを見て嘆き悲しむことしかできません。そこで、宇宙に平和をもたらそうとしているあなた方の戦せん闘とう能力を見込んで、こうして──」

　女神の声をＢＧＭに、肉の方が解凍した際の味の落ちが少ないし料理の幅は広いとキノは力説した。シズはそれには同意、しかし魚には肉にはないドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）が多量含まれており、これは老人性痴ち呆ほう症しようの抑制に大変役立つ栄養素であると熱ねつ弁べんを振るった。そんな中、まあどっちでもいいけど、こないだみたいにペイロード（積せき載さい量りよう）はオーバーしないでねとエルメスがつぶやいた。

「あ、あんた達！」

　女め神がみがキレた。

「田舎いなか惑星とは言え、女神無視するなよ！　ゴッデス！　ＯＫ!?」

　神様らしく背景に稲光と大だい音おん響きようを出して、ようやく二人がうるさそうに女神にちらりと目をやった。目をやっただけだった。すぐにシズの提案で、四十％を肉で、六十％を魚介類にするということで二人は手を打った。

「非道ひどい……。こんな扱いを受けるなんて……」

　しくしく始まった女神の泣き顔は、四秒後に迷子の子供のような滂ぼう沱だへ。二人は鬱うつ陶とうしそうに女神を見て、エルメスはぽつりとつぶやく。

「あーあ、マジノ線せんだね」

「？」

　キノが答えず、かわりにシズが、

「……〝マジ泣き〟かい？」

「そうそれ！　さすがは元王子様、キノと違って頭の回転が速いね──イテ」

　エルメスをけっ飛ばしたキノは、ハンドルを握って前に押し、スタンドを外した。そのまま泣いている女神を完全に無視して、百八十度向きを変えた。シズも、

「できることなら鰺あじと鯖さばを多めにしてほしい」

　そう言いながら後を追う。

　その瞬しゆん間かん、二人が固まった。凍ったようにそのままの姿で動きを止め、瞬まばたきも息もしていない。

「女神を無視するからですよ、まったく」

　ハンカチで涙をぬぐった女神が、実に偉そうに言った。女神はしばらく、〝最近の人間は神様を敬うやまわない〟とか、〝管理教育の弊へい害がいだ〟とか、〝親の顔が見たい〟などと一人ぶつくさつぶやいた。反はん論ろんする人がいないので、どうにも尊大になる。

「あなた方には、意志に関係なく活かつ躍やくしていただきます。この惑星に住む人間が作った学校に、四大魔王宇宙の手下が入り込み、将来有望な若い人間から〝魔〟に取り込もうとしています。あなた方はそこに生徒として潜せん入にゆうし、いつどこに出現するか分からない手下を見つけ出し退治しなければなりません。あなた方には、周りが不ふ思し議ぎがらないようにこの惑星の学生としての疑似人格を与えますが、性格が破は綻たんしないように、過去の記き憶おくを再構築させて使わせていただきます」

「うん分かった。──で、こっちは？」

「うひゃあ！」

　エルメスの質問に女め神がみは文字どおり飛び上がって驚おどろいて、固まっているキノ達の脇わきで固まっていない（外見からはよく分からないが）エルメスを恐る恐る指さした。

「な、なんでです？　確たしかに時間を止めたはずなのに！」

「モトラドには効かなかったみたいだね」

　エルメスが特別なんでもないことのように返し、女神はいたくプライドを傷つけられたのか、急にキッと睨にらみ付ける。

「では！　あなたは全然いらないので、今ここでスクラップにでもなってもらいます！」

「それは困るなー」

　エルメスは、ちっとも困っていない口振りで言った。

「できればストラップがいい」




　　　　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて朝のＨＲと一時間目の間に教室に滑り込んだ木き乃のは、普通に午前の授業を受けました。合計九回お腹なかが鳴ったことと、内五回は周りの人間に完全に気づかれていたことを、閑ひまなエルメスは数えていました。




　四時間目が先生の優やさしさで十分ほど早く切り上がって、

「まだ他ほかのクラスは授業しているから、静かに廊下歩くように」

　とまあお約束の言葉を残して先生が去った後、教室は三秒で無政府状態に陥ります。

　木乃はここぞとばかりに、廊下を競きよう歩ほ選手並の速度で通り抜け、今年度四年生（この学園全体の、ということです。つまりは高校一年生）指定色の赤の上うわ履ばきと靴を取り替え、後は学食がある寮りようまで下り坂を全力疾走です。

　まだあまり生徒がいない学食で、冷やしタヌキうどん大盛りを前にして、

「しあわせー。いただきます」

　木乃は手を合わせてから、食べ始めました。

　食べ終わりました。相変わらず早いです。

　木乃は混み出す前に学食から出て、片手に学食の売店で買ったおやつ入りビニール袋を提げ、片手にストローが刺さった紙パックのオレンジジュースというお行ぎよう儀ぎ悪わるい姿で校舎へと歩きます。

　晴れ渡った蒼あおい空を見上げて

「うん。今日きようはいい天気」

　木乃は、笑え顔がおでそう言いました。まわりに誰だれもいないので、ベルトの脇のエルメスもそうだねーと声で同意しました。

　早く授業が終わって早く食べ終わったので、

「お昼休み、ひははなー」

　木き乃のが誰だれに言うでもなくつぶやきました。後半はストローをくわえているのでちょっと変ですが、まあ意味は分かりますね。念のために書いておくと、〝お昼休み、彼ひ岸がん花ばな〟です。

「教室帰っても居い心地ごこち悪いし、図書室は飲食禁止だし。どうしようか？　エルメス」

「誰かいると喋しやべれないからこっちはヒマでしょうがないよ」

　エルメスがぼやきました。そこで木乃は少し考え、ハタと思いつきました。

「じゃあ──」




　この学園の校舎は、Ｌ字型をしていて四階建てです。一部斜面に触れているので二階部分に出入り口があるため三階建てと勘違いできる部分もありますがそれはさておきます。

　そしてＬ字の長い方には屋上があります。そしてこの屋上は、あまり生徒に人気のある場所ではありません。

　ダラダラと連なる緑の丘と、その下だけまるで木々を蒸発させながら遠くへ消えていく高圧電でん線せん。東側の隅っこに見えるのは新しん興こう住宅地の赤い屋根群。

　まあ景け色しきはそれなりにいいのですが、あまりというか、ほとんど生徒はここに来ません。雨上がりの水はけが悪くコンクリートが滑ることがあるのですが、それがメインの理由ではありません。

「禁止されてないからでしょ。校則で禁止したら、みんな来たがるよ」

　四階からの階段を登る木乃にエルメスが言って、木乃はそれでも誰かいたら困るから喋らないで、と小声で戒いましめました。

　階段をほぼ登り終えて、屋上へ出るための鉄てつ扉ぴが視界に入ったときです。

「あれ？　誰かいるのかな？」

　両開きの扉の一枚が大きく開いていることに気がつき、木乃がややがっかりします。誰かいるとのんびりひっくり返っておやつを食べたり、エルメスと馬ば鹿か話ばなしをするわけにはいきません。

　木乃は別に悪いことをしているわけではありませんが、こっそりと足音を立てずに、掃除道具入れのロッカーの脇わきを通り扉に近づきます。

　閉まっている鉄扉の脇から木乃の頭が横にぬっと突き出て、大きな目がぱちくりしながら屋上を眺めます。風が吹いて、垂れていた黒い髪を揺らしました。

「そういうことになるな」

　声が聞こえました。相変わらずよく通る声です。風に乗って来たので実際の出所以上に近くから発せられたように聞こえ、木乃が一いつ瞬しゆん縮ちぢこまります。

　扉から十メートルほど離はなれた屋上の手すりの脇に、二人の人間がいました。

　一人は木乃と同じセーラー服の女子で、艶つややかで長い黒髪が風に揺れています。緑みどり色いろの上うわ履ばきから一学年上だと知れました。右足上履きの脇のところに、時節柄のワンポイントアクセントでしょうか、笹ささの葉と短冊が描かれた小さなシールが貼はってありました。キノは知りませんでしたが、女子生徒の間で流行はやっている『自然に剝はがれた時に願ねがいは叶かなう』おまじないでした。

　もう一人は、腰に刀を下げた男子生徒でした。ちなみにこの学園に、普ふ段だんから帯刀している生徒は一人だけです。一人いれば十分です。

　他ほかに誰だれもいないようです。女子生徒は今にも泣き出しそうな顔で背の高い静しずを見上げて、

「どうしてもだめなんですか！　私──入学したときから！」

　せっぱ詰まった声で言うので、状況はもう知れました。モテモテ静様に下級生必死の告白の図です。

　一方静はそんな相手を前にして、毛嫌いというほどではありませんが、ほとんど感心がなさそうな顔です。もう話は終わったから解放してほしいと、口には出していませんが雰囲気には出ています。

　双方無言の五秒が過ぎました。

「悪いが、そんな閑ひまはないんだ」

　静がぼそっと言いました。この刀男の運は生まれつき極悪なのか、そのタイミングは最悪でした。

　今静が言ったのは、〝私に誰かと付き合う時間はない〟という先ほどからの会話全体を統括しての〝お断り〟の言葉でしたが、女子生徒が勇気を振り絞って再び何か言おうとしたときにそれを押さえる形で言ってしまったものですから、しかもその内容が、〝もう一度、どれほどに私が貴方あなたを思っているかだけでも聞いてほしい〟でしたから、彼女のショックはメガトンクラスです。

「！」

　驚おどろき固まりしばらく息が止まり、次に吸った息が吐き出されるときには、目から涙も一いつ緒しよに流れて出るのでした。

　静はそれを見てそれなりに少し驚いたようでしたが、だからといってフォローをしたり慰なぐさめたりはしません。ただ立っていました。

　彼女は踵きびすを返すと扉へ、つまりドキドキ顔で目を見開いていた木き乃のの方へと駆け出します。ちなみにエルメスを手に持って、あの二人が見えるようにもしていました。

「！」

　木乃が頭を引いて、階段下に逃げようとしてそんな閑はないと分かって、

「あの裏」

　エルメスの機き転てんに従って、掃除道具入れのロッカーの裏に隠れました。

　ふられた女子生徒は木乃に全然気づかず、涙粒を散らしながら階段をパタパタと駆け下りていきました。そのあとに、

「危なかった……」

　小声で言いながら木き乃のが出てきて、一度階段の下を覗のぞきます。誰だれもいないのを確かく認にんして、また鉄てつ扉ぴのそばへ。再び覗くと、刀男は元いたところで、こちらに背を向けて景け色しきを見ていました。

「ここはだめかー」

　木乃が小さくつぶやいて、

「もういなくなるよ」

　よく通る声が答えました。声の主が振り返ります。

「自由に使うといい」

　木乃は少し驚おどろきましたが、悩んでもしょうがないのでお言葉に甘えて、おやつのビニール袋を片手に屋上へと進み出ます。その姿を見て、先ほどまでほとんど無表情だった静しずが、おやっと小さく眉まゆ根ねを寄せました。

「朝の君か……」

　木乃はてくてくと静に近づいて、先ほど人生最大のショックを受けたであろう女子生徒と同じ位置に立ちました。どうも、と一応挨あい拶さつはします。

　静はやはり無表情のまま、

「恥ずかしいところを見られたが、覗き見もよくないな」

　実は内心結構恥ずかしいのか、そんなことを言いました。即座に、

「よっ！　このモテモテ男！」

　エルメスが大声で言ったので木乃は慌てて腰のストラップを押さえたのでしたがだからどうなるというわけでもなし単に一人で腰に急に手を当てた怪しい女の子を演じただけでした。

「今のは……？」

「いいいいいいいいいいやなんでもないです！」

　木乃が必死の形ぎよう相そうで否定して、その右手の中ではストラップが手のひらに型を作りそうな強さで握りしめられています。

「君が言ったのかい？」

「いいいいいいいいや、わたわたわたたた」

「〝綿〟？」

「いや、わたわたしかもしれないし！　っそそそそっそそそうじゃないかもしれないしっ！」

「？　まあ落ち着くんだ」

　静は景色へと向き帰り、顔中汗だらけの木乃は静に背を向けてうずくまります。両手の中のエルメスに向かい、最大限の小声で、

「なななななんてコトするのよ！」

「あーごめん。つい本心が」

　エルメスも小声で、全然悪びれずに言いました。

「わたしが言ったと思われるでしょ！　変な人間だと思われるでしょ！」

「あーそれは大丈夫」

「どうして？」

　木き乃のが聞くと、エルメスが即答します。

「もう思われてるから」

　木乃は笑え顔がおを作りました。それは引きつっていました。そして、エルメスに優やさしい優しい言葉をかけます。

「この小さい小さいストラップ、蒼あおい蒼い夏のお空にブン投げたらどこまで飛ぶかしら？」

「ごめん。もうしない。うん」

　木乃は呼吸を整ととのえ、静しずの脇わきで立ち上がりました。

　静がちらりと見て、つぶやくように言います。

「まあ、ご覧らんのとおりだ。──私のような不器用な人間に告白する人の気がしれない」

　木乃は何と反応していいのか分からず、あー、とか、えーと、とか言った後黙だまります。

　それから急に思いついて、肘ひじに吊つるしたビニール袋をがさごそとあさり、小振りのメロンパンを取り出しました。先ほど売店で食後のデザート用に買った物です。二つのうちの一つを、静に突き出しました。

「食べます？」

「…………」

　静が不ふ思し議ぎそうな顔で木乃を見ました。木乃が〝あー対応まちがったかー？〟と焦り顔で手を下ろそうとしたときに、

「いただくよ。ありがとう」

　静はそれを受け取ったのでした。

　しばらく二人は、手すりに寄りかかり、景色を見ながら無言でメロンパンを食べました。ホルスター少女と刀男が並んで黙もく々もくと食べる様は、かなり異様でしたが、誰だれも見ていませんでした。

　食べ終わった後、木乃は、

「朝は、ありがとうございました」

「ん？　ああ……。いいよ。私も生徒会の連中は好きじゃない」

「おかげで、ポーチを開けられなくてすみました」

　木乃が楽しそうに言って、静はその〝ポーチ〟を見下ろしながら訊たずねます。

「朝も、少し気にはなったが、それは？　──もしよかったらでいいが」

「あ、これですか？　学校に入る前に、田舎いなかのおばあちゃんがお守りに持っていけって送ってくれたんです。先祖代々のお守りだって、いつも腰に巻いてろって。でも、困ったとき、いざというとき以外開けるなって」

　木き乃のが正直に答えました。

　静しずは〝それのどこがお守りだ！〟などとは突っ込まず、

「おばあちゃんか、いいね」

　などと言います。そして、

「私の祖母は、私が生まれるちょっと前に他界したからね。会ったことがない。憧あこがれる」

「そうですか。わたしも学校入ってから会っていないんですけど」

　静は、どんなおばあちゃんなんだい、と訊たずねました。

「とても素す敵てきな、自慢のおばあちゃんです。いつも背筋がピッとして格好良くて、なんでもできて。──若い頃ころはいろいろなことに挑戦して成し遂げてきたって。陸軍の特殊部隊にいて某国の独立戦争を陰かげで糸引きしたり、工作員養成学校の設立に尽くしたり、伝説の谷越え二キロ狙そ撃げきを成功させたりしたって、近所でも評判でした」

　静は、ふーんと納得した様よう子すで頷うなずきます。ホントにいいのかそれで？

　木乃は、

「もし今度会ったら、今日きようのことはお土産みやげ話ばなしになります」

　そう言って笑いました。

　その笑え顔がおを見ていた静の顔が、逆に曇くもります。よくいえば憂うれいを帯びた渋い表情ですが、悪くいえば、くよくよウジウジと思い悩んだ神経質な青年です。

「君は……、本当に楽しそうに笑うね」

　静はそんなことを、いきなりぽつりと言いました。

「え？」

　木乃が思わず強い調ちよう子しで聞き返して、

「いやごめん。皮肉でも嫌いやみでもない。君は、楽しいことを本当に楽しいと思って、心から笑うことができる。そう思えるんだ」

「えっと、先せん輩ぱいは？」

「私は、……いつの頃からだろうか？　心の底から楽しくて笑えなくなった気がする」

　そう言って静は、学生服のポケットに手を入れて、時計を取り出しました。それは、複雑な細工がされた懐かい中ちゆう時計でした。蓋ふたを開かないのは、時間ではなく時計を見るために出したからでしょうか。

「いつの頃からだろう……」

　静はつぶやいて、時計を元あった場所へとしまいました。景色に目をやります。

「私はね、ふと疑問に思うことがあるんだ」

　木乃は静の脇わきで手すりに軽く体を預け、ちらちらと静の横顔を見上げます。

「？　なんですか？」

　静しずは、景け色しきを真まっ直すぐな瞳ひとみで見据えながら、こう言います。

「〝今の自分は、本当の自分じゃないんじゃないか？〟って」

「本当の自分、ですか？」

「ああ。時折思う。──平和なこの国で平和に学生生活を送っている私は、実は仕組まれた世界の中でそう演じさせられているだけで……、本当はもっと殺さつ伐ばつとした世界で、生きるか死ぬかの人生を送っている、もしくは復ふく讐しゆうに身をやつしている……、人を殺し傷つける術すべだけには長たけている、とても悲しい男なんじゃないか、って」

「はあ……」

「だから、いまひとつ、〝今〟という恵まれた時期を楽しめない……、のかもしれない」

　そう言い終えて、静は自分の隣となりにいる少女が大きな瞳ひとみでじっと見つめていることに気づきました。少しだけ焦った様よう子すで、軽く手を振りました。

「変な話をしたね。忘れてくれ」

　木き乃のはそんな静を見て、

「先せん輩ぱい。わたしはこう思います」

「ん？」

「たとえ自分がどんな生活をしていても、自分を、自分のことを好きでいる限り、〝その自分は良い自分だ〟──って。別の世界の自分のことは、別の世界の自分に悩んでもらいましょうよ」

「ああ──。そうだな」

「そして今の私達は、今の私達にできる楽しいことと、自分のためになることをすればいいと思います！」

　笑え顔がおで言いきった木乃を、

「…………」

　静は見つめます。すぐに木乃は、あっ、とたじろいで、

「──って先輩に偉そうなこと言ってスミマセン……」

「いいよ。ためになった。自分のできることから、か。──そうするよ」

　木乃に笑顔が戻ります。

「じゃあ、とりあえず先輩は」

「私は？」

　訊たずねた静に、木乃はびしっ！　と人差し指を立てて、こう言いきりました。

「女の子の想おもいを優やさしく断る方法を覚えた方がいいと思います！」

「……！　──あははは！」

　楽しそうに笑う静に、木乃が一言、

「できるじゃないですか！」

「…………」

　静しずは少し考えて、すぐに先ほどの自分の言葉を思い出しました。

　それから二人は、誰だれもいない屋上で楽しそうに笑いました。




　さて泣きながら階段を走り下りていった静にふられた女子生徒はどうなったかというと、泣きながら階段を走り下りたせいで前がよく見えておらず、手すりに導みちびかれるまま自分の教室の階を通り越して半地下の踊り場までたどり着いてしまっていました。

　それに気づいた彼女は、一いつ瞬しゆん自分の行動に呆あきれ返り照れて笑いましたが、すぐになぜそんなことをしたのか思い出して、またしくしくと泣き始めました。

　半地下の踊り場には暖房設備室入り口があるだけで、もちろんそこにはしっかり鍵かぎがかかっているので、陰気な雰囲気のここには誰も来ません。生徒の視し線せんから隔絶された空間でした。高いところにある明かり取りの窓からは、憎らしいほど蒼あおい空が四角く切り取られて見えます。

　そんなところで、彼女はさめざめと泣き続けます──今までひたすら真まっ直すぐに彼を想おもい続けた四年間は一体なんだったんだろうと。告白が成功する可能性は低かったにせよ、気の利いた優やさしい断られ方をして、自分もしっかりした言葉を返して和やかな雰囲気でその場はお開きになって彼の記き憶おくの中にはとどまって、彼の卒業式の日に「実は君のことが……」などとこっそり進学先の住所と電話番号を渡される皮算用も永遠に霧む散さんしてしまったのかと。いいえ実は今は告白を決意した前夜でこれは自分の部屋のベッド上で見ている悪い夢だからもういい加減目覚まし鳴ってよ今日きようは運命の日なんだからと。

　今彼女の頭の中は、色々なことが嵐あらしのように駆けめぐり、ごちゃごちゃむちゃくちゃのしっちゃかめっちゃかなのでした。

「憎いか──？」

　そんな彼女を、老人のような怪しい声が包みました。もちろん彼女以外誰もいません。

「……？」

　彼女が涙と鼻水だらけの顔を上げたとき、

「あの男が憎いか──」

　またも声がしました。混乱中の彼女もさすがに驚おどろいて、辺りを見回します。

「だ、誰？」

「そんなことはどうでもいい。今重要なのは、お前さんがあの男を憎んでいるということだ」

　彼女はハッとして、そんなことはない！　と言おうとして、

「見てみろ。──窓だ」

　謎なぞの声は先に言ってしまいました。

　彼女が不ふ思し議ぎがりながらも、窓を見上げます。そこからは、屋上の手すりが見えました。そして、

「！」

　その手すりに寄りかかる小さな人ひと影かげ。それはまごうことなく、先ほど自分が告白して玉砕した静しず先せん輩ぱいです。しかし、その脇わきにはもう一つ小さな人影。どうやら髪の短い女の子のようです。知らない子でした。そしてその子は、静先輩に仲良く寄り添って、二つの人影はゆっくりと、

「いやあ！」

　一つに重なるのでした。どう考えても、肩を寄せ合いお互いを見合い、そしてキスを交わしたようにしか見えません。

「どうだ。なぜお前が振られたか分かったか──？」

　謎なぞの声が言いました。彼女はしばらく両りよう頰ほおに手を当て、しかしその窓から目を離はなすことができずに震ふるえていました。この窓から屋上はどう頑張っても見ることができない簡かん単たんな事実も、今の彼女の頭からキレイさっぱり吹っ飛んでいます。

「あの憧あこがれの先輩は、あんな子が好みらしいな──」

　声が、嫌いやらしそうに説明をくわえます。彼女はがっくりと顔を落とし、長い髪は表情を隠します。まるで幽鬼のように、陰気くさい半地下の踊り場に一人立ちつくすのでした。

「彼と彼女は──、蒼あおい空の下で微笑ほほえみ接せつ吻ぷんをかわし、お前は──、こんなところで一人惨みじめな負け犬を演じるのか──」

　謎の声は、彼女をじわじわむわむわと包みこむようでした。

　ぽつん、と、彼女の頰に伝わった涙が床に落ちました。一つ、二つ、三つ──たくさん。

　ひとしきり彼女が泣いた後、謎の声と、下を向いたままの彼女の会話が続きます。

「あの子が憎いか──？」

「な……、に……？」

「憧れの先輩を独り占めにする、あの女の子が憎いか──？」

「…………」

「それとも、自分をふってあの下級生に愛想を言うあのムッツリスケベ侍が憎いのか──？」

「……え？」

　彼女が顔を上げました。

「ほう、そうか──。二人共憎いのだな──。いいや──もう何もかも、世界全すべてが憎いのだな」

「そんな……、決して……、そんなことは……」

　彼女は顔を振って否定しますが、声はたたみかけるように、

「そう言いながらも──、先ほどから〝三点リーダー〟が多いぞ」

「え？　〝三点リーダー〟って……？」

「つまりは、──まあ要するに[image: ↑][image: ↑]これのことだ。言いよどみとかだ。──すなわちお前は、さっきまで大好きだったあの先せん輩ぱいを殺してやりたいほど憎んでいるのだ。──そしてあの女の子も、世界と共に滅んでしまえと」

「そ、そんな……。そんなことはないです……」

「と言いつつも、本心では今すぐ二人とも屋上からえいやって突き落としたいと思っている。──分かるぞ」

　そして彼女は恐怖を感じつつも、

「あ……、あなたは一体誰だれ？」

　聞かずにいられなかったことをズバリ聞きました。よくぞ聞いたとばかり、声は急にハイテンション。

「そんなお前に、ピッタリの商品があるんです！　是ぜ非ひ今日きようは──私にそれを紹介させてください！」

「通販屋さん？」

　違います。




　五時間目の授業中でした。

　高等部一年のとあるクラスでは、机に突っ伏して、

「まったくもう」

　極々小さな声でぼやくストラップがぶら下がった、ポーチをいくつかとモデルガンを入れたホルスターを吊つったベルトを巻いた女子生徒が一人寝ていました。ちなみにこの学園に略。一人いれば十分略。

　どうにも幸せそうな顔です。教きよう壇だんでは中年の先生が、そんなこと意に介さず、国語の教科書をダラダラと読み続けていました。




　高等部二年のとあるクラスでは、一人の女子生徒の席が空いていました。午前中は確たしかに埋まっていた席でした。まず授業をサボるということをしない彼女なので、友達は保健室など捜しに行こうかと思っていました。

　そしてその席の主あるじは今、誰もいない半地下の踊り場で、

「何もかも嫌いや……。誰も彼も憎い……」

　思い詰めた顔でつぶやきながら、右手に持った小瓶を見つめていました。中にはどう見ても怪しい、緑の蛍光色の液体が入っています。

　そして彼女は、それを飲み干しました。一気でした。

　瓶が床に落ちて割れる音が踊り場に響ひびきましたが、それが聞こえた人は、誰一人としていません。




　高等部三年生のとあるクラスでは、白いガクラン姿で腰に日本刀を吊つった生徒が、教師に聞かれるままにすらすらと答えて、毎度のことながら注目されていました。ちなみにこの略。一人いれば略。

　しかし突然彼は、

「……！」

　何かに気づいたかのように返答を途中で止やめると、天てん井じようを睨にらみ付けました。

　十秒ほどが静かに過ぎて、教師が分からないのなら座っていいよと言おうとした瞬しゆん間かん、かつ他ほかの生徒がコイツにも分からないことがあるのかと驚おどろいている最中──。

　校舎が細かく揺れました。地じ震しんかな？　と誰だれもが思いましたが、続いて爆ばく発はつ音おんがします。

　教室中で悲鳴が上がる中、

「来たか」

　静しずはつぶやきました。




「木き乃の！　起きろー！　木乃！」

　エルメスが大声で叫びました。木乃は相変わらず机に突っ伏して寝ています。

　ちなみにその教室にはもう誰もいません。

　開けっ放しの前後扉と、乱れた机の並びに床に散らばった教科書とノート。連続する爆発音と校舎の揺れに、みんなとっくに慌てて非ひ難なんした後でした。廊下の奥からは、こっちだ！　とか、早く！　とか、やや逃げ遅れた生徒達の急ぐ声が聞こえます。

「起きろってばさー！　やっと敵が出たんだよ！　木乃！　変身して戦うの！」

「……うう。分かってるよ……」

　木乃が突っ伏したままつぶやきました。

「起きた？」

「だからまだ食べるって……どんどん持ってこい……別腹だって……。フッ……。肉まん」

　寝言でした。

「…………。ぴぴぴぴっ！　ぴぴぴぴっ！　ぴぴぴぴっ！」




　エルメスが必死の努力をしているとき、学校内では化け物が一匹暴あばれていました。

　人型ではありますが、その身の丈は三メートルはあるでしょう。毒々しい灰はい色いろやら茶ちや色いろやらが混じった分厚くごわごわの皮ひ膚ふをした、どこからどう見ても化け物です。猫背になりながら廊下を、それでも頭で蛍光灯はおろか天井まで壊こわしながら歩き、窓ガラスを太い腕で壊してまわります。時折口から火の玉を発射して爆発させて、校舎が揺れに揺れました。

　化け物は一階メインロビーで火の玉を吐き、学園創設者の銅像が木こっ端ぱ微み塵じんに吹っ飛びました。続いて鋭するどい爪つめの先で『県絵画コンクール・金きん賞しよう受賞』とリボンで飾られた油絵をギタギタに切り裂きます。ぐるるると喉のどを鳴らして、その後大きく吠ほえました。

「ひいっ！」

　誰だれかの小さな悲鳴が聞こえ、

「馬ば鹿か！　声を出したら見つかるだろう！」

　悲鳴より大きな声がしました。馬鹿はどっちでしょう。

　化け物が、声のした方へ──ロビー脇わきの事務室へと顔を向けました。




「まったく！　変身ヒーローが寝過ごす？　フツー？」

　エルメスが愚ぐ痴ちりました。エルメス渾こん身しんの目覚まし時計攻こう撃げきによって木き乃のはようやく目をさましたので（起きたときにエルメスに、『わたしの満漢全席どうしてくれるのよ！』と叫びましたが）、化け物を見つけようと廊下を走ります。腰のベルトにエルメスをぶら下げていました。

　鋭するどい悲鳴が聞こえました。女子生徒の悲鳴です。あっちだ！　とエルメスが言いましたが、木乃は足を止めます。

「えっと、本当に行くの？」

「怒るよ」

「えー。普通の女子高生は戦わない」

　木乃が駄だ々だをこねて、

「普通の女子高生は授業中よだれ垂らして満漢全席の夢を見ながら寝ない」

「うっ……」

「いいから戦う！　そんなことじゃ田舎いなかのおばあちゃんががっかりするよ！」

　エルメスが焚たき付けて、木乃はようやく、悲鳴のした方へと向かいました。ちなみに前髪は、

「直んないなー、もう」

　突っ伏していたので変に跳ねています。

「ちょっとトイレ寄っていい？」

「いいから戦う！」




　悲鳴があまりに断続的に聞こえ、それが一階のロビーからだと容易に知れましたので、木乃はそちらに向かいます。廊下は爆ばく撃げきの後のようにボロボロで、時折頭の上で配はい線せんがスパークします。

　ロビー手前に到着。木乃が焦げ跡のついた壁かべからこっそりと前を窺うかがいます。そこには化け物と、その前で腰を抜かしたのかへたり込んで震ふるえている生徒達がいました。生徒は四人いました。そして全員、

「あ」

　木き乃のの見覚えがある生徒なのでした。朝に会った四人です。

「木乃、あの化け物をやっつけるんだ！　変身だよ！」

　エルメスが言いましたが、木乃は一つ提案します。

「ちょっと待って。あの生徒会の四人がボロボロにされてからにしようよ」

「そういうの子供に与える影えい響きようが多すぎるから止やめようね。はい変身ね。やり方は教えたでしょ」

「しょうがないから……、やろうかな……、やるのかな……、まったく……」

　木乃が本当に乗り気でない顔で言った後、エルメスがぽつり。

「ヒーローはご飯おごってもらえるよ」

「いっちょやりますかぁ！」

　木乃が真まっ直すぐ前を見据えます。大きな双そう眸ぼうには決意の証あかしがはっきりと、まるで先月『特盛りスーパーカツカレー・一時間で食べ終えたらタダ！』の看板を裏通りの洋食屋で偶然見つけたときのように爛らん々らんと輝かがやきます（ちなみに勝ちました）。

　木乃は右腰のホルスターから、モデルガンを抜きました。プラスチック製のそれを高々と掲げ、ハンマーをカチリと上げて、

「　　　　　　　　　　　　　　　　　！」

（[image: ↑]あなたの思いついた変身のかけ声を書き込んでください）




　引き金を引きました。ハンマーが落ちました。キャップ火薬が叩たたかれてぱぽんっ、と情けない音がして、その瞬しゆん間かん、木乃の体が光に包まれました。背景がボロボロの廊下から、蛍光色ケバケバしい怪しい空間へ変わり、ノリのいいＢＧＭが聞こえてきました。えっと演出です。

　後はまあ、くるくる体がまわったり、光のシルエットで裸ギリギリだったり、足下から手先まで、光の帯が衣装になったりするわけですがそのへんは適当に想像におまかせします。

　そして眩まばゆい光が収まったとき、

「変身終了だ！　今から木乃は、〝謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ〟だよ！」

　エルメスが叫びました。謎の美少女ガンファイターライダー・キノ（以下キノ）は、驚おどろきの表情を浮かべ、自分の体を見回します。

　そう、今のキノは、

「うそ？　変わってないよ！」

　セーラー服を着て、腰にポーチがいくつかとホルスターがついたベルトを巻いて、右手にリヴォルバーを持っていました。前髪は跳ねています。

「──って、全然変わってないよ！　まんまだよ！　変身してないよ！」

　キノが慌てて言いました。相変わらず腰にぶら下がっているエルメスが、落ち着いた口く調ちようで解説を始めます。

「いや、変わってるよ──。まずそのモデルガンが本物の銃、〝ビッグカノン　～魔ま射しや滅めつ鉄てつ～〟になって破は壊かい力りよく抜群の魔物封印弾頭が発砲できるようになったし、筋力や運動能力は人間離ばなれしているし、セーラー服の袖そでが一ミリ厚くなったし、スカートがサービスで三ミリ短くなったし、ポーチの止め金具のマークが熊くまから猫になったし──」

「もういい。だいたいこんな格好で戦ったらわたしだってバレバレじゃん？」

「大丈夫」

「何が？」

「変身しているから誰だれも気がつかない。みんな木き乃のだとは思わない」

　そんな馬ば鹿かな、とキノが言う前に、キノは四人に囲まれました。あの生徒会の四人が、妙に元気を取り戻しています。

「私達を助けに来てくれたんだね！　謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ！」

「学園に出る化け物を倒して！　謎のガンファイターライダー・キノ！」

「ああ！　助かったよ！　謎のガンファイター・キノ！」

「戦ってね！　謎のキノ！」

　言いたい放題言って、四人は去っていきました。後には化け物一匹と、

「〝謎のキノ〟ゆーな」

　ぼやいた謎のキノが一人残されました。エルメスが言います。

「ホラね。変身って古今東西そういうものさ」

「……帰っていい？」

「ダメ。ほら、相手が待ってるよ」

　ぐるるるるると不気味に唸うなって、化け物はキノを見ます。まあそこにはキノしかいないわけですから当然です。ミカンみたいな大きさの、花粉症のように充血した二つの目が、ギロリとキノを睨にらみ付けます。牙きばから漏れるよだれが水たまりを作り、そこに右足を、べちゃ！　と踏み出しました。

「あ……」

　その足の指先に、上うわ履ばきが引っかかっていました。緑みどり色いろの上履きでした。時節柄のワンポイントアクセントでしょうか、笹ささの葉と短冊が描かれた小さなシールが貼はってありました。

「まさか……」

「そのまさかだね、キノ。あのときのフラれっ子だよ。魔まの誘惑に乗って、化け物に変身させられたんだ」

「そんな──可か哀わい相そうじゃん！　えっと、こういう場合はどうすればいいの？」

「ビッグカノン　～魔射滅鉄～で撃うつんだよ。元に戻る」

「ってこれ？」

　キノは、右手に持っているリヴォルバーを見ました。

「でもね、それは一回の変身につき一発しか撃うてないんだ。だから確かく実じつに当てられるように、相手が弱るまで使っちゃダメだよ」

「じゃあそれまではどうやって──うひゃ！」

　化け物の腕と爪つめの横よこ薙なぎを、キノはギリギリでかわしました。慌ててビッグカノンを向けて、しかし撃つ前に今度は左腕の拳こぶしでの一いち撃げきをくらいます。

「きゃ！」

　キノは廊下の外れまで吹っ飛んでいきました。突き当たりの壁かべにヒビを入れながらぶつかって、尻しり餅もちをついて止まります。

「痛い！　それと髪がぐしゃぐしゃになる！」

「普通だったら死んでるよ。ほらキノ、立ち上がって戦う」

　キノは立ち上がって右手を挙げ、廊下を四よつん這ばいで走って向かってくる化け物にビッグカノンを向けます。しかし相手が揺れ動き狙ねらいが定まりません。

「一発外したらお終しまいね」

　エルメスが冷静に言って、キノはビッグカノンを下げました。

「何か武器はないの他ほかに！」

「ないんだよねえ。──困ったねえ」

　エルメスのその言葉に、キノはハッとして顔を下げました。そこには、おばあちゃんのポーチが。

「コレよ！」

　キノはビッグカノンをホルスターに戻して、ポーチの一つをベルトから外します。それを、

「おばあちゃん、使わせてもらいます」

　蓋ふたを開けて逆さにしました。

　ずざ─────────────────────────────────────！

　と激はげしい鉄のすれる音がして、廊下に鋼はがねの山ができました。タバコ二箱ほどの大きさのポーチから出てきたのは──銃器でした。実銃が拳けん銃じゆうを始めライフルマシンガンショットガン狙そ撃げき銃じゆうエトセトラ、キノの目の前でこんもりと山を作ります。

「さすがはおばあちゃん！」

　キノの目が輝かがやきました。田舎いなかのおばあちゃん家ちの納屋には、世界中のありとあらゆる銃器が貯蔵されていたことを思い出しました。そして幼き日々、夕暮れ時カラスが鳴く田舎道、おばあちゃんの背でよく聞いた言葉も。

『いいですか木き乃の。正義とは暴ぼう力りよくのことではないのです。勘違いしてはいけませんよ。でも力の伴わない口だけの正義もまた、人を救うことができないのです──覚えておきましょうね』

「キノ！」

　化け物が後数メートルにまで迫っています。しかも火の玉を吐こうと、大きく息を吸い込みました。

「！」

　キノは山の中から一丁、警けい察さつ官かんが使っているニューナンブ三八口径リヴォルバーを左手で摑つかみ、目の前の化け物に向けて引き金を立て続けに引きました。

　ぱんぱんぱんぱんぱん、と乾いた音がして、弾丸が飛び出します。化け物は鞭むちで打たれたように痛がって飛び跳ね、やがて廊下脇わきの教室にガラスをぶち破って逃げて隠れました。キノは撃うち尽くしたリヴォルバーを手から放し、かわりに山の中から別の拳けん銃じゆう──中国製トカレフ自動拳銃を摑みます。なぜか紅白縞しま模様に塗られていました。残りの銃器の山を元あったポーチに丁てい寧ねいにしまって、ちょっと入りきらないので並びを変えて上手うまく収まるようにして、蓋ふたを閉めて、ベルトに戻して、

「化け物を追うんだ！　キノ」

「うん！」

　キノはスライドを往復させて装そう塡てん（厳げん密みつには自動拳銃の場合〝給塡〟と言うらしいですが、まーようするに一発目が撃てるように）したトカレフを手に、化け物が逃げた中等部二年△組の教室へと飛び込みます。

　その瞬しゆん間かん、化け物は机を投げつけてきました。キノは床に転がるように避けて、ギリギリのところでかわしました。机はドアを破は壊かいして廊下で激はげしく音を立てて、その音にトカレフの銃声が被かぶります。キノは中腰で、両手でトカレフを構え、外へ逃げる化け物へ向かい流し撃ちをします。全すべて命中。化け物は中庭へとガラスを突き破って飛び出しました。アサガオが植えられたプランターを踏んづけて、それでも必死になって逃げようとしたところを、

　パン。

　後ろ足に一発撃たれて転びました。中庭の太い楡にれの木にぶつかって、そこにへたり込みました。だいぶ弱っているようです。

「よしキノ！　ビッグカノン　～魔ま射しや滅めつ鉄てつ～でとどめだよ！　これで人間に戻るはずだ！」

「分かった！」

　キノは撃ち終えたトカレフをポーチにしまって、右みぎ腿ももからビッグカノンを抜きました。化け物があけた穴を通って中庭に出て、横になっていたプランターを元に戻して、

「ぐるるるるるる……」

　弱々しく唸うなる化け物の前に立ちました。その足には、緑みどり色いろの上うわ履ばき。

「もう大丈夫。あなたを元に戻してあげるから」

　キノはそう優やさしく話しかけて、大口径リヴォルバーの銃口を向けます。どうにも言動が一致してないように見えますが、一致しています。

「今だね、キノ」

「うん」

　キノが狙ねらいを定めたとき──。

「ピンチだな！」

　よく通る声がしました。キノが、へ？　と疑問符を顔に出します。

「正義の少女がピンチのとき──」

　よく通る声が続けます。

「今一人の騎き士しが天空の彼方かなたより舞まい降りる！」

　キノが声の方を見上げました。斜め前、Ｌ字校舎の短い方の屋上に、一人の男がいました。

　風が吹きました。

　ざわわわっと葉は擦ずれの音を従えて、屋上の男は優ゆう雅がにたたずみます。

　彼は白い学生服を着て、その懐ふところからは懐中時計が一つぶら下がっていました。腰には一本の、黒い鞘さやの日本刀を差していました。背中に背負ったシルクの純白のマントが、静かに風にたなびきます。

「あ……！」

　キノが、その男の顔を見て驚おどろきました。

　ききりと引ひき締しまった顔つき。しかし眼まな差ざしは白いマスクで隠していました。鼻から額ひたいにかけての純白のマスク。両目のところはサングラスになっています。少し長い黒髪の頭に、白くてふさふさした犬の耳がちょこんとついて、そして頭頂部には、一つの真まっ赤かなリンゴが載っていました。男の前を、今純白のハトが飛びながら横切りました。ちなみにスローで。

「はい？」

　驚き見上げているキノに、男が静かによく通る声で、しかし力の入った口く調ちようで語りかけます。

「大丈夫か？　謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ！」

「あの……、えっと……」

「ピンチに駆けつけたぞ！」

「えっと、ピンチ違いますけど……。大丈夫ですけど……」

「美少女の危き機きに駆けつけてこそ真の騎士！　待たせてすまない！　謎の美少女ガンファイターライダー・キノ！」

「人の話聞けよ。全然待ってないよ」

「助すけ太刀だちいたす！」

「いいから、邪じや魔まだから、もう終わるから。大体なんでそこだけ時じ代だい劇げき？」

「いい質問だ！　そう私の名は！　もちろん本名は言えないけど！　変身した後の名は！」

「いやそんなコト聞いてないし。正直あまりお近づきになりたくないし」

　そこまで黙だまっていたエルメスがぽつりと、

「〝変態〟だね」

　キノは同意して、激はげしく頷うなずきました。

　男は、マントをぶわさっ！　と払い、よく通る声で叫びます。

「私の名は──〝純白の正義の騎き士し・サモエド仮面！〟」

　ちゃちゃちゃちゃー、ちゃらっちゃー！　サントラＣＤ六曲目に入っている登場ＢＧＭ、〝嗚あ呼あ愛いとしのサモエド仮面様！〟が学園中に流れます。ノリのいいテンポに、流れるようなバイオリン主体のメロディ。時折、『ばうっ！』とか、『うー、わんわん！』とか犬の鳴き声がアクセントで入ります。ちなみに〝サモエド〟とはロシア原産の犬の種類で、主に白く、長毛がふわふわで、いつも笑っているような顔が特徴です。陸りくとか。

「またの名を──〝ジ・オンリーワン・サモエド・ナイト！〟」

「どっちよ」「どっちだよ」

　キノとエルメスが同時にぼやきました。

「どっちにしろ長いよ」「もう〝変態〟でいいよね」

　純白の正義の騎士・サモエド仮面、もしくはジ・オンリーワン・サモエド・ナイトは、口元に爽さわやかな笑えみを浮かべ、白い歯がきらめきました。

「わはははははははは！　今参る──とう！」

　純白の正義の騎士・サモエド仮面、もしくはジ・オンリーワン・サモエド・ナイトは（以下〝変態〟──にしたいけど、しょうがないからサモエド仮面にしておくか）は、心の底から楽しくて笑っているような笑みと共に、屋上から飛び降りました。

　そのまま墜つい落らく死ししてくれると話は早いのですが、キノとエルメスの期待を裏切り、サモエド仮面はマントをたなびかせ、中庭の芝しば生ふの上にすたっ、と舞まい降りるのでした。

「……ま、いいや。終わらせる」

　キノはやあ、と笑え顔がおですたすた近づいてくる変態──じゃなくてサモエド仮面を無視、ビッグカノンを化け物に向け直しました。

「いないし……」

　そこには楡にれの木が一本と、十年前に植しよく樹じゆされた旨むねを記載した札が一つ斜めに立っています。

　化け物は、とっくに逃げていました。キノが肩を落とします。

「さあ、とどめだ！　どうした？　謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ」

　そう言って脇わきに立ったサモエド仮面に、キノが腹を立てます。

「あなたが余計なコトするから逃げられたでしょ！」

「気をつけろ……、ヤツはまだこの学園にいる」

「人の話を聞け！　誰だれのせいよ！」

「そうカリカリするな、謎の美少女ガンファイターライダー・キノ。君にはカルシウム（Ｃａ）が足りない。煮干しをたくさん食べるんだ。骨こつ粗そ鬆しよう症しようは危険な病気だ。甘く見てはいけない」

　キノは、この男のことはもう半永久的に無視した方がいいと思いました。

　キノは気を取り直し、楡にれの木から始まる足跡を追って、体たい育いく館かんがある方へと歩き出しました。

「気をつけて、キノ」

　どこから化け物が出てくるか分かりません。右手にはビッグカノンをしっかりと、そして左手で、ポーチからサブマシンガンのＷｚ63を取り出しました。

　Ｗｚ63は全長四十センチ弱の銃器です。グリップの中に入った長い弾倉で、拳けん銃じゆう弾だんを四十発連射できます。中庭の石に先端を押しつけてスライドを後退させ、撃うてるようにしました。

「どこよ……」

「近くにいるね。油断しないで、キノ」

　じりじりと体育館に近づきながら、キノの額ひたいに汗が流れます。体育館の入り口脇わきで、キノは一度止まります。

　中に何かの気け配はいはします。体育館ドア近くに背をつけて、一気に中に入り込もうとしたそのとき──。

　ぐわしゃーん！

　化け物の手が、体育館の壁かべを突き抜け、キノを巻き込もうと襲おそいます。キノはまるで踊るような回転をして渡り廊下の下まで回かい避ひ、三回転ですっと止まります。そのとき左手のＷｚ63の銃口はもうピタリと、壁を突き破って出てきた化け物へと向いているのでした。もはや外しません。残酷にも見える、一いつ瞬しゆんのキノの微笑ほほえみ。

「痛いのは我慢してね。これはあなたのためなの」

　キノが左手人差し指に力をかけた瞬間、

「危ない！　謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ！」

　無視されてもさほど堪こたえない男が、日本刀を抜きました。振り回しました。その銀の刃やいばは化け物が今いるところは全然違う場所で輝かがやき、渡り廊下の柱を四本すっぱり切断しました。

「え？」

　柱が切られれば屋根は落ちます。キノめがけて。

「うわー！」

　激はげしい衝しよう撃げき音おんがして、渡り廊下の屋根が八割以上落ちました。埃ほこりの向こうでキノが両目を見開いていました。後一瞬逃げるのが遅ければ、ぺちゃんこだったでしょう。

　埃が風に消えた向こうで、

「とりゃー！　うりゃー！　成敗！　逃げるなー！」

　馬ば鹿か侍ざむらいが逃げる化け物を追って体育館の中に突入、日本刀をやたらめったら振り回しています。今壁が切り裂かれました。壇だん上じようはボロボロです。国旗ポールが微み塵じん切ぎり。バスケゴールはバラバラ。

　化け物がガラスを突き破って逃げて、それでも男は止まりません。

「うぬ、そこか！　どりゃ！　あと六つ！　殺！　ヒット！　斬きる！　ＫＩＬＬ！」

　よく通る声で吠ほえながら、白いシルクマントを振り乱し頭にリンゴを載せて仮面と犬耳つけて体たい育いく館かんをポン刀で切り刻むその姿は、見ているどんな人にも〝真ま面じ目めに生きるって、難むずかしいことなんだな……〟──そう悩ませるパワーがありました。

　ずずずずずずずず……。ごごごごごご。ぐしゃどしゃ。

「…………」「…………」

　キノとエルメスは口を開く気にもなれず、少し離はなれた校庭に体育座りで、体育館が崩れていく様を見守るしかなかったのでした。それでもキノは、訊たずねてみます。

「今からわたしがあそこに行って、何かできることはある？」

「ないよ」

　エルメスは間髪入れず返事をしました。

　生徒達の思い出の詰まった体育館はあっと言う間に崩れ落ちました。全ぜん壊かいです。その瓦が礫れきの中で刀を振っていた男は、

「ちっ、逃げられたか。踏み込みが浅かったな……」

　そう埃ほこりだらけの顔で言った後、自分に向けて近づいてくるキノを見つけて笑え顔がおで手を振ります。

「やあ、謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ！　無事だったかい？」

　キノは黙だまって左手のＷｚ63を向けて、引き金を引ききりました。フルオート射しや撃げきです。

　ば─────────────っと連続して九ミリ弾が発射されます。激はげしいスライドの往復運動。雨のように弾はじき出される空から薬やつ莢きようが床で乾いた音を立てました。サモエド仮面は、

「いやあちょっと何をする謎の美少女ガンファイターライダー・キノ私は決して敵ではない」

　などと言いながら、刀で弾丸をはじいています。

「これは困ったな謎の美少女ガンファイターライダー・キノでも相手の狙ねらう先と指の動きを見ている私にはこれくらいなんてことはないよ」

　もはや人間の目には見えない腕と刀の動きで、サモエド仮面は弾丸をはじき返し続けました。

　一弾倉打ち切って、キノは煙立つＷｚ63を下ろしました。サモエド仮面は涼しい顔で、

「謎の美少女ガンファイターライダー・キノ、落ち着いたかい？　さあ、力を合わせて本当の敵をやっつけよう！」

　チッ、と舌打ちしながらＷｚ63をポーチにしまっているキノに言うのでした。三発ほどはじき損ねて仮面の下から血がだらだら流れているのですが、本人はまったく気にしていない様よう子すでした。

「ビッグカノンは？　あの変態にお見み舞まいしてやりたい」

「辛しん抱ぼう」

　キノとエルメスが会話を交わしたとき、

　うおぉぉぉぉぉん……。

　狼おおかみの遠とお吠ぼえにも似た、悲しい獣けものの鳴き声が聞こえました。キノが空を見上げます。校舎の屋上、手すりの外に、化け物がいました。そこは、

「マズイよキノ！　ふられた場所だ。記き憶おくが部分的に残っていたら、彼女思いあまっちゃうかも！」

「そんな！　助けなきゃ！」

　階段のある校舎へと走り出そうとして、

「待って！　キノ。足より早い方法がある！」

　エルメスがそう言った瞬しゆん間かん、エルメスが、つまり緑みどり色いろの革と黄き色いろい金属でできた小さなストラップが空中へ飛びだして光に包まれます。革の部分が丸く黒いタイヤへと、金属の部分が、ハンドルやら燃ねん料りようタンクやらフレームやらエンジンやらへと──滑らかな変形を遂げました。

「何……？」

　眩まぶしくて目を閉じたキノが次に見たのは、

「さあ乗って！　屋上まで駆け登るんだ！」

　そう喋しやべる一台のバイクでした。サスペンションが長いオフロードバイクで、赤いボディに紫の燃料タンクが鮮あざややかに輝かがやきます。本気出したエルメスの変形後の姿です。

「朝それやってくれれば、遅刻しなくてすんだのに……」

「いいから早く！」

　キノはエルメスにまたがると、右足でキックスターターを蹴けり下げます。ぱいーん！　と二ストローク特有の乾いたエンジン音がして、一発で始動しました。なお、公道を走行するときはヘルメットを被かぶりましょう。校舎の中を走るときは特に必要ないですが、校長の許可を取りましょう。

　キノはアクセルを煽あおって、

「行くよ、エルメス！」

「行こう！　今始まる二人の愛のライド！」

　いつの間にか二人乗りしていたサモエド仮面がキノにしっかりと抱きついてそう言って、キノは発進と同時に左手裏うら拳けんを彼の顔面にたたき込んで振り落としました。

「あう」

　落ちた男に後こう塵じんを浴びせかけ、キノとエルメスは校舎に突っ込みます。細かい瓦が礫れきだらけの廊下もなんのその。階段にたどり着くと、

「えい！」

　キノは一気にアクセルをあけて体を後ろに。そのままドカドカと駆け上がります。踊り場では後こう輪りんを滑らしてターン。二階から三階へ。三階から四階へ。四階から鉄てつ扉ぴを頭下げながら通り抜けて屋上へ。

　化け物は、まだ手すりの向こうにいました。

「早まらないで！」

　キノがエルメスを止めるやいなや飛び降りてそう叫びました。エルメスは、

「うわー」

　がちゃん！　と左側に倒れます。

「非道ひどい」

　キノは化け物に向かい一歩近づきましたが、すぐにでも飛び降りそうな化け物を見て足が止まります。

「ど……う……せ……」

　化け物が、言葉を発しました。半地下の踊り場で泣いていた、か細い女の子の声でした。

「どうせ……私……なんか……。先せん輩ぱいに……邪じや魔ま……だと……思われて……いるだけ……」

　身の丈三メートルの化け物は恐る恐る金網にしがみついて、そう言って大きな目から涙を流すのでした。

「そんなことはない！」

　キノが叫びました。

「そんなことはない！　あの先輩は、別にあなたのことを邪魔者だなんて思ってないわよ！」

「ほ……ん……と……？」

　キノは両手を広げて、力を込めて言います。

「そうよ！　たまたま断り方が下手へただっただけ──よたぶん。見てたわけじゃないからね。だから、そんなに暴あばれなくてもいいの！」

「で……も……、すぐに……その後、一年の……髪が短い子と……キスしてた……」

　へ？　とキノが顎あごを落として、振り返ってエルメスに、

「したっけ？」

「たぶん偽の映像を見せられたんだ。それより起こして」

　キノはエルメスを起こさずに、再び化け物へと振り向きます。

「そんなことはない！　きっと何かの誤解！　あの先輩は、誰だれとも付き合う気持ちはないって！　あの後聞いた──じゃなくて、そうみんなに言っているって！」

「じゃあ……、私はなんで暴れているの……？」

　化け物の真しん摯しな問いに、

「誰だって、ふられたらちょっと荒れるからじゃない？　部屋で枕まくら投げたりして。それが、たまたま校舎の半はん壊かいだっただけよ！」

　キノもまた、真まっ直すぐに相手の目を見つめて答えました。ちなみに被害総そう額がくは建物の修しゆう繕ぜん費ひだけで億単位です。馬ば鹿かが壊こわした体たい育いく館かんは除きます。

「そう……。私……。嫌いや……、戻りたい……。誰かを憎むのは嫌……自分を憎むのも……世界を憎むのも……壊すのも……」

　化け物が、ゆっくりと手すりを乗り越えて、屋上のコンクリートの上へ。その際手すりはグニャグニャに歪ゆがみました。修しゆう繕ぜん費ひ十万円ほどプラス。

「じゃあ、戻りましょう！」

「どうやったら……、戻れるの……？」

　ゆっくりとキノへと足を進める化け物へ、キノは右手で抜いたビッグカノンを向けました。

「そのままでいいの。わたしがあなたを助ける。だから目を閉じて……。どうしたいのか、心の底から願ねがって」

「私……。戻りたい……。先せん輩ぱいが好きだった私に……。誰だれかを好きになれる私に……。そして、そんな私が誰より大好きだった私に……」

　化け物が静かに歩みを止めて、大きな体で蒼あおい空を仰ぎます。今、瞼まぶたが閉じられました。大きな大きな目から、涙があふれました。

「戻りたい……」

　エルメスが、

「今だ、キノ」

「うん」

　キノがビッグカノンのハンマーを親指で上げます。カチリ、と音がして、相手の胸へとピタリ狙ねらいがついた瞬しゆん間かん──。

「危ない！　謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ！」

　サモエド仮面が汗ダクダクで鉄てつ扉ぴから飛びだしてきて全すべてはぶちこわしです。

　化け物は先ほどまで自分の命をマジで狙っていた相手に瞬時に反応すると、そいつへと猛ダッシュをかけました。

「来たな我が愛刀のサビにしてくれる！」

　抜刀したサモエド仮面めがけて飛びかかる化け物へ、キノの狙いが動きます。

「外せない……。一発キリ……」

　やがてサモエド仮面と化け物が一いつ直ちよく線せんに並んだとき、キノの体にくっ、と力が入りました。

「今だ！　──できれば一発で二人いっぺんに！」

　キノは撃うちました。遠えん慮りよなく。

　た──────────────────────────────────んっ！

　学園の屋上に、長く重い銃声が響ひびきました。

　そして、学園に静寂が戻ります。







　警けい察さつや消防が駆けつけたとき、屋上には一人の女子生徒が制服姿で倒れていました。

　髪の長い生徒でした。どこにもけがはなく、気を失っていただけでした。担架で運ばれていくとき、

「戻れる……。きっと……」

　小さくつぶやいて涙を流しましたが、救急隊員にその真意は伝わらなかったことでしょう。




　安全が確かく認にんされて学生達が教室に戻ってきたとき、机の上で一人の女子生徒がぶーたれていました。

　髪の短い生徒でした。どこにもけがはなく、机の上に顎あごを載せて、

「ちっくしょー、やっぱ一いつ緒しよには仕留められなかったか……。あの変態。大体どこの誰だれよ？」

　小さくつぶやいてため息をつきましたが、クラスメイトにその真意は伝わらなかったことでしょう。




　最上級学生担当の教師が教室に戻ってきたとき、日本刀を腰に差した一人の男子生徒が、頭からダラダラ血を流しながらすました顔で立っていました。

「先生もご無事で何よりです」

　爽さわやかによく通る声で言いましたが、教師にとってはその真意なんてどうでもよく、なんでこいつは頭にリンゴを載せているのか聞きたくて聞きたくてしょうがないのを、

（受じゆ験けんノイローゼだろうな。秀才にはよくある……）

　あえて無視しました。







　学園に風が吹きました。

　屋上に落ちていた笹ささの葉と短冊が描かれた小さなシールが、その風に舞まい上げられて蒼あおい空に消えていきます。

　今──木き乃のとエルメス、そして静しずの、新たなる戦いが始まろうとしています。

　彼らはこれから何を見て、何を得て、何を食べて、何を失うのでしょうか？

　彼らの学園生活は始まったばかりです。




　ところで静。保健室行った方がいいぞ。










「今まさに煌こう々こうと燃もえ上がる情じよう熱ねつのような勢いで突き進むかもしれない根性は美しい命の瞬またたきに激はげしくぶつかり合う奇跡の華か麗れいな炸さく裂れつを夢に見た営みと何時いつまでも延々と逃とう避ひ行こうしているような土ど曜よう日びがどこまでも叙情的な後ろ向きのあとがき」

─the Preface─







【登場人物】

●時雨しぐ沢さわ恵けい一いち

物書き。電でん撃げき文庫『キノの旅』・『アリソン』シリーズ作者ということ以外に人様に自慢できることが何一つないことが自慢だと言い張るダメ人間。魚座のＡ型。最近バイクを直したので幸せ。「うひょー」（本人談だん）




●雨あめ沢さわ恵めぐみ一はじめ

ひょんなことからその存在が露あらわになった時雨沢と仕事場を同じくする血の繫つながっていない赤の他人。時雨沢より若干常じよう識しき人じん（当社比）。詳しくは、先行発売された短たん編ぺんＤＶＤの「×文」を参照。今回は聞き役。




時雨沢「あとがき！　──ザ・あとがき！　うぅーん……、ハジけてずばーん！」

雨沢　「うるさいよ。どうにも何をそんなに壊こわれてるのさ？　最初から」

時雨沢「ずばーんずばーんずばばばんーん！　──いやね、この『電撃ヴんこ』にもあとがきを書いていいよって特別許可が出たから。神経細胞に溢あふれ迸ほとばしる喜びを軀からだで表現して創作ダンス以下略。指先ピシッ！」

雨沢　「嬉うれしいのは分かるけど、狭い部屋で暴あばれないでね」

時雨沢「失礼な。これは踊りだ。中学の時授業でやらなかったのか？　今はやらないのか？」

雨沢　「アンタいつから女子になった？（昔はそうだったのか？）──なんでもいいから止やめてくれ。棚の上の食しよ玩くがん戦車が落ちる」

時雨沢「うむスマヌ」

雨沢　「あと正直気持ち悪い」

時雨沢「なんだと！」

雨沢　「いいから次に進めるよ。まあとりあえず、今回の本文だけど、かつて文庫『キノの旅』Ⅳ巻〝あとがさ〟で予言していた宇宙編の学園編を書くことができたんだけど、そのへん作者としてはどーよ？」

時し雨ぐ沢さわ「ずばーん！　うううっ（[image: ←]滂ぼう沱だ中）」

雨あめ沢さわ　「分かったよ。で、肝心の宇宙編へん前半、つまりは証券ドラマとか、結構気合い入れていて NASA に取材にまで行って話考えた星間艦かん隊たい戦なんかをすっぽかして、学園編だけっていうのはバランス悪いかなとも思ったけどそのへんは？」

時雨沢「いいじゃん」

雨沢　「いいのか」

時雨沢「また機き会かいがあれば年表に則のつとって細部補完はできると思うし（編集部注・〝年表〟？　そんなものもらっていませんよー）、何より学園編をやりたかったからね。先にあがってきた黒くろ星ぼしさんのイラストに触発された部分も多かった。──黒星紅こう白はくさん多た謝しやです！」

雨沢　「私からも。──しかし、この話は抜粋というか、それ以前のパイロット版のような扱いだよね。だから当初は学園編のオチまできっちり書くとか言ってなかった？」

時雨沢「言ってた。でも書いているウチに長くなったから、これはこれで、学園編の第一話ということにしようかと。キャラ登場の話だね。結果オーライ。うん」

雨沢　「なんと言うか、計画性ゼロだね」

時雨沢「いいじゃん」

雨沢　「いいのか」

時雨沢「話は変わるけど、今回色々銃器を出せてよかった。それについては、しっかりとここで補足説明を言っておかないとね」

雨沢　「いや、イラネーけど……」

時雨沢「まずトカレフなんだけど、あのシーンはまあ分かる人だけ分かってくれれば──」

雨沢　「人の話聞いてないね……。ふわ～（[image: ←]大あくび）。テッポーの話はどうでもいいよ。まったく興きよう味みナッシング。退屈」

時雨沢「──でね、スライド先端だけでコッキング、つーかオープンボルトだから押す──」

雨沢　「あーお腹なかすいたな（[image: ←]聞いていない）。ピザ取ろうかな。チラシチラシ、っと」

時雨沢「──は『カノン』としてもね、『森の人』がなぜ出てこないかというと──」

雨沢　「（電話中）ええ、Ｍサイズで一枚。薄うすい生き地じで。──あ、サラダも一つ」

時雨沢「──かでミニミとかも出したかったりしたんだけど、その前にベルトリンクの──」

　～三十分弱が経過・この間時雨沢一方的にスピーキング～

時雨沢「──ＶＰ七〇はともかく、スチェッキンの方は『アリソンⅡ』で出し──」

（ぴんぽーん）

雨沢　「（本を読んでいた[image: →]）はーい。あ、ども。今行きます」

時雨沢「──が一九〇三ライフルって思っている人いるけど、あれ実はモシンナガンで──」

雨沢　「二千四百円ね。あ、手持ち足りないや。時雨沢ー。ちょっとユキチ取ってくれる？」

時雨沢「だー、雨沢！　人の話を聞けー！　エセ同居人！」

雨あめ沢さわ　「むっ、やるのか？　ひ弱ガンヲタク！」

時し雨ぐ沢さわ「やらいでか！　成敗してくれる！」

雨沢　「うぬう！　かかってこい！」

　ぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかポカポカぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかポカぽか

（しばらくお待ちください）

時雨沢「究極秘技！　著ちよ作さく拳けん！　ほぅアちょー！」

雨沢　「一子相伝！　茨いばら城き拳けん！　ちょスとぁー！」

　ぽかぽかぽかぽかぽかほかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかポカぽかぽかぽかぽか

（しばらく待って）

時雨沢「うぬう。やるな……」

雨沢　「ふっ、貴様こそ……」

時雨沢「だが……、今日きようこそ決着をつけてやる！」

雨沢　「そうはさせるか！　さあ来い！」（編へん集しゆう部ぶ注・この場合〝望むところだ〟では？）

　ぽかぽかぽかぽかポカぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかば力ぽかぽかぽかぽかぽかぽか

（ちと待て）

時雨沢「いい加減……、くたばれ……」

雨沢　「ピザ屋、今のパンチ……、見たか……」

　ぽかポカぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかポカぽかぽかぽかぽかぽか保加ぽか

ピザ屋「ヤメレ！　喰くっちまうど!!」

時雨沢「ごめんなさい。僕は美味おいしくないです」

雨沢　「スミマセン……。はいお金です……。ピザ食べないで……」




時雨沢「（ピザ食べながら）でだね、私なりに今後の展開なんかを考えているんだね」

雨沢　「（ピザ食べながら）チーズがたれてる。拭ふけ拭け。──何を？」

時雨沢「（コーラ飲みながら）キノだよ。俺おれの頭の中ではダイナミックがゴーゴー！」

雨沢　「（サラダ食べながら）なんか日本語変だぞ。しかも相変わらずアンタ喋しやべる時に一人称バラバラだな」

時雨沢「（サラダのクルトンつまみながら）いいじゃん」

雨沢　「（ピザにタバスコ振りかけながら）いいのか」

時雨沢「あんまかけるなよ。辛すぎると頭パーになるぞ」

雨沢　「（囓かじりつきながら）ほへへは、ほはひほくひゃひ、ひっへほひはいほほはふ？」

時雨沢「〝それでは他ほかに読者に言っておきたいこと〟か……」

雨沢　「あるんなら今のうちに。ページなくなってきたし」

時雨沢「そう。これだけはどうしても、この機き会かいを借りて述べさせてもらおうかな。改まって言うのはちょっと気恥ずかしい気もするけど……、でもこれは正直な気持ちなわけで……」

雨あめ沢さわ　「はいページ終わり。みんなお元気で。また会いましょう！」

時し雨ぐ沢さわ「言わせろ！」

雨沢　「終わりだ！」

　ぽかポカぽかぽかぽかぼかぽかぽかぽかポカぽかぽかポカぽかぽかぽかぽかぽか保加ぽか


（収しゆう録ろく・時雨沢の部屋）










【初出「電でん撃げきヴんこ」二〇〇三年九月二十五日発行】












　夕方でした。

　晴れた空には高いところで薄うすく雲が浮かび、西に大きく傾いたお日様は穏おだやかな光を送ってきます。気温はまだちょっと暑めでしたが、絶えず吹く風はとても心地ここちいい──梅雨つゆももう終わる、そんな夏の夕方でした。ちなみに日にち曜よう日びです。

　学園の寮りようのベランダで、一人の少女がたたずんでいました。

　夏らしく濃こい森の緑の中に、長方形の棟を二つ並べて寮は建てられています。それぞれ五階建てで、真ん中にある円筒形の中央棟には、学生食堂や管理人室がありました。

　寮のうちの一つ、その三階のベランダに、十代半ばほどの少女は、柵さくに肘ひじをおいて身を預け、ほんのちょっとアンニュイにたたずんでいるのでした。

　彼女の黒く短い髪が、夕暮れの風に揺れます。整ととのった精せい悍かんな顔を持つ、なかなかの美少女でした。

　少女は緑みどり色いろのショートパンツに、薄緑色のＴシャツ姿です。

　シャツの左胸には小さく、〝ハートマンかく語りき〟、そして背中には大きく〝つまり！──貴様らも永遠である！〟とポップ体で台詞せりふがプリントされ、その下にはやや小さく、〝海兵隊マリーンがやらねば誰だれがやる？〟と疑問文が刺し繡しゆうされていました。こんなＴシャツ、何処どこで売っているのか知りません。だから聞かないでください。

「はあ……」

　少女がため息をつきました。その声は風にながれて、夏の夕暮れに溶けて消えていきます。

「何さ？　木き乃の。さっきからため息ばかりついて」

　突然声がしました。少女の声とは明らかに違います。若い男の子のような声でした。そこには少女の他ほかに誰だれもいません。隣となりや上のベランダにも、誰もいません。

「明日あしたからまた学校だから？　でもすぐに夏休みじゃん。──あ、分かった！　一学期の成せい績せき結果が心配なんだ」

　謎なぞの声はさらにそう続けて、それでも木乃と呼ばれた少女は驚おどろいた様よう子すもなく、

「違うよ。それも心配は心配だけど」

　その声に答えるのでした。そして続けます。

「この学園ってさあ──。この学園って、どうにも魔まの誘いに乗る人、多いねえ……」

「なんだそのことか。──そりゃあね」

　謎の声が言いました。すると木乃はポケットに手を入れて、そこにあったストラップを取り出しました。緑みどり色いろの革と黄き色いろい金属でできたシックなストラップです。それは携帯電話用でしたが、携帯電話持っていない木乃ですので、部屋の物とは違う鍵かぎが一つつけられていました。

「そりゃあ、なんでよ？　エルメス」

　木乃が目の前に吊つるしたストラップに話しかけました。誰か見ていたら、彼女の正気を疑ったでしょう。しかし、

「そりゃあ──」

　そのエルメスと呼ばれたストラップは、さっきまでの声を返すのでした。喋しやべっていたのはこいつでした。そいつは学者のような口く調ちようでこう続けます。

「それだけ若い人は、心の中に何かしらの不満や不安をかかえているものなのさ。将来、友人関係、恋愛、勉強──」

「そんなもんかしらね……」

　木乃がつぶやきました。あまり分かっている様子ではありません。

「そんなものさ。──食べることと寝ることしか考えていないのは木乃だけだね」

　エルメスがキッパリと言い切りました。その瞬しゆん間かんムカっとした木乃の行動はストレートに正直でした。

「飛んでけ──────────────────────────────っ！」

　木乃はエルメスをブン投げました。

「ホントに投げるな───────────────────────ぁぁぁ……」

　哀あわれエルメスは、悲鳴を残し放ほう物ぶつ線せんを描いて、森の中に消えていきました。







【学園編へん──前回までのお話】

　四よん大だい魔ま王おう宇う宙ちゆうを追って宇宙を旅するキノとエルメス、そしてシズ。彼らは補給に立ち寄ったとある田舎いなか惑星で、その星の女神から見込まれて助けを請こわれる。四大魔王宇宙の手下連中が、この星の若い人間を魔に取り込もうとしていたのだ。

　情け遠えん慮りよ容赦一切なく即決で断ったキノ達は、怒り狂った女神の力により捉とらえられてしまう。そして偽の記き憶おくを与えられ、木き乃のとエルメス、そしてハンサムモテモテの静しず先せん輩ぱいとして、学園に生徒として送り込まれたのであった。

　そんな訳で、この話の主役の女子高生──木乃は魔物を見つけると正義の味方、その名も〝謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ〟（以下キノ）に変身し、魔に取り込まれた人間が変身した〝魔物〟と戦うのである。彼らを人間に戻すのである。

　あと、変態な仮面被かぶった謎の男──〝サモエド仮面〟とかも登場した気がする。正体一体誰だれだろうね。謎だね。

　こんなモンかな前回までのお話。

　今回のお話は、魔物退治の騒そう動どうがたて続けに二、三回続いた、魔物に魂を売り渡した生徒を無事に助け、その度に変態仮面男がしゃしゃり出てきた後の出来事……。

　テレビアニメシリーズだったら第五話くらい？


















「──って投げたはいいけど……、結局拾うのはわたしか……」

　木き乃のがぼやきながら、寮りようから出て森の奥へと向かっていました。

　スニーカーを履はいて、日が落ちかけで少し肌寒いので、薄うす手でのパーカーを着ていました。それは薄い黄き色いろで、胸のところに大きく、〝アパム弾持ってこい！〟とプリントされています。

　そして腰には、緑みどり色いろのポーチがいくつもついたベルトを巻いていて、右腰にはホルスターに入ったモデルガンを吊つっていました。それは、今は銃刀法に違反しないプラスチックのモデルガンとは言え、変身すると本物の魔ま物もの封印スーパーウエポン──〝ビッグカノン　～魔ま射しや滅めつ鉄てつ～〟に変わる物ぶつ騒そうなシロモノです。

　森の中は薄暗く、そして誰だれもいません。カラスの鳴き声が遠くから聞こえます。

「あれ……？　もっと遠くだったかな？　エルメスー！　いるなら返事してよ。──もう投げないから、多た分ぶん」

　がさごそと森の中を探しますが、それは夏になって草も生おい茂っていますので、なかなか見つかりません。お日様は森の向こうに落ち、だんだんと暗くなってきました。そして木乃は、

「もう見つかんないからいっか……。ご縁えんがあればまたどこかで会うでしょ」

　そんなことまで言い出すのでした。ひどいです。

　その時、がさごそごそがさっ、と音がしました。木乃から十メートルほど離はなれた森の中からです。かなり大きな音でした。

「──えっ？」

　木乃が驚おどろいて、そちらを見て身構えます。森の木と、数十センチ伸びた草が見えるだけ。人間の姿は見えません。

「誰？」

　木乃が聞いて、答えは返ってきませんでした。そのかわり、がさごそ音はいっそう近づいてきます。

「ひょっとしたら魔物……」

　木乃の顔に緊きん張ちようが浮かびます。腰のモデルガンに手が伸びます。いざとなれば、相手を驚かせるくらいはできるかもしれません。──できないかもしれません。──いやできるのかもしれません。──やっぱ無理かも。

「どっちよ？」

　木乃さん、地の文にツッコミを入れないように。こっちじゃなくて前見て前。

　がさごそ音はさらに近づき、

「…………」

　木乃の双そう眸ぼうが、獲え物ものを狩る目になった瞬しゆん間かんでした。

　少し離れた茂みの中から、ひょっこりと白い頭が出ました。毛むくじゃらのそれは、

「あ……、なんだ犬だ」

　木き乃のが言ったとおり、一頭の犬でした。犬なら茂みに紛れていても不ふ思し議ぎではありません。

「なかなか可愛かわいい」

　木乃が言ったとおり、それはなかなか可愛い犬でした。全身白くて長いふさふさの毛で、アーモンド形の瞳ひとみを持つ顔は穏おだやかに笑っているように見えます。ちょこんとついた三角の耳が動きます。

「でも大きいね」

　キノが言ったとおり、それは結構大型の犬でした。頭からお尻しりまでは一メートル以上でしょうか。座っても結構大きいはずです。

　その白い犬は、木乃に近づいてきました。唸うなったり睨にらんだりはしていません。木乃も、おいでおいでと呼び寄せました。

　ノコノコと近づいてきた犬の前で木乃はしゃがんで、

「うん。可愛い可愛い」

　その頭をガシガシ撫なでてあげます。捜し物のことはもうすっかり忘れた様よう子すです。犬も犬で、その場にちょこんとお座りして、おとなしくお利口に撫でられるのでした。

　ひとしきり木乃が頭から首の下まで撫で回して、

「逃げてきたの？　──自由への逃亡者？　パピヨン？」

　などと吞のん気きに話しかけていたとき、

「たーすーけーてー……」

　エルメスの声がしました。くぐもった声です。木乃が首を左右に振ります。

「エルメス？　……どこ？」

「こーこー」

　声はすぐ近くから返ってきました。木乃が驚おどろいていると、その犬が口をぱくりと開けて、草の上に何かを落としました。

「うひゃー！」

　それは、先ほど木乃がブン投げたエルメスでした。粘度の高い犬の唾つばで、結構べとべとでした。

「非道ひどい……」

　木乃はそうぼやいたエルメスに構わずに、

「あなたが見つけてくれたのね。偉い偉い」

　そう言って、さらにガシガシと犬の頭を撫でるのでした。草の上のエルメスが文句を言います。

「投げるなんて非道いよ木乃。しかもこんな下心ありそうなニヤケ犬にまでくわえられる羽目に」

　その瞬しゆん間かん、

「ぐるるるるるる」

　エルメスの言葉の意味を理解したかのように、犬が頭を下ろしてエルメスを睨にらみ、唸うなり声ごえをあげます。

「なんだよ！　やるか犬！」

「ぐるるるるるるるるる！」

　一触即発の緊きん張ちよう状態の中、木き乃のがひょいとエルメスを拾い上げて、適当にそのへんの草で軽く拭ふいて、目の前に持ち上げました。

「ああ、助かった」

「エルメス。せっかく助けてくれたワンちゃんに失礼でしょ」

「いや、絶対にその犬は怪しい」

「〝怪しい〟って何よ？」

「よく分からないけど怪しい。絶対に怪しい。そんな気け配はいがする！　魔ま物もののボスとかだ。そうに決まってる！」

「何言ってるのよ、エルメス。落ちたときどこか打った？」

「投げたのは木乃だよ！　──でもそいつは絶対に怪しい！　そんな気がするんだ！　怪しいって絶対に！」

「ハイハイ、もういいから」

「よくない絶対にあや──むぎゅ」

　木乃は叫び続けるエルメスを、短パンのポケットにしまいこみました。そして唸るのをやめた犬の頭にポンと手を乗せて、

「夕ご飯だからそろそろ行かなくちゃ。ありがとね」

「わん」

　まるで言葉を理解しているように、犬が一度吠ほえました。

「おりこう。──じゃあね」

　木乃は身を翻ひるがえし、寮りようへと戻っていきます。

　その背中を、お座りのまま白い犬は見続けました。

　見続けて、人ひと影かげが太い幹の向こうに消えて、そして誰だれもいなくなった森の中で、

「ふっ……、御ぎよし易やすいものだ」

　この犬は、人間の言葉でつぶやいたのでした。人生経けい験けんが豊富そうな、渋い中年の声でした。

　その双そう眸ぼうに、妖あやしい光が漂います。

　でも顔は、生まれつきなので笑っているように見えます。

「ふははははっ。ははははは」

　いいえ実際笑っていました。犬はしばらく楽しそうに笑うと、お座りの状態から体を起こし、

「はっ！」

　なんか妙な気合いを入れました。

　すると──。なんということでしょう！　かつては車の進入を阻むように狭くボロボロだった車庫のコンクリート壁へきが、こんなにステキな食器収納棚に──ではなく、犬の体が薄うすい光に包まれました。

　薄暗い森の中、光は犬の形から成長します。背が伸びます。ぐいぐい延びて、人の背に。

　もはや光は人の形をしていました。先ほどの木き乃のとほとんど同じくらいの身長に、スリムなシルエットです。

　そして次の刹せつ那な、ひゅん、と音がして光が一いつ瞬しゆんで粒子になり、かき消えました。

「こんなものか……」

　そこにいたのは、もう犬ではありませんでした。

　そこにいたのは、人でした。木乃と同じ歳としくらいの少年でした。

　美少年でした。きれいに整ととのった顔つきに、どこから誰だれが見てもゾッとするほどの美び貌ぼうを漂わせていました。

　髪は長く、無造作に少年の肩先まで伸びています。その色は鮮あざやかに白く、風で揺れる一本一本が透き通っていました。くっきりした黒い目は深い洞どう窟くつにも似て、吸い込まれていきそうな力を宿しています。スリムな体のその肌も、日焼けサロンから最も遠いところに本ほん籍せき地ちがあるかのように、きれいな美白でした。

　こりゃもうここまでの描写では美少女といっても通りそうですが、今のこんな姿ではいかんせんそれはチト無理です。男であることはバレバレです。

　ナゼかって？　──すっぽんぽんでしたから。

「とりあえず服を着ないとな」

　元犬の美少年は少年らしい高い声でつぶやいて、とりあえず足下に生はえていた大きな葉っぱを一枚取るのでした。

　それを×××××の位置にあて、お尻しり丸出しで森を歩く姿は、かなり間抜けでした。




　ぷるるるる～

編へん集しゆう部ぶ『おう。こちら泣く子も黙だまる電でん撃げき文庫編集部だなんか用かコラァ！』

時し雨ぐ沢さわ『お世話になってます、グータラ作家の時雨沢です。編集担当の×××××さんお願ねがいします』

編集部『チト待て』

担当様『おう。時雨沢か！　ここまで読んだぞ。いい感じじゃネーか！』

時雨沢『どうもです。でもって、前回予告したとおり、人間になった陸りくを登場させたんですけど……』

担当様『ええ。ちゃんと予告どおりでしたね。いいと思いますよ』

時し雨ぐ沢さわ『というわけで、予告の義務は果たしたので、今後もう出さなくていいですか？』

担当様『ダメに決まってるじゃん！　いきなり何を言うの？』

時雨沢『でも、陸りくファンからの恨み買いそうで……』

担当様『大丈夫ですわよ。前回のアレで全国のシズファンを永遠に敵に回したでしょう？　アレに比べれば可愛かわいいものですわ』

時雨沢『…………』

担当様『いいから早く続きを書くがよい。とっくに本来の〆しめ切きりは過ぎておるのだ』

時雨沢『はあ……』




　というわけで続きます。




　月げつ曜よう日びの朝。

　夏休み直前の学園に、生徒達が登校してきます。

　第一話を読んでくれた方は知っていると思いますが、この学園は中高一貫です。したがって一年生から六年生までいます。中等部と高等部と呼び分けることもあります。

　制服は、女子はセーラー服、男子は上下共白い夏用と冬用がある詰つめ襟えりか、グレーのスラックスに普通にワイシャツ、校章入りのネクタイです。

　家が近い生徒は近くの駅から学園のバスに乗り、学園の入り口前で降ります。木き乃ののような寮りよう生せいは、その脇わきにある寮から出て、共にそこから、丘の上の校舎まで長い坂道を登ります。

　この日の空も快晴。天気のいい、今日きようも一日それなりに暑くなりそうな朝でした。

　緑みどり色いろの桜並木が創つくり出す影かげの中、多くの生徒に混じって、木乃が坂を登っています。セーラー服を着て、昨日きのうと同じモデルガンとポーチを吊つったウエストベルトを腰に巻いて、薄うすいベージュの肩掛け鞄かばんを持っていました。

「今日は遅刻はなし？」

　ベルトの脇で揺れるエルメスが、周りに悟られないように小声で聞いて、木乃も小声で答えます。

「今学期はもうヤバイ。ぎりぎり」

「納得」

「それももうすぐ終わり。あとは適当に過ごして夏休みになるだけ。そうなればしばらく正義のナントカも休める。変態な仮面男ともおさらば。──うれしいなっと」

　独り言のように言いながら、他ほかの生徒と一いつ緒しよに校舎に吸い込まれていく木乃でした。

　ちなみに校舎では、朝も早くからトンテンカンテン補修工事が行われていました。化け物が出て暴あばれて壊こわしたことになっていますが、そのうちの少しはキノが乱射した銃弾の跡、そして残りの半分以上は某仮面刀男が日本刀で切り刻んだ跡でありました。




「ハイみんなおはようさん」

　木き乃ののクラスの担任が、チャイムと一いつ緒しよに入ってきてそう言いました。七十歳は越えている老人教きよう諭ゆでしたが、この学園は私立なので定年もなく、しかも彼は時折古文の授業そっちのけで自分の若い頃ころいかに女性にもてたかの話をちょっとエッチな体たい験けん談だんを含めて延々するので、生徒達からはエロい好こう々こう爺やとして親しまれています。

「えー、本朝は、特に授業に関する連絡事項はありませんが……」

　担任はそこで一度勿もつ体たいぶって、

「転校生を紹介します」

　全員が少し驚おどろきました。私立で寮りようがあるこの学園では、転校生は何も珍しくはありませんが、さすがにこの時期は珍しいです。あと一週間もなく夏休み。授業もマトモにありませんし、普通なら夏休みが明けてからの転校がセオリーです。こんな日に来ては、夏休み明けに覚えている人がどれほどいることやら。

　担任は入り口にむけ歩き、ドアを開けて転校生を招き入れました。

　教室中の視し線せんが、ドアに集中します。若じやつ干かん一名、教室の一番後ろ窓側に座る、腰にモデルガンを吊つった女子一名は、それほど興きよう味みはなさそうでしたが、一応は目をやっています。

　そして、今度は教室に波がおきました。どよめきの波です。〝ほう〟、とか、〝うわあ〟、とか、〝きゃ〟、とか。

　その波の震しん源げん地ちは、今入ってきた転校生でした。

　白いワイシャツを着ていますから、男子であることは誰だれにでも分かります。スラックスは制服と違い黒でしたが。

　そして彼は、昨夕森の中で犬から変身した、お尻しりを晒さらしていたまさに彼でした。むろんクラスの中にそれを知る人は、一人もいませんでした。

　彼の持つ美しい長い髪と美び貌ぼうは、女子生徒のみならず、一部の男子生徒までときめかせ、イカンイカンと頭を振らせます。さすがに初対面の転校生に黄き色いろい歓声は出せませんが、女子生徒の彼を見る目はかなりホットでした。腰にモデルガンを吊った約一名を除いては。

　どよめきの中、件くだんの少年は教きよう壇だんに立ちました。幾十の瞳ひとみで見つめられていても、まるでかぼちゃ畑を前にしているかのように、その表情はどこまでもクールでした。カツカツカツカツと、担任の持つチョークと黒板が奏でる音が、彼の背後でＢＧＭのように流れます。

　この彼は、どんな名前なんだろう？　どんなステキな名前なんだろう？　──きっと格好いい名前に決まっている。きっと、美しい名前に決まっている。

　女子生徒の今の関心はその一点です。愛の対義語が〝無関心〟であるように、人は気に入った人のことは、とにかくどんなことでもいいから知りたくなるものです。

　永遠に続くように思えたカツカツ音が止やんで、

「紹介しましょう。転校生の──」

　担任が振り返りました。そこに書いてある名前が生徒達の目に、担任の渋い声が生徒達の耳に、同時に飛び込みました。

「犬いぬ山やま・ワンワン・陸りく太た郎ろう君です」

　いぬやまわんわんりくたろう。

　いぬやまわんわんりくたろう。

　いぬやまわんわんりくたろう。

　世の中の不条理への怒りと、彼の両親を憎む気持ちが教室中を飛び回り、数人の女子が気を失いかけました。

「みなさん、よろしくおねがいします」

　犬山が、見かけの雰囲気にピッタリの澄すんだ声で言いました。




「犬山君は、ご両親の仕事の関係で、ブルギーのベリュッセルに住んでいた」

　担任が言って、

「ベルギーのブリュッセルです。先生」

　犬山が訂正します。

「おおスマン。──で今回、そのベリュッセルから訳あって一人帰国して、寮りように入ることになった。今朝けさ学校に着いたばかりで、いろいろと分からないことがあると思うから、みんな助けてあげるように。じゃあ席は……」

　担任が見渡して、一つだけ空いている席を見つけました。もちろんそこは、

「じゃあ、木き乃の君の隣となりですね」

　お約束どおり木乃の隣なのでした。女子生徒の、嫉しつ妬とのため息が溢あふれます。

　さほど注意を払わず、窓の外の緑なんかを見てボンヤリしていた木乃が、いきなり名前を呼ばれて驚おどろきました。

「へ？　わたし？」

　そして前を向いたときには、犬山はつかつかと近づいてきていて、あっと言う間に目の前に。

「よろしく、木乃さん。お会いできて心から嬉うれしく思います」

　爽さわやかな笑え顔がおで妙に格式張った挨あい拶さつをする犬山に、

「はあ……。ども……」

　木乃は生返事を返すのでした。

　その様よう子すを羨うらやましそうに見ている女子の中で、一人飛び抜けてどす黒いオーラを発している者がおりました。

　机の中にある折り畳み式の赤い携帯電話に、小さな鈴のついたストラップをぶら下げた女子でした。もう分かると思いますが、これ伏ふく線せんです。彼女のこと覚えておいてね。




　さて授業が始まりました。

　一時間目から三時間目まで、授業はほとんど期末テストの返答と答え合わせだけでしたが、その間中、そして休み時間も含めて、犬いぬ山やまは木き乃のの隣となりでべったりです。

「木乃さんって、無口なんですね」

「木乃さんって、腰のモデルガン似合いますね」

「木乃さんって、変わったストラップつけていますね」

「木乃さんって──」

　むろん休み時間は、クラスの誰だれかが犬山に話しかけてくるのですが、犬山はかなり露ろ骨こつに無視します。

　一方の木乃は、失礼にならない程度に適当に答えていましたが、教室中から襲おそいかかるきびしい視線の攻こう撃げきも感じていました。ひしひしと。




「なんなのもー。しつこすぎ」

　木乃がぼやきました。今は四時間目の前の休み時間です。木乃は何度も何度も話しかけてくる犬山にトイレに行くとハッキリ言い残し、トイレに行った帰り道に真まっ直すぐ教室には戻らず、誰もいない半地下の階段踊り場で手すりに寄りかかり目の前にぶら下げたエルメスへと小声でぼやいているのでした。

「木乃……。あの転校生、怪しいね」

　エルメスも小声で言って、

「そうねエルメス。なんでわたしにばかりいろいろ聞いてくるのよ。他ほかの女子がとても話したがっていたじゃない。そっちに聞きなさいよ」

「いやそうじゃない。──確たしかに木乃に迫ってくる男子は珍しいけど」

「なにエルメス、喧けん嘩か売ってるの？」

「そうじゃなくて──なんだろう？　あの犬山って少年からは、怪しい気け配はいがする」

「またそれ？　昨日きのう犬の時もそんなこと言ってなかった？」

「言っていた。でも、あの時のそれとは似ているようで似ていない」

　珍しく深刻そうな声色でそう言ったエルメスを不ふ思し議ぎそうな顔で見ていた木乃でしたが、やがてチャイムが鳴り出したので、

「ヤバ。あの先生うるさいんだ。戻るよ」

　エルメスを腰のベルトに引っかけて、遅れないように階段を駆け登って教室に向かいました。




　急いで教室に戻った木乃でしたが、

「四時間目は先生風邪かぜで自習だって。静かにしてろってさ」

　努力はあっけなく無む駄だになりました。そして教室では、おのおのが適度にざわつきながら話をしたり、早弁したり、漫画を読んだり、昼寝したり、箱持って数人の男子が図書室に向かったり、自由時間を謳おう歌かします。

「じゃあわたしは寝るかな」

　木き乃のが一人ごちて、学食が開く時間（だいだい四時間目の終わる十五分前です）まで惰だ眠みんを貪むさぼろうとしたとき、

「木乃さん」

　爽さわやかな笑え顔がおで、白髪の美少年──犬いぬ山やま・ワンワン・陸りく太た郎ろうは話しかけてきたのでした。机に突っ伏して三秒で睡眠に落ちようとしていた木乃は、あからさまに不ふ機き嫌げんそうな顔を、隣となりの机の彼に向けます。

「ナニ？」

「怒った顔もステキですね」

「そんなことを言うために怒らせたの？」

　もう喧けん嘩か口く調ちようです。ちなみに犬山の周りには、この機き会かいに話したがっている女子が遠巻きに集まっていましたが、彼はそんなこと完全無視です。

「いいえ。違います。──自習の時間なので、学校を案内してもらえませんか？」

「はい？　なんでわたし？　……他ほかの女子誘ったら？」

「お隣さんですから。それに僕、木乃さんのこととても気に入りました。だから、木乃さんに案内してほしいんです」

　そんなことを堂々と宣のたまった彼の笑顔の後ろから、ナニか妙な音がしました。それはシャープペンシルや机の天板をへし折る音だったり、脳の血管がぶち切れる音だったり、ハンカチもろとも歯を嚙かみ砕く音だったり、体中の筋肉がヤバイくらい盛り上がる音だったりしました。

　──ここにいては命が危ない。

　木乃の危機管理能力は某国の某党の党首以上です。

「そ、それはどうも！　じゃ、じゃあ、案内くらいはしてあげるからさあ来い──きやがれ」

　木乃はガタンと立ち上がり、犬山の手を引っ張って、死し兆ちよう星せい輝かがやく教室から逃亡したのでした。




　なによあの子ばかり、普ふ段だんは目立たないくせに、食べ物の話以外分からないのに、モデルガン女がちょっとなまいき、あのこのどこがいいのかしら？　──エトセトラエトセトラ。女子のぼやきが次々と教室に流れます。

　そんな中、一人の女子は愚ぐ痴ちを言うこともなく、ただこっそりと、木乃達が出ていったのとは別のドアから、足取り重く出ていきました。

　手にしている携帯にぶら下げた鈴の音も立てずに──。




「やっぱり木き乃のさんは優やさしいですね」

「優しくない。──適当に案内して、学食開いたら放っておいて行くからね」

　木乃と犬いぬ山やまは、他ほかの教室に迷惑にならないよう、適度に声を潜ひそめながら廊下を歩きます。

「それなら、一いつ緒しよに昼食どうですか？　僕も学食ですし」

　犬山がにこやかに聞いて、

「遠えん慮りよします」

　木乃は即答です。

　それでも、基本的にはお人ひと好よしの木乃は、一応学園案内をするのでした。

「──そこが視し聴ちよう覚かく室しつ。ディスカバリーチャンネルとか見るところ。映画のときは暗いからよく眠れるところ。──このへんが中等部の教室。一年生達がかわいいけど、たまにうるさいところ。──これが音楽室。ブラームスの鼻毛とかリストの顎あご髭ひげとかバッハの丁ちよん髷まげとか落書きするところ。──そこが保健室。軽い症状一割、さぼり約九割に、ごくたまに本当にやばい重傷者が運ばれるところ。──職しよく員いん室しつ。いつもなんだか汚い。最近禁煙になって蛍族が増えたところ。──図書室。本がたくさんあるところ。よく分からないけど数人で集まってサイコロ振ってる。──二にの宮みや尊そん徳とく像。夜出歩く。──理科室。リトマス試し験けん紙しが置いてあるところ。先生がビーカーでコーヒー淹いれてる。別名〝喫茶店〟。──トイレ。説明がいらないところ。去年暖房装置とウォシュレットが入った。──事務室。佐さ竹たけっておばちゃんはこの学園の生き字引。──あれに見えるが運動部部室棟。ただひたすら汗くさいところ。──向かいが第二部室棟。アニメ部と漫画研究部とゲーム愛好会が入ってる、カタギの人間が近づかないところ。別名〝萌もえルの塔〟。──大だい講こう堂どう。よく眠れるところ。──プール。高飛び込みの台があるからかなり深い。別名〝マリアナ〟。──体たい育いく館かん。……はちょっと前にどこかの馬ば鹿かが切り刻んで壊こわしたから建て直し中でまだできてない。以上」

　ひとしきりツアーを終えて、まだ時間は余っていました。

「終わり。わたしは適当に時間潰つぶしてから学食に行くのでここで。じゃあね」

　校舎入り口から立ち去ろうとした木乃に、犬山が訊たずねます。

「あの、どちらに？」

「屋上。ついてこないでね」

　木乃はすたすたと歩き出しましたが、その脇わきに犬山はピタリとついて、

「そこはまだ案内してもらってませんね」

　笑え顔がおで言いました。




「──屋上。以上」

　誰だれもいない屋上で、木乃はそれだけ言いました。空には夏の太陽。遠くに見えるのは森の緑。気温はそれなりに高いですが、湿度があまりなく風が吹いているのが救いです。

「なるほど。よく分かりました。ありがとうございました、木き乃のさん。──いい景け色しきですね。のんびりしますね」

　犬いぬ山やまはどこまでも爽さわやかですが、今の木乃にとっては鬱うつ陶とうしいことこの上ありません。

　木乃にしてみれば、屋上でエルメスと話でもしながら時間を潰つぶしたかったのですが、

「ほんと、風が気持ちいい」

　爽やか美少年はここが気に入った様よう子すで、直されたばかりの手すりをつかんで、白い長髪を風に揺らしています。

「それじゃわたし、教室戻るから」

　木乃はそう適当に出任せを言って、階段踊り場の鉄てつ扉ぴへと踵きびすを返しました。

「待ってください、木乃さん──」

「…………。ああもう」

　木乃が小声で言って振り向きます。犬山は長い髪をたなびかせながら、眉び目もく秀しゆう麗れいな顔で木乃を真まっ直すぐ見つめ、

「あなたはいい人だ」

　いきなりそんなことから発言を始めました。木乃が眉まゆ根ねを寄せました。

「とても優やさしい。こんなに親切にされて、僕はとても感動しました」

　アンタが無む理り矢や理りそうさせたんだろうが！　木乃は言っても無む駄だそうなので黙だまっていました。

「住み慣なれた国を離はなれ一人……。僕は、やっぱり寂しかったんですね。心のどこかで」

　知ったことか。これも言いませんでした。

「空港で両親に見せた強がりの笑え顔がおが、今となっては少し恥ずかしい」

　今も十分それなりに恥ずかしいよ。木乃は言いません。

「でも、そんな僕にも、幸運の女神は微笑ほほえんでくれたのですね。いえ、恋の女神かも……」

　病院に行け。木乃はもうちょっとで言うところでした。

「だから！　僕はあなたが好きになりました！　これから僕と付き合ってください！」

「はあ？」

　木乃は思わず言いました。言った後告白されたことに気づいて、

「──え？」

　いったん驚おどろいた後、

「ちょ、ちょちょちょちょっとななななナニ？」

　いかんせんこんなこと慣れていないので混乱します。先ほどまで黙っていたエルメスが小声で、

「つまり、この怪しくて胡う散さん臭くさい美少年が木乃の彼氏になりたいってさ」

　しっかり補足説明を入れました。

「どうでしょう？」

「うわっ！」

　犬いぬ山やまはいつの間にか木き乃のの前に立って、両手で木乃の手を握りしめるのでした。

「僕は本気です！　──あなたは素す敵てきです！」

　韻いんを踏んだ犬山の攻こう撃げき。

「い、いやいやちょちょちょちょちょちょ──」

「ちょ？　チョコレートを送りたい？　嬉うれしいです！　僕を好きになってくれるんですね！」

　素すっ頓とん狂きような犬山の攻撃。

「ちょっとまてー！」

　木乃が両手をぶんぶん振り回し、犬山はしっかり握っていたのでまるで二人は踊っているようです。

「はなせー！」

　木乃がそのままくるりと回って、無む理り矢や理り犬山をひっぺがしました。そして数歩後ろに下がります。

「ちょっと待て！　──わたしは特別なんとも思ってないの！」

　木乃は息を切らしながらそうはっきり言いきったのですが、

「これからですよ！　これから好きになってくれたらいい！　そうですよね？　そうに決まってる！　二人の愛はレッツビギン！」

　犬山はどこまでも爽さわやかでした。

「っ……！」

　絶句した木乃が、もうこいつポーチの中にあるマシンガンで撃うっちゃおうか、そんなヤバイ考えを頭に浮かべたとき──

「やめないか」

　校舎の屋上に、よく通る声が流れました。

　木乃と犬山が、声のした方を、屋上のもう一方の端へと目をやりました。

　風が吹きました。

　さああああっ、と屋上を撫なでる風の音を従えて、屋上を、一人の男子生徒が歩いていました。

　とても端たん整せいな顔立ちをした、そしてどこかもの悲しそうな目をした男でした。少し長い黒髪が、風で揺れます。彼は染み一つない白い学生服をきっちりと着こなして、その左腰のベルトに、一本の日本刀を帯びていました。

　風の中、彼は静かに、そしてしっかりと前を見据えて歩きます。その一歩一歩がコンクリートを踏みしめる音が聞こえてくるようでした。昼の光を浴びて、日本刀の鞘さやが黒光りします。男の前を、今純白のハトが飛びながら横切りました。ちなみにスローで。

「…………」

　犬いぬ山やまの瞳ひとみが、鋭するどく尖とがりました。ほんの一いつ瞬しゆんでしたが、その双そう眸ぼうには、憎しみや恨み、愛と憎悪、主あるじと僕しもべ、裏切りと信頼、過去と未来、真実と虚構、西すい瓜かと胡瓜きゆうり、山やま田だ君くんと座布団、その他適当にいろいろなものがかいま見えたのでした。

「あ、静しず先せん輩ぱい……」

　木き乃のが思わずつぶやきました。

　そう彼の名は静。この学園の最上級生で六年生。要は高校三年生です。

　容よう姿し端たん麗れい、運動抜群、成せい績せき優ゆう秀しゆう、性格温厚、沈着冷静。

　この学園で最も女性にもてる男です。いつも腰に吊つった、手入れの行き届いた日本刀がトレードマークです。かなり明け透けに銃刀法違反ですが、まあ気にするな──よくあることだ。

　最近の静は音楽室で目もく撃げきされることが多く、それもなんとギターを始めとしてピアノやらドラムやらサックスやら、数々の楽器の練習をしているそうです。

　静は静かな威圧感を漂わせながら、二人の二メートル三十五センチ前で止まりました。そして、

「こんにちは、木乃さん。──メロンパン、美味おいしかったよ」

　どこか憂うれいのある笑え顔がおで、さり気なく木乃に話しかけました。

　キノは少し驚おどろいて、そして慌ててぺこりと礼をして、

「どうも──こんにちは」

　静は会釈を返しました。それから犬山を、〝睨にらむ〟ほどではありませんが、しっかりと、ややきびしい視し線せんで見据えます。

「女性に、無理強いはよくないことだ」

　さり気なく一いつ般ぱん論ろんを言いながら相手の羞しゆう恥ち心しんに訴えて諭さとす、静らしいテクニックです。犬山は先ほどまでの浮かれポンチをやめて、

「そうですね。先輩。今日きよう転校してきたばかりで、色々あって、ちょっと浮かれていました」

　そう素直に同意するのでした。おいおい先ほどまでのしつこさはなんだったんだよと、そのあっさりさに木乃は少し驚きます。

「そうか。分かってもらえると嬉うれしい」

　静は言いましたが、

「ええ。それに、木乃さんにはこんな素す敵てきな彼氏がいたんですね」

　次に発せられた犬山のその発言に、木乃はかなり、静もそれなりに驚き、二人とも一瞬言葉に詰まります。

「せっかく屋上で二人きりで会えるチャンスを邪じや魔ましてしまって、とても申し訳なく思っています」

「へ？　ちょっと誤解──」

「それじゃ」

　木き乃のの訂正も聞かず、犬いぬ山やまは最後に爽さわやかな笑え顔がおで言い残し、長く白い髪を躍おどらせながら踊り場へと振り向き、小走りで走り去るのでした。

「…………」「…………」

　その背中を見送った二人が、ふと顔を合わせてしまって、

「…………」「…………」

　お互い気まずそうに、木乃は足下のコンクリート、静しずは蒼あおい空を見るのでした。




　階段の踊り場へと鉄てつ扉ぴをくぐった犬山は、

「ふっふっふっ」

　なんとも含みのある笑い方をして、にやりと笑いました。美少年が見せる、陰いん謀ぼうの塊のような笑顔はかなり不気味です。

「見つけたぞ……。見つけた……」

　そうつぶやきながら、薄うす暗ぐらい階段の手すりに細い手を滑らせていた犬山は、

「見つけたぞ……」

　その瞬しゆん間かん、太い鉄パイプ製の手すりを、右手一本で軽くひねってひん曲げました。




　さて屋上で彼氏彼女扱いされた二人は、

「…………」「…………」

　まだ黙だまっていました。静かに風が、二人の間を通り抜けます。

　やがて、

「あの」「あの」

　まったく同時に口を開き、その際しっかりと見つめ合っちゃって、

「あっ」「ああ」

　とか思わず声も漏れちゃったりして、

「そちらから」「そちらから」

　またもお互いの呼吸はピタリです。何か同時に言ったとき、先に〝ハッピーアイスクリーム！〟と言えた方が相手にアイスをおごってもらえるという遊びが昔ありましたが、今も流行はやっているんでしょうか？　連絡待つ。

　アイスクリームはさておき、

「彼氏違いますよね？」

　やや赤面しながらも、木乃はようやくそれだけ言えたのでした。

「うん。分かっているよ」

　静も、穏おだやかな口く調ちようで言いました。

　それから数秒お互い無言で、

「でも、助けてくれてありがとうございます」

「ああ」

　木き乃のと静しずの言葉のやり取り。ようやく、普通の会話が成り立ってきました。

　木乃はだいぶ落ち着いて、ふう、と息を吐いた後、

「自習なんで来たんですけど、先せん輩ぱいの邪じや魔まになるようでしたら戻ります」

「いいや。構わないよ。私もここは好きだ」

　静がそう言って、新品手すりに向け歩いて、そこに体を預けました。ちなみにこいつはサボリですが、誰だれもそんなことを言わない、ある意味自由人でした静って。

　木乃もなんとなく、てくてく歩いて、その隣となり二メートルほどで並びました。

　またもしばし無言の時間が流れた後、

「あれ以来──、悩むのは、ホドホドにしているよ」

　静が、景け色しきを見ながらいきなりそんなことを言いました。しばらく木乃は、なんの話だか所在を見失います。

「あ……」

　しかしすぐに、初めてこの屋上で話をしたときのことだと思い出すのでした。

「それは、いいですね」

「ああ……。いいことだ」

　静が頷うなずきながら言いました。

「悩みかあ……」

　そうつぶやいたのは木乃です。それは悩みがあるようなつぶやきでした。

「…………」

　静はちらりと首を横に向けて、少し憂ゆう鬱うつそうな木乃の横顔を見るのでした。

「今度は私の番なのかな？」

　少しおどけた静の言葉。

「え？　──いえいえ。大したことじゃないんですっ！」

　慌てて頭を振った木乃でした。

　まさか学園に頻ひん出しゆつする魔ま物もののことや、そのたんびに自分が変身して退治していることや、その際に必ず出しゃばって事態を悪化させるだけ悪化させるくせに心の底から楽しそうに笑っている変態仮面男のことを愚ぐ痴ちるわけにはいきません。

　だから木乃は、

「えっと、お腹なかすいたかな、と思って……。今日きようは学食にカレーうどんあるかなとか考えて……、そんな悩みです。悩みがないのが悩み。えへへ」

　上じよう手ずに言い逃れるのでした。もっとも、〝夏はカレーうどんが美味うまいのだ！〟と信念を持っている木乃でしたので、全すべて噓うそではありませんでしたが。

「そっか……」

　静しずが安心した様よう子すで景け色しきに目をやります。

「私もたまに食べるけれど、学食のカレーうどんは美味おいしいね」

「美味しいです。たくさんの鶏とり肉にくと、四センチ均一に大きく切られた長ネギと一いつ緒しよに、生しよう姜がの細切りがたっぷり入っているんです。これポイントです」

「うん。──生姜にはジンゲロン、またはジンゲロール、そしてショウガオールと呼ばれる辛み成分が入っていて、これらは体を温め、胃腸にもよく、吐き気を抑え、抗菌作用があり、さらに抗酸化作用も持つ」

「よく分かりませんが体にはいいんですね」

「そのとおりだ。さらにカレーに使われる香辛料は食欲増進に役立つし、うどんの消化は早く、体に迅じん速そくにエネルギーが行き渡る」

「静先せん輩ぱいって、詳しいですね」

「私は、刀を愛する男だ」

　意味ワカンネ。

　それはともかく、手すりに寄りかかり、同じ景色を見ながら話す二人は、犬いぬ山やまでなくても仲のいいカップルに見えます。

　たとえ話のネタがカレーうどんでも。

　その内容が今一つ二つ嚙かみ合っていなくとも。




　さてさて、そんな二人を、遠くから双そう眼がん鏡きようで見ている女子が一人おりました。

　一人寂しく運動部の部室棟にいた、携帯電話に鈴のストラップをつけた女子です。なぜか部室にあったタスコ社製の高性能軍用双眼鏡で、仲良く話す二人の笑え顔がおを、円形の視界にはっきりと捉とらえていました。

「…………」

　双眼鏡の下の口は固く嚙みしめられ、歯ぎしりの音が響ひびいていました。そのとき──

「憎いか──？」

　声がしました。誰だれもいない狭い部室で、誰かが忘れていった体たい操そう着ぎの散らかった部屋で、怪しい男の声が彼女に話しかけたのでした。

「あの女が、憎いか──？」

「憎いわ」

　彼女がすんなりあっさり答えます。今の彼女には、怒りのあまり、それが誰の声かなんてもう瑣さ末まつ事じです。彼女は歯をギリギリ鳴らしながら、

「憎いわ……。あのモデルガン女……。犬山様のお誘いを受けただけじゃなく、それを断って、学園一の好男子〝静様〟にまで手を出すなんて……」

　別に手を出したわけじゃないんですが、そんなこと知る由よしもありません。彼女の持っていた双そう眼がん鏡きようが、ぷるぷると震ふるえています。

　謎なぞの声が聞きます。

「力が──、欲しいか？」

「なんの力よ？」

「あのモデルガン女を、〝ぎゃふん〟と言わせることができる力だ──」

「欲しいわ！」

　即答です。今時〝ぎゃふん〟なんて本当に言う人はあまりいませんけどね。

「ならばくれてやろう！」

　謎の声がそう言った瞬しゆん間かん、

　べきめしゃぐしゃばりん。

　彼女の手の中で、頑丈な双眼鏡が、まるで紙細工のように潰つぶされて壊こわれたのでした。




「そろそろ学食が開くだろう。早く行かないとまた混むよ」

　ボケラッタと景け色しきを眺めていた二人の内の一人、腰に刀を差した方が言いました。彼の右手には、制服の懐ふところから取り出した、複雑な細工がされた懐かい中ちゆう時計がありました。蓋ふたが開かれていて、文字盤ばんはガラス張りで中の複雑怪奇な機き構こうが透けて見えます。文字盤六時の位置では、トゥールビヨン機構が秒針と一いつ緒しよに回っていました。

「あ、そうですね。じゃあわたし行きます」

　もう一人が言って、先せん輩ぱいにぺこりと礼をしました。そして振り向いたそのとき──

　じりりりりりりりりりりりり…………。

　非常ベルです。学園中に、非常ベルがけたたましく鳴なり響ひびきました。その音は、屋上にあるスピーカーからも聞こえます。

「非常ベルか」

　静しずが眉まゆを寄せて、条件反射でしょうか、腰の刀に左手を当てます。

　木き乃のはハテ？　と驚おどろいた顔をして立ち止まりました。

「火事でしょうか？」

　木乃が聞きました。魔ま物ものの出現が多いこの学園ですが、かつて非常ベルが鳴ったことは一度もありません。正直そんなものを鳴らす余裕がなかっただけでしたが。

「何にしても動こう」

　静が言いました。さすがに対応が早いです。余よ談だんですが、非常ベルを聞いたときにまず〝誤報か悪戯いたずらでしょ〟と考える人はこれからの時代長生きできないと思います。

「分かりました」

　木乃が頷うなずきます。手すり脇わきに近づいて下を見ると、さすがに魔物騒さわぎで懲こりたのか、それとも単に授業が中断されるのが嬉うれしいのか、結構な数の生徒が、校庭や中庭に避ひ難なんで出てきていました。

「よし」

　そう言って静しずが歩き出し、ごく自然に木き乃のの脇に立ってエスコートし始めたときでした。

　閉まっていた階段踊り場への鉄てつ扉ぴが、ばごんっ、というものすごい音と共に、屋上側に弾はじけ飛んできました。

「え？」「ぬっ！」

　重い扉は、二人のすぐ目の前まで転がって滑ってきました。そして、

「さがってろ──」

　静の険しい声。ぶち破られた入り口からは、化け物──そう、化け物と呼ぶしかない生き物が現れたのでした。一メートルほどの背丈の、人間に似た二本足の体型──しかし毛むくじゃらで、手には鋭するどい爪つめ。絵の下手へたな人が描かいた熊くまと猿の合いの子のようでした。

「魔ま物もの？」

　木乃が小声でエルメスに聞いて、

「その類たぐいだけどちょっと違う」

「ちょっと違うってナニ？」

「今までみたいに、元に戻すべきのと違うってこと」

　木乃がそいつは一体どういうことか聞こうとしたときに、謎なぞは解けました。踊り場から出てきた化け物が、今までみたいに一匹ではなかったからです。

「え？」

　いやもう後から後から、満員電車から吐き出される紺こん色いろスーツのサラリーマンのように、同じ化け物が次々にウゾウゾと出てきます。

「こりゃ、魔物の手下だね」

　エルメスが言いました。

「じゃあ遠えん慮りよ容赦なく銃じゆう撃げきでやっつけちゃっていいのね」

「いいけど──。今ここで変身する気？　それに変身ナシで本物の銃を出すのはまずいよ」

「うっ……」

　木乃が言葉に詰まります。屋上には静先せん輩ぱいがいます。まさか変身シーンを見られるわけにはいきません。前回読まれた方はご存じと思いますが、ポーチには田舎いなかのおばあちゃんから困ったときに使うようにと借り受けた本物の銃器が詰まっています。しかし、変身せずに実銃を取り出し乱射するわけには行きません。

　その静は、もう二十匹ほどに膨ふくれ上がった化け物の群の前で、

「…………」

　何も言わずに、静かにたたずむのでした。

「マズイよエルメス。静しず先せん輩ぱい襲おそわれちゃう」

「まあ、あの刀男がボッコボコにやっつけられてから変身って手もあるけど」

「だめじゃん！」

　慌てる木き乃のでしたが、

「下がっているんだ。──私なら大丈夫だ」

　どこまでも落ち着いた静の言葉でした。

　その静を、扇状に化け物が囲み──次の瞬しゆん間かん、ぎゃ！　と一匹が吠ほえました。それが合図かのように、化け物は一斉に静に襲いかかりました。

「来い……」

　静のつぶやき。そして、左手の親指が、静かに鯉こい口ぐちを切りました。銀の刀身が、黒い鞘さやから生まれます。

「はっ！」

　気合いと共に、静の右腕は神のごとき速さで抜刀し、学園の屋上に光が走りました。一いつ閃せん、また一閃。静の動きがあまりに速くて、何をやっているのか、どういう動きなのか見えません。ただ彼の前で、銀の刃やいばはキラキラと輝かがやき続けました。

　そしてわずか二秒ほどが過ぎ、静が中段に構えて動きを止めたとき──

　ざ──────────、っという音と共に、集団の前にいた十匹以上の化け物が、一瞬で粗い粒子になって崩れ、風に流されて消えていくのでした。

「うわー」

　木乃の嘆息。

「やるねえ」

　エルメスの感想。

　目の前で仲間が瞬殺された化け物達が、一瞬たじろぐのが分かりました。静の低い声。

「さあ来い……。灰に帰してやろう……」

　鳴り続けている非常ベルをＢＧＭに、静と化け物達は対たい峙じします。双方動きません。

　やがて、非常ベルがピタと止まったとき──ぐぎゃっ！　とまた一匹が吠えました。そして残った十匹全すべてが再び静へと突とつ撃げきを──かけませんでした。

「ぬっ！」

　フェイントでした。静へと襲いかかったのは七匹だけ。残りは異常な跳ちよう躍やく力りよくを見せて、静の頭をひょーんと飛び越えていきます。その先にいるのは、木乃です。

「させるかあっ！」

　静が吠えました。目の前に迫り来る七匹へと、自ら距きよ離りを詰め、白はく刃じんをきらめかせます。四匹を一秒の半分ほどでぶった切り、残り三匹は振り向きざまに一刀のもとに斬きり捨てました。

　その間、飛び越えた三匹が着地して、木乃へと猛ダッシュです。

「マズイよ木き乃の」

「ああもう抜いちゃうよ……」

　木乃の額ひたいに焦りの汗が流れ、右手はポーチのフラップにかかります。

　三匹が横並びで迫ります。フラップのボタンが後二ミリで外れそうだったとき──化け物が四匹になりました。いいえ違います。三匹の後ろに、静しずが現れたのでした。

「せいっ！」

　キラキラひゅんひゅん。

　光が二つに、風を切り裂く音が二つ。静の前にいた二匹が、灰と化して消えました。しかし残りの一匹は木乃のもう目前に、鋭するどく尖とがった爪つめを持つ腕を振り上げます。

　その腕は振り下ろされませんでした。動きを止めた化け物の体に、ぶっすりと刀が刺さっていました。その後ろには、投げ終えた体勢で鋭い視し線せんを送る静の姿がありました。

　最後の一匹が消えて、カツン、と刀が屋上に落ちました。

「…………」

　木乃の右手は、ポーチに添えられたまま止まっていました。

「ぎりぎり」

　エルメスが小声でつぶやきました。

「大丈夫か？」

　静のよく通る声。静はナニゴトもなかったかのようにすたすたと歩き、落ちていた愛刀を拾い上げ、一度はらってから鞘さやに納めました。

「え？　はい。大丈夫です」

　木乃が答えると、静は爽さわやかな笑え顔がおで、よかった、とだけ言うのでした。

「この瞬しゆん間かん、木乃の初恋が始まりました。それは、淡く切ない想おもいでした──」

　そう変なナレーションを始めたエルメスを左手で握りつぶし、

「むぎゅーっ！」

　木乃は静に訊たずねます。

「大丈夫ですか、先せん輩ぱい？」

「私は大丈夫だが、これは非常事態だ──。最近よくある〝魔ま物もの〟の再来ではと思う」

　静はあれほど動いたのに息一つ切らさずに、さらりとそんなことを言いました。ズバリ言い当てられて、木乃が驚おどろきます。

「えっと……、そうですね。だから──」

　だから先輩も早く逃げてください。木乃はそう言おうとしました。何せ木乃は変身ヒーローですので、ここは一発変身して、変態仮面男がしゃしゃり出てくる前に事態解決を図りたいところです。

　図りたいところですが、まさか静先輩の前で変身するわけにはいきません。ここは静には避ひ難なんしてもらいたいところです。

　それをなんて言えばいいか考えていたところ、

「私は──行かねばならぬ」

　静しずが先に言いました。そりゃラッキー、と木き乃のは思いますがもちろん口には出しません。

「だが、ここに君を残すのは危険だ……」

　そんなこと気にすんなよとっとと行けよ、とこれもまた言いたいですが言えません。しかたなしに、

「わたしなら、大丈夫です！　──だから、先せん輩ぱいは行ってください！」

「しかし……」

「もう屋上化け物いないし、わたしは縮ちぢこまって隠れてますから！　先輩の力を必要としている人が、下にいるかもしれません！　いやいる！」

　デマカセを連発する木乃でした。

「そうか……」

　それでも静は、どうにもご納得された様よう子すでしっかりと頷うなずきました。

「噓うそ八はつ百ぴやく～。むぎゅ──」

　またも握りつぶされたエルメスです。

　そんな時ナイスタイミングで、ずんどかんべきべきと、爆ばく発はつ音おん並びに倒とう壊かい音おんが響ひびきました。木乃と静がハッとして音の聞こえた方向を見ると、中庭の向こうにある運動部の部室棟が爆煙に包まれていました。その中から、身の丈五メートルはあろうかという巨大で不気味な生き物が、頭に瓦が礫れき屑くずを載せて現れました。

「！　──魔ま物ものか！」

　静が言いました。毛むくじゃらの小型は〝化け物〟、こっちは〝魔物〟ってことで一つ。

　さてその魔物は、一度大きく吠ほえました。壮絶な声です。中庭に面した教室のガラスがびりびりと鳴り響きました。中庭に逃げていた生徒が、蜘蛛くもの子を散らすように逃げていきます。

「今回元に戻すべき魔物はアレだね。なんだかだんだん大きくなるなあ」

　エルメスが小声で言いました。

　木乃はとっとと変身したくてたまりません。しかし静がまだ隣となりにいます。

「あれが、学園の平和を乱すものか……」

　そんなことつぶやいています。

「ならば、私は守るものになろう……」

　そんなことも言っています。なんでもいいから早うどいて欲しいなあ──木乃の本心です。

　実際変身して退治に行ったとき、強いとはいえ一般人の静がうろうろしていると邪魔ですし、ヘタをしたら流れ弾や跳弾でケガさせてしまうかもしれません。ただでさえ変態仮面男が邪魔で邪魔でホント鬱うつ陶とうしいのに、この上何も知らない静先輩までもかと、木乃はちょっとブルー入るのでした。




「危険があったら逃げるんだ。いいね？」

　そう言い残して、ようやくやっと、静しずは屋上から去りました。

　ヤレヤレと木き乃のが下を覗のぞくと、中庭にいた魔ま物ものは見えません。校舎が時たま揺れますので、またも校内で火でも吹いて暴あばれているのでしょう。

「じゃあ変身だね、木乃」

　ようやく普通に声を出せるエルメスがそう言って、木乃ははあ、と大きくため息をつきました。

「なに？」

　エルメスが聞くと、

「今気づいたけど──」

　キノが深刻な顔をしています。

「今気づいたけど？」

「お腹なかすいた……」

　木乃が力なく言いました。本当なら今いま頃ごろは、まだ誰だれもいない学食でカレーうどんを食べていたはずです。もしメニューにあればでしたが──実は今日きようはあったのでした。しかも今は、魔物騒さわぎで校舎から逃げた寮りよう生せい達がこれ幸いと学食に押し掛け、美味おいしそうに食べていたのでした。

「だから、とっとと終わらせる、はいはい」

「やだなー。めんどうだなー」

　駄だ々だをこねる木乃でしたが、

「終わらなければ何も食べられないんだよ。それに今日もし学食壊こわされたら、夏休みまでずっとコンビニ弁当だよ」

　エルメスのその言葉に、毎日美味しい食事を提供してくれる学食を死守せねばと、わたしがやらねば誰がやると、木乃は決意を新たにしました。

「いくよエルメス！　──変身だっ！」

「そうこなくっちゃ！」

　木乃は右腰のホルスターから、モデルガンを抜きました。ハンマーを親指で上げながら、右手を頭上に高々と挙げます。足を広めに開き、少し腰を曲げ、背中は軽く反って、左腕はやんわりと曲げます。おお、その姿はまるで、映画『サタデー・ナイト・フィーバー』のジョン・トラボルタ。グーです。イカしてます。ナイスです。──え？　昔の映画過ぎてよく分からない？　したらばインターネットで検索してください。

　さあ、変身のかけ声です。木乃の、自信に満ちあふれた高い声が聞こえます。

「〝フローム・マーイ・コールド！　──デーッド・ハーンズ！〟」

　これが変身のかけ声です！　前回の一話を読んで、アメリカ在住のチャール○ン・ヘス○ンさん（職しよく業ぎよう・映画俳はい優ゆう）が『ぜひプリティな木き乃ののかけ声に！』とメールをくださいました！　ありがとうチャー○トン！

　かけ声と同時に、モデルガンの引き金が引かれました。ハンマーが落ちました。キャップ火薬が叩たたかれてぱぽんっ、と情けない音がして、その瞬しゆん間かん、木乃の体が光に包まれました。

　そして眩まばゆい光が収まったとき（今回は時間が押しているので変身シーンは短たん縮しゆくバージョンです）、

「変身終了だ！　〝謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ〟！」

　エルメスの声。そう今の木乃は木乃ではありません。例えセーラー服、ベルト、ポーチ、その他外見はほとんどまったく変わっていなくても、今の木乃はキノ！　人並みはずれた運動能力と耐久力を持つ正義の味方です。右手のモデルガンは、魔ま物ものを封印するスーパーウエポン、〝ビッグカノン　～魔ま射しや滅めつ鉄てつ～〟へと姿を……、姿は変わっていないけど内容が変わっているのでした。

「行くよ！　エルメス！」

　キノは、学食を守るため、自分の食事を守るため、そして特に具体的にはこの夏のカレーうどんを守るため！　今日きようも戦いに赴おもむくのでした。




　さてキノは、階段を駆け下りて魔物を捜します。

　なにせビッグカノンは一回の変身で一度しか撃うてない必殺武器なので、確かく実じつに当てられるときにしか使えません。それはホルスターに戻し、今のキノはポーチから出した銃──Ｐ90を右手だけで持っていました。

　Ｐ90の本体全長は五十センチ。細長い箱のような、一見銃に見えない変なスタイルです。小型で高速の弾丸を、五十発まで立て続けに撃ちまくれます。銃口の先には、うるさい銃声を抑制するための円筒、サウンド・サプレッサー（サイレンサー）が装着されていました。

「さあどこよ……。早く終わらせてカレーうどん！」

　キノは、誰だれもいなくなった校舎の廊下を歩きます。瞳ひとみはギラギラです。飢えたハングリーです。

「気をつけて！　──今回の敵は手下つきだよ」

　ぶら下がっているだけで何もしないエルメスが、いっぱしの相棒らしく言いました。

「どこよ……」

「ん？　こっちだ……。気け配はいがする！　廊下を真まっ直すぐ」

　エルメスが、ようやく役に立ちそうな台詞せりふを言いました。キノがＰ90の狙ねらいと視し線せんを同じくしながら、廊下を音も立てずに歩きます。

「上の階だ。──上って。──そして右。──ちょっと進んで。──その教室の中！」

「ってここって……」

　キノが言いよどみました。エルメスの言うとおりにやってきた、三階にあるその教室は──

「ウチのクラスじゃん」

　キノが毎日毎日授業を受けている、まさにその教室なのでした。

「中にいる。間違いない」

「…………」

　キノは一度息を吸って、Ｐ90を握りなおしました。そして、

　ばこーん！

　変身前にやったら職しよく員いん室しつに呼び出しをくらうだけではなく、ヘタをしたら警けい察さつ官かんを呼ばれそうな行為をします──教室のドアを、横開きのはずのドアを、左足だけで簡かん単たんに蹴け破やぶったのでした。

　ドアは教室の外れまで吹っ飛んで、ついていた曇くもりガラスは粉々です。同時にキノは突入、そこにあった生き物の影かげに狙ねらいを定め──

「あれっ！」

　引き金を引く指がピタリと止まりました。

「あれー！　なんで？」

　混乱したキノの声。

　そこにいたのは、身の丈五メートルの魔ま物ものではなく、毎日顔を合わせるクラスメイトの女子生徒でした。床にしゃがみ込んでいて、乱らん暴ぼうに飛び込んできたキノを見て完全に脅えて固まっていました。見開いた目でキノを見ていました。

「あれ、どうしてどうして？　──逃げなかったの？」

　キノが銃口を下ろして、近づきながら話しかけました。

「わた……、わたし……」

　脅えきった女子生徒は震ふるえる声でそれだけ言って、

「大丈夫！　今逃げれば魔物いないし！　わたしが外まで──」

　キノが近寄ったとき、エルメスが叫びます。

「ダメだキノ！　──そいつだ！」

　へ？　とキノの行動が一いつ瞬しゆん止まってしまいました。

　次にキノが見たのは、自分の腹に飛んできたパンチでした。

「きゃー！」

　べき、ぼき、ばきぐがしゃん。

　最初のべき、でキノは殴られて空を飛び、次のぼき、で教室後ろ側の黒板をそこまで飛ばされた体で半分に折り、ばきぐがしゃん、で周りの机やイスを巻き込んで床に崩れ落ちたのでした。

「ふんっ！」

　キノを細い右腕一本のストレートで吹っ飛ばした女子生徒は、立ち上がりながらそう鼻で笑います。

「ふんっ！　──他愛もないな！　〝謎なぞのキノ〟！」

　彼女は少女の声で、中年のオヤジみたいな口く調ちようで言いました。

「その略しかたやめろー……」

　キノが床にはいつくばったままつぶやきました。そして、

「うりゃ！」

　キノは体に載っていた机やイスをはじき飛ばしながら立ち上がりました。すぐさまＰ90の狙ねらいをその子──の姿をした魔ま物ものに向けました。

　魔物が、はっ！　と笑いました。少女のままの顔ですが、かなり邪悪な形ぎよう相そうです。

「この姿を撃うてるのか？　謎の美少女ガンファイターライダー・キノ？　──お前はクラスメイトを撃てるというのか？」

「うん」

　即答。

　キノはぶっ放しました。情け容赦なく引き金を引きました。右手一本の豪快な撃ち方です。フルオート射しや撃げきです。

　ぶ─────────っと、くぐもった銃声がして、弾丸が嵐あらしのように飛び出しました。何せ一秒に十五発の弾丸を吐き出す武器です。真しん鍮ちゆう製せいの空から薬やつ莢きようは真下に猛烈な勢いで排出され、床に跳ね返って躍おどり狂うのでした。

　魔物は、必死で身をかわします。数発が足に命中して、

「ぐっ！」

　痛みから声が出ました。しかし弾丸ははじかれているのでした。次いで魔物は飛び跳ね、廊下に面した曇くもりガラスを枠ごとぶち破りながら逃げました。外れた弾丸は、机のいくつかと黒板消しをきれいにする機き械かいを粉砕します。

「追うよエルメス！　すぐに決める！」

　キノが立ち上がり、追撃をかけようとしたその瞬しゆん間かん！

「ピンチだな！」

　キノにとってもっとも聞きたくない声が、背中からしました。よく通る声でした。

「…………」

　キノは、幻げん聴ちようだと思うことにしました。何も聞かなかったことにしようと〇・〇〇八秒で決めました。そんな声はしなかった。ありえなかった。だから声のした方を見ることすらありません。とっとと教室を出ようとしました。

「正義の少女がピンチのとき──」

　これも聞こえなかったわ。何もないわ後ろには誰だれもいない幻げん聴ちようよ──キノはそう決めつけました。

「今一人の騎き士しが天空の彼方かなたより舞まい降りる！」

　風が吹きました。

　びゅーという趣おもむきのない音がして、突風がいくつか開いていたベランダ側の窓から教室に吹き込んで、窓枠をがたがたと揺らします。

「…………」

　教室を飛び出すタイミングを逸したキノはがっくりと視し線せんを落とし、目を閉じて、嫌いやそうに頭を何度も何度も振るのでした。振り向けばアイツです。もう分かっています。

「キノ。後ろに──」

「分かっているわよエルメス……」

　キノは目を開けました。覚悟を決めて、眉み間けんにしわを寄せたまま、後ろへと振り返りました。

　一人の男が、空中にいました。

　ベランダの向こうの空中に、一人の男がいました。

　彼は白い詰つめ襟えり学生服を着て、その懐ふところからはどこかで見た気がする懐かい中ちゆう時計が一つぶら下がっていました。腰には一本の、黒い鞘さやの日本刀を差していました。背負ったシルクの純白のマントが、ばたばたぶわっさぶわっさと下品に暴あばれています。

「あーあ……」

　キノが、その男の顔を見てため息をつきました。

　きりりと引ひき締しまった顔つき。しかし眼まな差ざしは白いマスクで隠れていました。鼻から額ひたいにかけての純白のマスク。両眼のところはサングラスになっています。少し長い黒髪の頭に、白くてふさふさした犬の耳がちょこんとついて、そして頭頂部には、一つの真まっ赤かなリンゴが載っていました。

　男の前を、今純白のハトが飛びながら横切りました。ちなみにスローで。

　男は空中にいました。細いワイヤーが上から垂れ下がっていて先端は鉄製の輪わです──そこに足を載せて、右手でワイヤーを握っているのでした。

「わはははははっ！　今参る！　とうっ！」

　嬉うれしくてたまらなさそうな笑い声と笑え顔がおで、男はひょいとベランダに飛び降りて、ワイヤーを吊つっていた、先ほどからの暴ぼう風ふうを生み出していたヘリコプターに手を振るのでした。

「ヘリさんありがとう！　──なかなかサマになる登場ができた！」

「…………」

　キノは押おし黙だまったまま男を睨にらみ続け、

「やれやれ、どっこいしょ……っと」

　男が爺じじ臭くさい台詞せりふを言いながらベランダから窓枠を乗り越えて教室に入った瞬しゆん間かん、

　ぶしゅん！

　何の遠えん慮りよもなくＰ90を一発撃うつのでした。弾丸は男の頭上にあったリンゴを粉砕しました。

「うおーう！　過か激げきな愛の告白だな！　謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ！　照れるぜ」

　男は意に介さず、爽さわやかに両腕を広げて抱ほう擁ようのポーズです。

「うるさい！　そこで止まれこの変態！　──その名も〝サモエド仮面〟！　アンタが出てくると出てくるたんびに邪じや魔まなのよ！　魔物退治の邪魔ばかりして！　何かわたしに恨みでもあるのっ！」

　怒り心頭のキノの発言。しかしサモエド仮面と呼ばれた男は、

「はて？　何のことだ？」

　首を傾かしげます。

「何のことってアンタね──」

　キノの怒りに震ふるえた台詞を、

「私はサモエド仮面違う」

　男は遮りました。

「へ？」

「サモエド仮面──本名〝純白の正義の騎き士し・サモエド仮面〟は、もういない……」

　首を軽く持ち上げどこか遠くを見て──実際見えているのは教室の天てん井じようでしたが──男はそうつぶやきました。そして芝居がかった台詞を訥とつ々とつと続けます。

「アイツは行っちまったのさ……。それこそ同一なるマトリョーシカの合わせ目の向こうへ」

　何言っているのか全然分かりません。

「じゃあアンタ誰だれよ！」

　当然の質問です。すると男はにやりと笑い、真っ白できれいな並びの歯を見せつけました。左腕でマントをぶわさっ、とカッコつけで払いました。

「よくぞ聞いてくれた！　私の名は──〝剣と愛と真実の伝道師・サモエド仮面[image: α]〟だっ！」

　じゃーんぢゃじゃーん！　ちゃちゃちゃじゃぢゃっじゃーん！　ぱぱっぱー！

　ノリのいい音楽。これぞ彼の登場ＢＧＭソング、〝おお我らの剣と愛と真実の伝道師・サモエド仮面[image: α]ここにありて皆を守っちゃうぞ！〟です。教室中にギターとピアノとサックスとドラムで奏でられた煌きらびやかなイントロが鳴なり響ひびき、すぐに歌が始まります。

『おお──、君は見たかー？　あの爽やかな笑えみー♪　風にたなびくマントはー、正義のしーるーしー♪〟』

　収しゆう録ろくされていたのは本人の声でした。結構歌が上じよう手ずでした。

『〝彼こそが勇者ー♪　ホントの勇者♪　学園を守る、純白のながれーぼーしー♪〟──（台詞せりふ）謎なぞのキノなんかに、手柄はやらないぞ！』

「…………」

　キノは黙だまったまま実に嫌いやそうな顔で、

　ぶ──────────っ！

　Ｐ90を発砲。サモエド仮面[image: α]の足下にいつの間にか置いてあったラジカセを、一いつ瞬しゆんで燃もえないゴミにするのでした。歌が止やみました。

「ああっ！　酷ひどいぞ謎なぞの！　結構高かったんだよ、コレ……。必死にバイトして買ったんだよ……」

　泣きそうな顔でサモエド仮面[image: α]はしゃがみましたが、

「ウソつくんじゃない！」

　飛び散ったプラスチックの破片には〝音楽室備品〟とシールが貼はってあるのでした。

「だいたい何よ〝ナントカのサモエド仮面〟って！　恥ずかしい枕まくら詞ことば以外何も変わっていないじゃないの！」

　いやあ、〝謎の美少女ガンファイターライダー〟も相当に恥ずかしいと思うよ──エルメスは思っても口には出しません。このへんが大人おとなです。──もっとも名付け親はコイツなのでしたが。

　さて一方子供の心をいつまでも失わない二人は、

「変わっている！　変わっているさ！　──忘れるな我はサモエド仮面[image: α]！」

「同じじゃないの！　変態のサモエド仮面！」

「違う！　最後の〝[image: α]〟を忘れるな！」

「どうでもいいわよ」

「アルファ───────────────ッ！」

「やかましい！　さっきのヘリは何よ？」

「ああ。ちょいと乗せてくれないかと頼んで断られたのでハイジャックした」

「犯罪行為よ！」

「正義の為ためには許されるさ」

「……アンタはどうしていつもそうなのよ！」

「いい質問だ！　それはな……」

「それは何よ？」

「それは──光り輝かがやく白いマント、空──蒼あおい空。笑え顔がおで踊って、いつだって両手を開く──力強く！　思いっきり！　子どもの頃ころの夢、憧あこがれ、戦い、どこにでもあるようなロジック──さあ！　おお永遠のファンタジア、脇わき腹ばら、缶詰──ふとした仕し草ぐさがバババーン！　あの日見た朝焼け。……もう分かるだろう？」

「分かるかーっ！」

「なんとまあ物分かりの悪いムスメだろうね」

「絶対撃うってやる！」

　右腰のビッグカノンに手が伸びるキノでしたが、

「辛抱。一発だけだよ」

　エルメスが冷静な口く調ちようで押しとどめるのでした。

「くっ──！　この変態！　新月の夜はせいぜい気をつけることね！」

　仮面男に思わず叫んでしまったキノでしたが、よく考えたら──よく考えなくても実はこんなトコでこんなコトしている場合じゃないと今さら気づき、

「ああもう……。エルメス、何もかも見なかったことにして、魔ま物もの退治するよ。まったくお腹なかすいているってのに！」

「はいよー。早くすまそうね」

　キノは残弾が少ないＰ90をポーチにしまい入れ、かわりにもっと大きな銃器を取り出しました。

　銃の名はミニミ。ちょっとファンシーな名前ですが、全長が一メートル、ゴツゴツした金属外見が黒光りする、中央部分に大きな箱形弾薬箱をぶら下げた軍用マシンガンでした。銃だけで七キロ弱ありますが、今のキノには〝へ〟でもありません。

　キノは先ほど蹴けり破ったドアから、廊下へと出ます。腰の位置でミニミ・マシンガンを保持して、いつでも撃てるように警けい戒かい態勢です。

「真まっ直すぐだね。気け配はいがする」

　エルメスの鼻が利いて、キノはそちらへ、校舎中央方向へと廊下を歩き出しました。

　セーラー服（姿のキノ）と機き関かん銃じゆうが、ガランとした誰だれもいない廊下を進みます。後ろからサモエド仮面[image: α]が続きます。

「ついてこないでよ！」

　キノが振り返りもせずに言いましたが、

「いや、今回は一人では危険だ。私の力が必要になろう」

　サモエド仮面[image: α]はそんなことを言うのでした。

　ムカっとしたキノが、そんなこと言うけどいつも邪魔ばかりじゃないの！　振り返ってそう怒ど鳴なろうとしたとき──

「！」

　強い殺気を感じました。

　サモエド仮面[image: α]との口げんかをやめ、さっきまでの進行方向を睨にらみます。

「…………」

　険しい顔つきの頰ほおを、汗が一筋流れました。

「分かるか……。近いぞ……」

　サモエド仮面[image: α]は同じく進む先を睨にらみ、左手を鞘さやに添え、右手は柄つかを握る直前の抜刀姿勢で動きを止めました。

　メイン校舎三階をぶち抜く、五十メートルは続く長い廊下です。二人がいるのはちょうど中間。キノから見て左はずっと壁かべ、右は視し聴ちよう覚かく教室があるのでやはり壁です。

　そしてエルメスが、

「向こうから近づいているね」

「距きよ離りは分かる？　エルメス？」

「だいたいだけど」

「それでいいから」

　キノがそう言って、エルメスは答えます。

「だいたい──三十メートル。なお目前へと接近中」

　キノの右手が、ミニミ・マシンガンのグリップを握りなおします。安全装置が外れていることを指で確かく認にんします。サモエド仮面[image: α]も、珍しくトンチキな行動をやめて、静かに長い息をくり返すのでした。

「あと、二十五」

　エルメスが言いました。さあどっちからでも来なさい、とキノのつぶやき。

「あと、二十。……十八」

　へ？　とキノの声が出ました。廊下は突き当たりの音楽室の扉まで約二十五メートル。もう見えていないとおかしいです。

「十六！」

「ちょっと待ってよエルメス！　見えないよ！」

「十四！」

「えー？」

　さすがにキノは慌てました。念のために振り返ってもみましたが、廊下には誰だれも何も見えません。

「分かったぞ！」

　サモエド仮面[image: α]の言葉。キノは何が？　と聞きます。この際もうこいつでもいいから、見えない敵の謎なぞを教えてもらいたいものです。

「十二！」

「謎のキノ、君の相棒は──」

「十！」

「相棒が何？」

「八！」

「君の相棒は──途中でメートルからキロメートル表示に変えたんだ」

「…………」

「ひょっとしたらキロヘルツかも？」

　一いつ瞬しゆんでもこいつを頼ったわたしが愚かでした──キノは激はげしく後悔しました。

「六！　四！　二！　ちなみに単位はメートル！」

　エルメスの容赦ない言葉が続きます。そして、

「イチ！」

　とうとう一メートルです。もう同じ場所にいると思って結構です。しかし廊下には二人しかいない。するってことは──

「上だ───────っ！」

　先に気づいたのは仮面男でした。信じられない速さで抜刀、そして跳ちよう躍やく！　天てん井じようへと刀を深々と突き立て、そして床でしなやかに着地──できませんでした。床は一瞬で瓦が解かいし、大きな穴が開きました。バランスを崩した仮面男を廊下の向こうにはじき飛ばしながら、

「あーれー……」

　穴から大量の化け物の群が出てきたのでした。屋上で見た奴やつらでした。

「下かーっ！」

　キノがバックステップで下がりました。その行動は素す早ばやく、同時にミニミ・マシンガンが火を吹きました。

　ぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱっ！

　甲かん高だかくリズミカルな発砲音が廊下に反はん響きようし、弾薬箱からは弾薬ベルトが銃へと吸い込まれ、反対側から空から薬やつ莢きようと接続リンクに別れて床に散らばっていきます。銃口からは絶え間ないオレンジの炎。

　秒速九百メートルという速度で撃うち出された弾丸は、次々と化け物の体を射い貫ぬいて灰に変えていきました。化け物は穴から飛び出しては、キノの広げた弾幕へとそのまま飛び込み消えていきます。消えていきますが、

「数が多い！」

　キノが叫びました。そりゃもう次から次から次へと、壊こわれた水道管から溢あふれる噴ふん水すいのように湧わき出てきます。仲間が灰かい燼じんと帰してもおかまいナシ。そのうちに仲間を楯たてにして穴から上手うまく這はい出た奴らが、廊下を埋め尽くしながらキノに迫り始めました。

「マズイ……」

　キノは後ずさりしながら銃口を左右に振りつつ撃ちまくりますが、撃っても撃っても撃ってもきりがありません。こんな調ちよう子しでは、弾薬箱の中の二百発はすぐになくなるでしょう。

　キノは撃ちながら、

「いったん退ひくよ！　エルメス」

「その方がいいみたいだね。──あの仮面男は？　そのへんひっくり返っていると思うけど」

　エルメスがサモエド仮面[image: α]のことを一応気にして、

「御両親にはわたしから手紙を書くわ──〝ご子息は立派に戦いました〟」

　キノはサラリとそう言うのでした。

　同時に銃声が止やみました。キノの腕の中で元気よく吠ほえていたマシンガンが沈ちん黙もくしました。弾切れでした。弾の切れたマシンガンなんて停電時のエアコンほどの力しかありません。

　キノは瞬しゆん時じの判断で、ミニミ・マシンガンをポーチにしまいました。その際にすんなり収まらなかったので一度逆さにして中身を全部床に出してそれからちゃんと収まるように並び替えてああでもないこうでもないとパズルを組み立てて銃身が熱ねつ持って火傷やけどしそうなほど熱あついので団扇うちわでパタパタしっかりと扇あおいで冷ましてようやくしっかりと隙すき間まなくしまい入れて蓋ふたも閉じてポーチを再びベルトに戻します──これだけのことを〇・〇〇五秒でやってのけました。

　キノは振り返ると、猛ダッシュでその場を後にします。なかなかの逃げ足でした。その際にポーチから取り出した手しゆ榴りゆう弾だんを一ダースほど、立て続けにピンを抜いて背中に放り投げておきました。

「ふぁいやーいんざほー！」

　エルメスの楽しそうな声。そしてキノの背中で、ばこんどかんと計十二回爆ばく発はつが起きました。追いかけてきた化け物が、四散して消えていきます。

「さようなら正義の仮面さん……。あなたの犠ぎ牲せいは無む駄だにしないわ……。多た分ぶん……」

　走り去るキノの目に、うっすらと涙が浮かぶのかと思ったらそんなことはちっとも全然ありませんでした。




「…………」

　爆発の煙がようやく収まった、床も天てん井じようも壁かべもボロボロの廊下に、白いマントの男がうつぶせで倒れていました。右手にはしっかりと、途中でポッキリ折れた日本刀を握っていました。

「…………」

　何も言わず、ピクリとも動かず、もはや呼吸をしているのかすらも分かりません。

　純白だった白いマントは爆煙と埃ほこりに汚れ、しかもあちこちが破れていました。

　爆発でも生き残った二十匹以上の化け物が、男を囲んでいました。そして見下ろしていました。もうとどめをさす必要もありません。

　さようなら──サモエド仮面[image: α]。君の勇気溢あふれる戦いは、永遠に読者の胸に記き憶おくされることでしょう。

　さようなら──剣と愛と真実の伝道師・サモエド仮面[image: α]！　永遠に……永遠に……。

「あれ？　謎なぞのキノが、『やっぱり見捨てられないわっ！　今分かったの！　わたしは貴方あなたを愛していたのよっ！』って乱射しながら助けに来るの待っているんだけど……。そういう展開、ないの？」

　ねーよ。

「それってひどくない？　ずっと一いつ緒しよに戦ってきた相棒だよ？」

　お前は迷惑かけてばかりだろう。

「でも、映画『俺おれ達たちに明日あすはない』の〝ボニーとクライド〟や、『ブラックホーク・ダウン』の〝ゴードンとシュガート〟は私達がモデルだよ」

　問題発言はよせ。四人とも実在した人物だ。

「でもでもでもーっ！」

　ええい気持ち悪い。これ以上駄だ々だをこねると、サモエド仮面[image: α]は今後一切登場させないぞ。

「じゃあしょうがないなあ……」

　白マント男が、そうつぶやきながらひょいと立ち上がりました。周りの化け物がぎょっとして、ぎゃっ！　──次の瞬しゆん間かん、一斉に襲おそいかかりました。

　起きあがった男の仮面の下に、

「ふっ──。温ぬるいよ」

　獰どう猛もうな笑えみが浮かびました。

　キラキララひゅんひゅひゅん。

　日本刀の煌きらめきと風切り音。

　わずか一秒。サモエド仮面[image: α]が右腕を振り回した後には──

　ざざざー！

　崩れる灰だけが彼を取り囲むのでした。

「さて、と」

　サモエド仮面[image: α]は、曇くもりも綻ほころびもない銀の刀身を一度下へと振り、血払いをしました。そして刀身を鞘さやに──ってさっき折れてなかったか？

「気にするな」

　刀身を鞘に収めたのでした。

　そして汚れ一つない光り輝かがやく純白のマントを──ってさっきボロボロじゃなかったか？

「気にするな」

　マントをばさっとカッコつけて払うのでした。

「さて、謎なぞのはどこに行ったかな？」

　サモエド仮面[image: α]はつぶやいて、

「くんくん、くんくん」

　鼻をならしました。やがてキノが走り去った方へとサッと目をやり、

「──こっちか！」

　犬かお前は。




　キノとエルメスは、四階にある図書室にいました。

　教室三つほどの広さに、天てん井じようまである本棚が並びます。当たり前のように誰だれもおらず、いくつかある大きな読書机の上には、避ひ難なんしたときに置き去りにされた鞄かばんや本、何かイラストとデータのようなものが書き込まれた数枚の紙やサイコロや鉛筆や消しゴムが散らかっていました。

「とりあえずは、まいたね」

　エルメスが言いました。図書室中央部の奥まった位置にある職しよく員いん用ようカウンターに、足を浮かせて座っているキノが、

「はあ……。今回はハード……。お腹なかすいた……」

　ため息と共に弱音を漏らしました。壁かべの時計が、お昼休みが半分過ぎたことを示していました。

「どうにも変だね、今回は」

　エルメスが言いました。

「確たしかに。手下がたくさん出てくるなんて卑ひ怯きよう」

「それもあるけど──」

　エルメスの真ま面じ目めな口く調ちように、下を向いていたキノが顔を上げます。

「どういうこと？」

「今までの魔ま物ものは──まあ悩みにつけ込まれて魔物にされた生徒は──ほとんどの記き憶おくや正常な判断力をなくして、自分のストレスや憂うれいを発散するために暴あばれるだけだったんだ。厭えん世せい観かんから校舎を壊こわしたり、自殺しそうになったり。それをキノが魔物を封印することで解決してきた。魔物はそれが嫌いやで逃げていた」

「なるほど。今回は？」

「今回は違う。明めい確かくな目的があって動いているね」

「どんな？」

　キノが聞いて、エルメスは、

「それは……」

　珍しく言いよどみました。キノが驚おどろいてエルメスをつまみ上げて目の前に。

「魔物の目的は何？　エルメス」

「それは……」

「それは……、謎なぞのガンファイターライダー・キノ、君自身だ」

　答えたのはサモエド仮面[image: α]でした。図書室の重い扉を静かに横に開いて、そう言いながら入ってきたのでした。

「なんだ生きてたの。──で、わたしが目的ってどういうこと？」

　キノが、あまり見せない神妙な顔で訊たずねました。

　扉をしっかりと閉めたサモエド仮面[image: α]は、そのまま無言で歩み寄り、カウンター前の本棚、少年少女向け文庫欄らんに軽く寄りかかり腕を組みました。

「つまりは……、私し怨えん、だな」

　サモエド仮面[image: α]がそう言って、

「…………」

　キノが一いつ瞬しゆん押おし黙だまりました。そして問います。

「わ──、わたっ、わたしがクラスメイトから恨まれて狙ねらわれているってこと？」

「そうだ」

　さっきまでとは別人のような真剣な口く調ちようで、サモエド仮面[image: α]は頷うなずきました。

「そんな……」

　がびーん（心理的衝しよう撃げきを受けたことを示す効果音）。

　キノにはかなりショックでした。今まで人から異常食欲を呆あきれられることはあっても、恨みや憎しみの対象になるなんて──キノは思いもしませんでした。

　がっくりと図書室の絨じゆう毯たんを見るキノに、

「悩みがあるのなら聞くぞ」

　サモエド仮面[image: α]は優やさしい声をかけるのでした。

　それでもキノはうなだれたままです。エルメスはサモエド仮面[image: α]に、

「言わない方がよかったんじゃない？」

「そうだとしたら、それは優しくないな」

「そうだけどさ」

　誰だれもが押し黙り、静かな数秒間が過ぎました。壁かべに貼はられた、〝図書室では静かに〟の文字が大きく見えました。

「……やっぱり」

　キノが、口を開きました。そして顔を上げました。そこには、決して嬉うれしそうではありませんが、何かを決意した強い瞳ひとみがありました。

「それでもやっぱり、わたしは戦って勝って、封印する。──それをやらないと……」

「それをやらないと？」

　サモエド仮面[image: α]が嬉しそうに問いかけ、キノは元気に答えます。

「いつまで経たっても、カレーうどん食べられないもんね！」

　仮面の下の口に、満足そうな微笑ほほえみが浮かびました。優しそうな口元に、白い歯が光りました。

「それでこそ、私の相棒だ！　謎なぞのガンファイターライダー・キノ！」

　キノもふっ、と笑いましたが、すぐに、

「いや相棒違うから」

　訂正はちゃんとしておきました。

「さて、〝働かざるもの食うべからず！〟　──いっちょやりますか！」

「そうだな。戦いはこれからだ。今までの戦いを振り返り、効果的な攻こう撃げき方法を考えよう」

「そうね！」

　キノがカウンターから飛び降りて、今までの戦いを振り返り、振り返って、振り返ると、

「──全すべてはアンタの登場が悪いんじゃないの！」

　キノは目の前の男に怒ど鳴なってケリを入れるのでした。

「人のせいにするのはよくないな」

　サモエド仮面[image: α]は笑え顔がおで避けました。強烈な蹴けりは本棚を凹へこまし、棚の文庫が二百冊ほど落ちました。

　そのとき、本が落ちる音をかき消すように、大きな破は壊かい音おんが響ひびきました。

「むっ！」「来た！」

　二人が同時に反応、図書室の左端天てん井じように空いた穴へ目を向けます。サモエド仮面[image: α]は抜刀姿勢、キノはポーチから散弾銃──ウインチェスターＭ１８９７トレンチガンを取り出し、じゃこん、とポンプ、散弾を薬室に送り込んで、湖の対岸を狙ねらうベネディクトや、某話の〝黒ずくめ〟のように構えるのでした。まあ同じ銃だしね。

　天井に空いた穴からは、再びあの毛むくじゃら化け物集団です。ぞろぞろです。

「あいつらはきりがない。まともに相手にするより、戦略的撤てつ退たいをしつつ魔ま物ものを捜し出しトドメをさす方がいいな」

　サモエド仮面[image: α]が言って、

「そうね。珍しく意見が一致したわね」

　キノが同意しました。

「よし、図書室右側からベランダ沿いに撤退だ」

　サモエド仮面[image: α]がそう言った瞬しゆん間かんでした。ばごんっ、と音がして、右端天井にも穴が空くのでした。当然そこからもぞろぞろと化け物が。

「あれ？」「あれ？」

　二人同時に言いました。そして完全に挟まれました。

　逃げ場ナシ。カウンターに向けて、化け物はぞろぞろと距きよ離りを詰めてきます。

「こりゃあ……。どうするのよ？」

　キノが聞いて、サモエド仮面[image: α]が答えます。

「こりゃあ……、ピンチだな」

「そうよ」

「正義の少女がピンチのとき……」

「誰だれかさんが、なんとかしてくれるのよね？」

　キノはほんの少しだけ隣となりの男に期待しましたが、

「誰だれかタスケテー！」

　大声で叫んだサモエド仮面[image: α]を見て、頼りになるのはやっぱり自分だけだと再さい認にん識しきするのでした。

　しかしこの状況は危険です。クリティカルです。

　キノが目をやります。右も左も敵──たくさんの敵。おまけにそばにいるのは頼りない男。

　そうだ、いざとなればコイツを後ろから突き飛ばして、背中を踏み台に化け物達を乗り越えて、八メートルほど離はなれた場所にある図書室入り口の扉を体当たりでぶち破って逃亡──

「これでいこうかしら……」

　つぶやいてしまうキノでした。

　じわじわと詰め寄る化け物達。二人は思わず後ずさり、背中がカウンターに当たります。

「ぬっ！」

　ふと、サモエド仮面[image: α]が何かに気づきました。その視し線せんの先は、読書机。散らかった紙とサイコロ。

「ああ……！」

　サモエド仮面[image: α]が驚おどろきの声を上げ、そして一度大きく息を吸って、ソレの名称を叫びます。

「あーる！　ぴぃー！　じぃーっ！」

　この緊きん急きゆう事態でも爽さわやかな笑いの心を忘れないサモエド仮面[image: α]を、

「ボケっ！　──びっくりしたじゃないの！」

　キノは平手ではたくのでした。

「今度やったら耳のそばで銃撃うつわよ！」

「ゴメンナサイ」

　二人が漫才を繰くり広げる間も、化け物はその数を増し、じわりじわりと迫ってきます。図書室を化け物が埋め尽くし、化け物八割に床が二割。化け物が多くて絨じゆう毯たんが見えません。

「ピンチ増量中」

　エルメスが言いました。そのとおりでした。

　ふと、サモエド仮面[image: α]が言います。

「ここは私に任せて、謎なぞの中略キノ──、君は行くのだ。君の明日あしたのため、私は今日きよう死ぬのだ。それは意味のあることなのだ」

　自己犠ぎ牲せい精神輝かがやくとても美しい台詞せりふでしたが、

「うん。わざわざ言われなくても、もうさっきからずっとそのつもりだったけど……、これだけ囲まれるとちょっとね」

　キノの返事は身も蓋ふたもありません。

　もう三メートル先まで迫ってきた化け物達。二人の頰ほおを汗が流れました。わずか二話で学園編へんは終わってしまうのか？　二人と作者が心配になったそのときでした！

　ばごんっ、という音。それは重い扉が室内へと蹴けり破られる音。

　顔を上げるキノ、そしてサモエド仮面[image: α]。

　すっ飛んできた重い扉は、そこにいた化け物数匹を踏みつぶしました。その手前に、一人の人間が立っていました。

　黒い服を着ていました。黒いブーツ黒いパンツ黒いダブル合わせの膝ひざまであるロングコート黒いグローブ。上から下まで、隅から隅まで黒でした。ややうつむいた顔で表情を隠すサングラスも、黒でした。

　髪は白でした。シミ一つない純白でした。長い純白の髪をオールバックにして、後ろで一つに纏まとめて背中に垂らしていました。

　背はそれほど高くない男でした。この学校の生徒と言っても通じるかもしれません。

「…………」

　男は無言のまま、両足を適度に開き、何も持っていない両手を静かに垂らし──まるで彫像のように図書室入り口にたたずみます。

「えっと、危ないよ」

　キノが言いました。周りは化け物だらけ。それを知っていて、ここに飛び込んだのでしょうか？

「……あの男……、あのコート……。まさかっ！」

　サモエド仮面[image: α]の驚きよう嘆たんと同時に──きぇーっ！　一匹の奇声を合図に、周囲の化け物が一斉に男に襲おそいかかりました。

　ああもうダメです、何も知らずに食後の読書にでもと図書室にちょっと乱らん暴ぼうに飛び込んだ彼は、何も分からないまま化け物にズタズタにされるに決まっています──キノが目の前でこれから起こる惨さん劇げきに覚悟を決めたとき。

　しゅん、しゃきん。

　男が、軽く両手を振り下ろしました。それだけでした。コートの両りよう袖そでから、黒い塊が滑り出てきました。それは銃でした。左右同じ銃が袖から飛び出し、両手に握られました。瞬まばたきの瞬しゆん間かんに両手に握られた銃──まるで手品のようでした。

「ウージーだ」

　キノが言ったとおり、それはウージーと呼ばれるイスラエル製のサブマシンガンでした。後部にある折り畳み製金属ストックは取り外されています。全長は約五十センチ。高さは、長い弾倉が下に突き出ているので三十センチほど──〝ちょっと待てなんでそんなデカイ銃が袖の中に入っているんだよ？〟と思った読者のあなた。まあ気にするな。

　いま二丁のウージーを手にし、九ミリ拳けん銃じゆう弾だん四十発（×２）の戦せん闘とう力りよくを持った男は、ゆっくりと顔を上げました。それは少年の顔でした。白い髪に細面、漆しつ黒こくのサングラスがキノとサモエド仮面[image: α]を映します。

　左右から襲おそいかかってきた化け物が、いよいよ爪つめを振り下げようとしたとき──少年が動きました。

　一いつ瞬しゆんの動きで両腕が彼の顔の前でクロスされます。一見前から殴られるのを防ぐ姿のようでしたが違います。彼は右手の銃を左に、左手の銃を右に向けたのでした。

　ばらららっ！

　二丁が同時に火を吹きました。空から薬やつ莢きようが数個躍おどり出て、それが絨じゆう毯たんに落ちる前に左右の化け物は消えていました。

　少年が腕を大きく真横に広げました。その動きは恐ろしく素す早ばやく、途中が見えません。また撃うちました。化け物が消えました。上から飛びこんできた化け物に右手の銃が、斜め右後ろからの化け物には左手の銃が向けられ、共に一いつ瞬しゆんで灰と消えました。

　それから先は、まるで精巧な機き械かい仕掛けの人形が踊る様を見ているようでした。少年はそこから一歩も動かず、周囲三百六十度、そしてさらに上からも襲いかかる化け物の群を、的てつ確かくに、そして瞬時に銃口を向け、一番近いモノから順じゆん繰ぐりに屠ほふっていくのです。その腕の動きがあまりにも早く、しかし撃った瞬間にピタリと向けられた様はよく見えて──腕と銃と硝煙が創つくり出す残像が、その少年をまるで千せん手じゆ観かん音のんに見せてしまいます。

「…………」

　キノは何も言わずその姿に見入り、その隣となりで、

「なーむー。ありがたやありがたや」

　サモエド仮面[image: α]は手を合わせて拝んでいるのでした。

　襲いかかる化け物と、バリアのようにそれを塞ふさぐ少年。

　おっと今、右手のウージーの弾丸が尽きました。刹せつ那な──少年はマガジンキャッチを押して空の弾倉を絨毯へ落としつつ、銃を持った手を下へと九十度曲げました。すると袖そでの中から弾倉がしゅるりと出てきて、グリップの中に一瞬で収まりました。これでまた四十発の乱れ撃ちです。右が再び撃ち始めた瞬間に、左もまた再さい装そう塡てん。この少年に隙すきなどないのでした。再び撃って撃って、撃ちまくりました。

　終わった後に考えれば、全すべてはわずか四秒ほどの出来事だったのでした。

　銃声がピタリと止やみ、ウージーが両袖に吸い込まれて消えました。そして少年が千手観音から登場したときのポーズに戻ったとき、図書室にもう化け物は一匹も見えなくなっていたのでした。

　最後に空に飛んだ空薬莢が、机の上に落ちてカチンと鳴なり響ひびきました。




　からからころころ……。

　空薬莢が転がる音が止むと、図書室は静寂に包まれます。

　壁かべに貼はられた、〝図書室では静かに〟の文字が数発の銃弾によってえぐられ、〝図書室では主に平野部に雨が降る〟──そう読めました。

「す──」

　驚おどろいて目を見開いていたキノが、

「すごいっ！」

　笑え顔がおで驚きよう嘆たんの言葉を述べ、ぱちぱちぱちと嬉うれしそうに手を叩たたきました。コイツが誰だれであれ、今のキノには命の恩人です。ピンチで実に頼りになる格好いい人でした。

「…………」

　少年は無言のまま、サングラスにキノを映し続けます。

「君凄すごいね！　──いまのびゅーっ、ばばばっ、びゅっ！　っての凄い凄い！　どうやったの？　どこで誰に習ったの？」

　浮かれるキノの脇わきで、

「まさか……。この目で見ることになるとは……。長生きはするものだ」

　サモエド仮面[image: α]が、爺じじ臭くさい台詞せりふをつぶやきました。

「知ってるの？」

　キノが隣となりに顔を向けて聞きました。するとサモエド仮面[image: α]は小さく頷うなずき、

「〝銃じゆう七しち乗じようの拳けん法ぽう〟」

　真剣な口く調ちようでそう答えるのでした。

「何それ？」

「銃七乗の拳法……。

　閉へい鎖さされた空間における近接戦せん闘とうにおいて世界最強を誇る究極の拳法。敵の攻こう撃げき位置を数々の過去の戦闘統計から予測、それを回かい避ひしつつもっとも効果的な攻撃位置に立ち、両手に持った銃で一方的に攻撃──それが基本であり真しん髄ずいである。

〝銃とこの拳法で戦闘能力が七倍に引き上がる〟、のが名前の由来。近年のスーパーコンピューターによる解析で、修得により攻撃力は一気に１２０％増量（当社比）、風邪かぜ気味や悩みごとを抱えていて調子が悪いときでも、その半分の60％（前年度比）はいけることが分かっている。

　雛ひな形がたの発祥は他の武術に違たがわず古代中国とされているが、詳細は不明である。そして名前でお気づきになった人もいると思うが、この拳法を世界で最初に確かく立りつ、記き録ろくとして残したのは聖しよう徳とく太たい子しである。

　聖徳太子が、一斉に襲おそいかかってきた十人を瞬しゆん殺さつしたエピソードは夙つとに知られているが、それはこの拳法なくしては決して成し得なかった。そもそも聖徳太子は、〝将しよう禿とく対たい死し〟が本来の書き方であり、〝頭が禿はげるほどの経けい験けんを積つんだ武将であっても、彼と敵対すれば死ぬしかない。それだけの凄腕である〟──これがその意味であった。〝聖徳太子〟は近年の当て字である。彼の恐ろしさはシルクロードを越え伝わり、欧州はアイルランドのひなびた漁村にまで知られていた。そのあまりの恐怖ゆえ、アルフレッド・ノーベルが対抗措置としてダイナマイトを発明したのは有名な話である。

　なお、聖しよう徳とく太たい子しが終身愛用した当時最さい新しん鋭えいの戦せん闘とう用よう拳けん銃じゆう・〝久礼離駆願クレリツクガン〟（久しい者にはちゃんと礼を言うべし。たとえ遠く離はなれていても駆けつけてその者の願ねがいを叶かなえよ、が意味。漢詩の一節）が今も京都の嵐あらし山やま博はく物ぶつ館かんに展示されているが、エンタシスが見られる木製銃身には絡み合う二匹の龍りゆうが精巧に手彫りされ、グリップには鳳ほう凰おうを刻んだ象ぞう牙げ、和紙製の薬やつ莢きようには翡ひ翠すいが埋め込んであるという非常に凝こった造りがなされている。法ほう隆りゆう寺じの玉たま虫むしの厨ず子し、中ちゆう宮ぐう寺じの天てん寿じゆ国こく繡しゆう帳ちようなどと並び、飛鳥あすか文ぶん化かを代表する貴重な文化遺産である。

　拳けん法ぽう修得者が戦闘時に着用する黒いダブル合わせのロングコートは、当時華やかだった仏教文化の影えい響きようで〝僧衣〟と呼ばれ、この武術を極めた上位十二名のみが通販やネットオークションで購こう入にゆうできた激げきレアグッズであった。

　ミンメイ・パブリッシング・カンパニー刊・『銃の歴史と日本の歴史　～ガーン！　撃うつだ死のう～』より」

　サモエド仮面[image: α]が、長い引用を一気に喋しやべって、キノの質問に答えました。

〝銃じゆう七しち乗じようの拳法〟の遣い手少年は、その間もピクリとも動かずに立っていました。サングラスの下の口元も微動だにせず、まるで彼には感情が欠落しているかのようです。

「ふーん。よく分からないけど凄すごいんだ」

「ああ。私も、その遣い手を見るのは初めてだ……」

　そしてサモエド仮面[image: α]は少年に顔を向け、

「──貴殿！　我が名は〝剣と愛と真実の伝道師・サモエド仮面[image: α]〟！　そしてこちらはその相棒、〝謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ〟！　共に正義をこよなく愛し、この学園をどんな汚い手段を使っても守らんと日々奮闘中のナイスピープルだっ！」

　堂々とした名乗り。相棒違うからね、とキノの補足。

「我らはやや危険な状況ではあったが、実際はソレくらいどうってことはなく助けなど必要ではなかったが、それでも助けてくれて心から感かん謝しやしてやる！　ダンケシェーン！」

　サモエド仮面[image: α]、さっきと言っていることが全然違います。礼を言っているのか小こ馬ば鹿かにしているのか分かりません。

「銃七乗拳法遣いよ！　名を聞こう！」

　サモエド仮面[image: α]がそう訊たずね、キノもまた少年の反応を待ちました。この凄腕の新キャラは、一体全体どんな名前なのでしょう？　わくわく。

「僕の名前は──」

　少年が初めて口を開きました。少年らしい、澄すんだ声色でした。

　僕の名前は、少年はもう一度くり返し、そして短く言うのでした。

「──〝ワンワン刑事でか〟」

　わんわんでか。

　わんわんでか。

　わんわんでか。

「〝わんわんでか〟？　おいおい。ヒデー名前だな」

　サモエド仮面[image: α]が呆あきれながらそう言って、

「アンタにだけは言わせたくないわーっ！」

　キノが隣となりの男を蹴けり飛ばしました。勢いよく。

「あう」

　棚の百科事典に激はげしく顔を突っ込んだサモエド仮面[image: α]を無視し、キノはワンワン刑事でかに話しかけました。

「助けてくれてどうもありがとう。ワンワン刑事さん」

　そして両手を揃そろえてぺこりとお辞じ儀ぎ。

「…………。えっ、えっと……」

　ワンワン刑事は、女性と生まれて初めて話したかのようにたじろぎました。その口元に、照れと焦りが浮かびました。

　キノはそんなシャイなワンワン刑事に、くすりと微笑ほほえみを返してしまうのでした。いっそう照れるワンワン刑事。いやあ青春だね。

「礼なんて、いらない。僕の使命は、悪を倒すこと」

　ワンワン刑事の静かで上品な言葉。

「それでもありがとう。──ねえ、これからわたしは、さっきの化け物を操あやつっていた魔ま物ものを封印しないといけないの。そこで、腕のたつあなたにお願ねがいがあるの。一ついいかしら？」

　キノが聞いて、ワンワン刑事は静かにしっかりと頷うなずきました。キノを映していたサングラスが、足下で百科事典に突っ込んだままの、仮面と耳がついた頭の周辺をたくさんのヒヨコが飛び回っているサモエド仮面[image: α]を映し、またキノへと戻りました。

「じゃあお願い！　──そこにいる変態の仮面男が邪魔しないように、見張っていて！」

「？」

　ワンワン刑事が意表をつかれた隙すきに、

「エルメス、変身！」

　キノが号令。

「分かった！」

　ポーチ脇わきにぶら下がっていたストラップのエルメスが、返事と共に空中に飛び出して光に包まれました。

　光が消えたとき、そこにあったのは一台のバイク。エルメスの変身です。そこにあったのは、一台のオフロードバイクでした。キノがまたがって、キックスターターを蹴り下ろし、ぱいーんっとエンジンをかけました。

「じゃあよろしくー！」

　キノは爽さわやかな笑え顔がおでそう言い残し、エルメスを発進させました。崩れた本の上を走り抜けて、ワンワン刑事でかがぶち破った扉から勢いよく出ていくのでした。勢いがよすぎて、

「おっとあぶない」

　向こう側の壁かべにぶつかりそうになったのはご愛敬です。

「…………」

　白い煙と共に残されたワンワン刑事が、その姿を無言で見送りました。




　廊下を暴ぼう走そうするキノとエルメスは、

「感知した！　魔ま物ものは屋上だよ！」

「了解！　──もう絶対に逃がさないよ！」

　続いて階段をかけ登っていくのでした。前にも書いたけど、バイク乗るときはヘルメット被かぶろうね。転んだら洒落しやれにならないからね。




「…………」

　一方図書室では、ピヨピヨ頭で倒れているサモエド仮面[image: α]を、ワンワン刑事が静かに見下ろしていました。ヒヨコの数はさっきより減りましたが、やはりサモエド仮面[image: α]は動きません。

　しゅん、しゃきん。

　ワンワン刑事が軽く両腕を振り下ろし、両りよう袖そでからＰＰＳｈ41サブマシンガンがすべりおりてきて、その手にしっかりと握られました。旧ソビエト製。肩につけて狙ねらえる木製ストックがついているので、全長は約八十四センチと長いです。中心部分にフィルム缶のような丸いドラム型マガジンがついていて、その装弾数は七十一発を誇り──え？　さっきの銃と違う？　いいじゃん。

　ワンワン刑事がゆっくりと両手を持ち上げて、ＰＰＳｈ41の二つの銃口は、ピタリとサモエド仮面[image: α]の後頭部へ。

「こんなに早く……、チャンスが訪れるとはね……」

　ワンワン刑事がつぶやきました。サングラスで見えませんが、たぶん睨にらんでいるのでしょう。

「この日を、この瞬しゆん間かんを、どれだけ待ちわびたことか……」

　おやおや、サモエド仮面[image: α]のことをワンワン刑事は知っていたみたいですよこの口振りでは。

「あなたには失望した」

　矢望していたみたいですね。

「あなたは堕落してしまった」

　墜落していたみたいですね。

「だから……、僕はあなたを抹殺する」

　抹茶パフェは美味おいしいですね。

「さあ……。この惑星があなたの死に場所だ……」

　ワンワン刑事でかの両人差し指に、じわりと力が入りました。

「くたばれっ！　ヘタレ侍！」

　ずだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだっ！




「んっ？」

　階段をかけ登っていたキノが、ふと踊り場でエルメスを止めました。そして、今自分が走ってきた方へと顔を向けました。

　エルメスがどうしたのと訪ね、キノは一いつ瞬しゆん悩んだあと、

「なんでもない。──たぶん気のせいでしょ」

　そしてキノは、再びかけ登るために顔を前に向けました。

「誰だれかに呼ばれたような気がしたんだけど……」

　キノが再び走り出し、踊り場から消えます。




　さわやかな夏の風が、誰もいない踊り場を通り過ぎていきました。

　どこから入ったのでしょうか？　踊り場の手すりに、純白のハトがとまっていました。

　まるで前を横切る相手をなくしたかのように、そのハトはいつまでも佇たたずむのでした。

　いつまでも──

　いつまでも──







　学園キノ第二話

『さようならサモエド仮面ならびにサモエド仮面[image: α]。今永遠の旅立ちグッバイ』

　─Good-by for Good,SAMOYEDO-KAMEN and SKa…─

　完！

　今までご声援ありがとうございました！　時雨しぐ沢さわ恵けい一いちの次回作にご期待下さい！







●編へん集しゆう部ぶからのお知らせ──『あなたがハトの名付け親になろう！』のコーナー

この話の最後に登場した純白のハトの名前を大募集します！　審しん査さ員いんは時雨しぐ沢さわ恵けい一いち・雨あめ沢さわ恵めぐみ一はじめの両先生です。




【応募方法】あなたの考えた名前（カタカナで十一文字以内・お一人様一つまで）を紙に書いて、それを利き腕側のポケットに入れて東の空に向かって電波を飛ばしてください。




「〝ジョン〟がいい！　──ジョンだよジョン！　ちなみに必ず〝さん〟をつけろよ凸でこ助すけ野郎！」

　サモエド仮面[image: α]が嬉うれしそうに言って、

「何っ！」

　ワンワン刑事でかが驚きよう愕がくの表情（注・サングラスはまだつけている）で振り向きました。ワンワン刑事はＰＰＳｈ41を袖そでにしまい、倒れたままのサモエド仮面[image: α]に背中を向けて蹴けり飛ばした扉を几き帳ちよう面めんにもちゃんと元に戻してから図書室から去ろうとしていた真っ最中でした。

「〝ジョンさん〟だめ？　──じゃあ」

「なぜ生きている……？」

　ワンワン刑事がそう言うのも至極もっともで、カウンター前の絨じゆう毯たんは真まっ赤かに染まり、なんかピンク色のやばそうな体たい組そ織しきみたいなものも辺り一面にぐちゃぐちゃになって飛び散っています。そしてサモエド仮面[image: α]は、頭のてっぺんから胸まで真っ赤でありました。マントも。

　そしてサモエド仮面[image: α]は、ひょいと立ち上がりました。赤い液体が顎あごを流れ、一滴落ちました。

「ああこれか。──ワンワン刑事よ、トマトという野菜は知っているな。中には果物とみる者もいる。ちなみに英語だと発音は〝トメィトー〟。アクセントはメィにある。〝トマトが赤くなると医者が青くなる〟という諺ことわざがあるほどナイスに栄養素を含み、特に水溶性食物繊せん維いであるペクチンは便秘予防に効果があるばかりではなく、成人病防止にも活かつ躍やくするとされる」

「まさか……。この赤いのはそれだと言うのか……」

「そのとおりだ。私は撃うたれた瞬しゆん間かんに体をトマトにしたのだ」

　噓うそつけ。いくらお前が変態でも、そんなことできるものか。

「ごめんなさい。──実際は飛んできた弾の一つ一つを、ポケットから出した粒ぞろいのトマトで受け止めただけだったんだ。タネをあかすと大したことないね、てへ」

　いや十分スゲーんですけれど。

「…………」

　ワンワン刑事も絶句です。ちなみにこいつはなんの遠えん慮りよもなく引き金引きっぱなしで百四十二発全部を撃ちました。

　ワンワン刑事でかが呆あきれているその隙すきに、サモエド仮面[image: α]は身み繕づくろいをはじめました。トマトで汚れたマントや詰つめ襟えり学生服を、胸ポケットから出したシルクのハンカチーフで軽く払います。すぐに純白の、いつもの姿を取り戻しました。

「さて、と──」

　仮面の下で、白い歯が光りました。

「先ほどの話を総合すると、君は私のことをよく知っているみたいだな。ワンワン刑事よ。そして恨んでいる」

　ワンワン刑事は先ほどまでのクールなスタイルを取り戻し、そして静かに頷うなずきました。

「だがそれは、残念ながら勘違いだ。君の恨んでいる人は、どこか別にいる」

「なぜそう言える……？」

「それはな──」

「それは？」

「私のこの変身があまりにも完かん璧ぺきであるからして、元が誰だれかなんて誰にも全然分からないからだ！」

「…………」

「だからさー、君が恨んでいる人と私がたまたまなんとなく似ているだけで、そんな理由で狙ねらわれるのは災さい難なんだな、私」

「…………。なんかもうこれ以上話しても無む駄だみたいなので──、実力行使続けていいでしょうか？」

　ワンワン刑事が訊たずね、

「正義を愛する者としては、勘違いで命を狙われるのは性しように合わないが、降りかかるキノコの代金は払わねばならない」

　サモエド仮面[image: α]が答えました。そして左手で刀の位置を確たしかめるのでした。

　しゅん、しゃきん。

　ワンワン刑事の無言の行動。両手には先ほどキノも使った、ただしサウンド・サプレッサーはついていないＰ90が握られていました。

　荒れ放題の散らかり放題でぐちゃぐちゃの図書室にて、対たい峙じする二人の距きよ離りは約五メートル。

「第二ラウンド──だな。もうポッケにトマトがないので、今回は刀で勘弁してもらうよ」

　サモエド仮面[image: α]の楽しそうな台詞せりふを、

「最終ラウンド──ですよ。食べ物を粗末にする人はろくな死に方をしません。それをここで証明しましょう」

　ワンワン刑事が訂正しました。

「いいだろう、ドンパチ拳けん法ぽう遣つかい。──少しは楽しませてくれるよな」

「ええ。──楽しかった記き憶おくを手みやげに逝いってください。おさげの彼女が待っていますよ」

　しゅっばばっ！

　サモエド仮面[image: α]の抜刀と、ワンワン刑事でかの腕が動くのが同時でした。

　そして──




　青い空が輝かがやく屋上に、キノがエルメスに乗ったまま飛び出してきました。

「見つけた！」

　キノが叫んだとおり、そこには身の丈五メートルの魔ま物ものが、まるで待ちかまえていたかのように立っているのでした。

　キノは急ブレーキ。後こう輪りんを横に滑らしながら停車します。キノは右手をびしっ！　と指して、

「ここであったが百年目！　覚悟！」

「時じ代だい劇げき？　昨夜ゆうべ見た？」

　エルメスがちょっと訊たずねました。

　魔物は魔物で、その戦いを待ちこがれていたかのように、わおーん、と一度吠ほえました。そして両腕を前に。やる気満々のファイティングポーズでした。

「さあキヤガレこの食欲女！」

　エルメスが代弁しました。キノが拳こぶしでエルメスのタンクをブッ叩たたきました。

「イテ」

　キノはポーチを開けて、中からスペイン製リャマ社製のＭ87を取り出しました。重さ一キロを超える大型の自動拳けん銃じゆうです。この選択に別に意味はなく、ポーチの一番上にあっただけでした。

「行くよエルメス！」

　キノは左手にそれを持ったまま、右手でアクセルを開けると同時に、左足でギアを踏み込みました。後輪が空転した後、弾はじかれたように走り出しました。

　がおー。

　魔物が吠えました。

　さほど広くない屋上で、こっちはこっちでバトルが始まるのでした。




　さてバトル二元中継のもう一方。

　変態侍と恥ずかしい名前の黒ずくめの戦いは、場所を変えて続いていました。今二人がいるのは、広くて机が並びごちゃごちゃに汚れている職しよく員いん室しつです。

　戦せん闘とう開始直後──ワンワン刑事の両手のＰ90連射攻こう撃げきを、サモエド仮面[image: α]は全すべて刀ではじき返しました。ワンワン刑事が撃うちながら下がり、先ほど自分が直したドアに背が触れて、

「逃げ場はないぞ！」

　サモエド仮面[image: α]の横よこ薙なぎが一いつ閃せん、しかしワンワン刑事は、これが目的でした。さらりと空中跳ちよう躍やくで身をかわすと、サモエド仮面[image: α]の顔面に両足キック、その反動で小柄な体を飛ばし、直前日本刀が切り目を入れたドアへ体当たり。

「せっかく直したのに……」

　そうつぶやきながらドアをぶち抜いて、廊下で回転受け身をとりました。すぐに起きあがり、体勢を立て直すために階段を駆け下りて逃げたのでした。

「ふっ、やるじゃないか」

　サモエド仮面[image: α]はそう言いながらゆっくりと追跡に移りました。その際、鼻血が面おも白しろいほどダラダラと流れていました。

　でもって職しよく員いん室しつで、ワンワン刑事でかは袖そでからベレッタＭ12サブマシンガンを滑り落とし、数学教きよう諭ゆの西にし崎ざき先生の机に背中をつけて座っていました。ちなみにＭ12データはこちら[image: →]全長四十センチ強、九ミリ弾四十発マガジン、撃うちやすいように前方にもグリップがあるけどワンワン刑事は使わないね。

　今、廊下に面した曇くもりガラスに人ひと影かげが映りました。それが入り口へと近づいていき、

「こー、こー、かー。みー、つー、けー、たー、ぞー」

　お化けのような台詞せりふと共に、しゅんしゅしゅしゃきーん──ドアを九つの部品に切り分けながら、サモエド仮面[image: α]が入室してきました。ていうか普通に開けろよ。

　ワンワン刑事が静かに立ち上がり、堂々と迎え撃ちました。

「終点が職員室とは上出来ではないか」

　サモエド仮面[image: α]のどこかで聞いたような台詞回し。

「ここが職員室ですって？　ここは墓場さ、あなたと僕の──と言いたいが、あなただけのね」

　ワンワン刑事もノリがいいです。しかしこのパターンですとサモエド仮面[image: α]が悪役です。まあいいか。

「いざ」

　サモエド仮面[image: α]が刀を上段に構え、

「来い」

　ワンワン刑事が目の前でベレッタをクロス。

　次の瞬しゆん間かん──二人は交こう錯さく。

　しゅんしゃきんばばばキラキラしゅばばばずきゅんばんばんしゅびっひゅんどばばば。

「やるじゃないか、ワンワン刑事！」

「くっ、早い！」

　えっと……、とりあえず職員室で、机の上のテスト用紙を旋風で散らかしたり、飲みかけで置いてあったコーヒーのマグカップを銃弾でぶち割ったり、壁かべに飾られた歴代教頭の写真を射い貫ぬいたりしてバトルは続いているのですが……。

「まだまだっ！」（サモエド仮面[image: α]）

「させるかっ！」（ワンワン刑事でか）

　ばきゅんしゅばっだだだきゅんかきーんずばばばば。

　ちょっと、オマエら、動きが早すぎて描写が追いつかない。少し落ち着け。

「温ぬるいっ！」（サモエド仮面[image: α]）

「左かっ！」（ワンワン刑事）

　だからおちつけって……。えっと、今何やったサモエド仮面[image: α]？　刀が光って……。あとは、ワンワン刑事が右手のベレッタで受け止め──左か。左手ので受け止めて……、ああもうサモエド仮面[image: α]少し止まれ。早すぎだ！

「そこだっ！」（サモエド仮面[image: α]）

「はっ！」（ワンワン刑事）

　かきんかきんばんばんきゅんしゅばばば。

　あっと……、もうワカンネーや。二人が残像も見せずにトンでもない早さで動いていますね。散らかっていた職しよく員いん室しつがもっと散らかっていきますよ。壁かべとか撃うたれて穴空いています。

「コラ！　ちゃんと私の勇姿を描写しろ！」（サモエド仮面[image: α]）

「僕の活かつ躍やくも描け！」（ワンワン刑事）

　だから二人とも早すぎるんだって。少しはスローダウンしろよ。

「本気の戦いにローギアなどない。なんとも筆力のない作者だな」（サモエド仮面[image: α]）

「それには同意だ」（ワンワン刑事）

　ムカッ！

　おいっ、二人とも調ちよう子しに乗るんじゃないぞ！　いいか、地の文というのはキャラの行動はおろか心理状態まで描写してしまえるんだ！　それはつまり、二人の行動も考えもこちら次第というわけだ！

「だから何だ」（サモエド仮面[image: α]）

「ヘタレ三文文士が偉そうに吠ほえるな」（ワンワン刑事）

「コイツから先にやってしまうか？」（サモエド仮面[image: α]）

「同意だ。地の文などもういらない」（ワンワン刑事）

　何ぃー！　二人して地の文を攻こう撃げきしようというのか！　作者たる私を攻撃しようというのか！

「うん」「うん」

　…………。

　はっ！　──いいだろう！

　その勝負受けて立とう！

　昔から言うだろう──〝ペンは剣よりも強し〟だ！　作中のキャラなど、それをタイプしている作者の思いのままであると証明してやろう！　オマエら二人など、指先一つでダウンさ！

　さあ！　どこからでもかかってこいっ！

「とう！」「はっ！」




　なぜだろう？　何も見え

　俺おれ　ふし　　　　　　　　た。

　　　か　ない

　お

　　　　作者なのに……




　　ぬ？




「さて、ワンワン刑事でかよ。思わぬ邪じや魔まが入ったが、それも退治した。血沸き肉躍おどる戦いを続けようではないか。

　私──サモエド仮面[image: α]──は作者を斬きり捨てた愛刀を一度血払いし、なかなかの好敵手であるワンワン刑事へと向き直った。彼は出来る。こんな戦いも久しぶりだ。まあ何があっても私は負けぬのだが」

「望むところです──。

　僕──ワンワン刑事──は作者を撃うち抜いたベレッタを放棄、両りよう袖そでから新たなる銃器、ブルパップ式のブッシュマスター・サブマシンガンを滑り落とした。弾丸を刀で弾はじくような敵だ。小口径高速弾である五・五六ミリの初速の速さを活いかすしかない」

「いい度胸だ──とうっ！

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、私は後ご藤とう先生の机を乗り越えた。歴史担当の中年の教師だ。そしてなぜ後藤先生のなのかというと、几き帳ちよう面めんな彼の性格が現れていて、比較的机が整せい理り整せい頓とんされている。つまり足場が非常に安定しているからだ。瞬しゆん時じにこれくらいの判断が出来ぬようでは、職しよく員いん室しつで戦うのは止やめた方がいい。──ワンワン刑事の左上面から、体の落下速度を活かした袈け裟さ切ぎり、さあどう受ける！」

「左──。

　僕は瞬時に、攻こう撃げき方向並びに方法を理解し、統計学的に予想される攻撃筋を記き憶おくから呼び起こす。僕が何もしなければ、左肩付け根から右脇わき腹ばらまで刀身は通り抜けるだろう。そして僕は動く。一ミリたりとも無む駄だな動きはしない。足の位置はそのまま。右足に七十パーセントの体重をかけ、加重に備える。左腕上腕を水平位置に上げる。前腕部を百四十度開き、手首を左に二十度ひねる。これで左のブッシュマスターの一番頑強な箇所、機き関かん部ぶで刃やいばを受け止める。サモエド仮面[image: α]はそのまま、体たい軀くで劣る僕を押し倒しにかかるだろう。同時に僕は、右足の力を瞬しゆん時じに緩ゆるめる。体を崩し相手の力を逃がしながら、〇・〇〇二秒ほどの隙すきを創つくり出す。そして次に彼が見るのは、額ひたいの前二十九センチにある右手ブッシュマスターの銃口、そして炎」

「カキン──やるな、ワンワン刑事でか。

　刀と銃が創った火花を見て、私はこの攻こう撃げきが失敗したことを知った。ワンワン刑事は太刀たち筋すじを完かん璧ぺきに読み、対処方をしっかりと考えてきた。失敗を知った以上無む駄だな攻撃はしない。私は腕に渾こん身しんの力を入れた。それはワンワン刑事を押し倒すためではない。コイツほどの腕だ、そんなのは読んでいるに決まっている。勝負とはいつも騙だまし合いだ。敵の裏の裏を読む。──腕の力は、受け止められた刀を踏み台にして、私の体を回転させるために働く」

「もらった！　左腕に伝わる衝しよう撃げきが、僕の読みの正しさを証明し、相手の黄泉よみの国への旅立ちを誘う。しかし、右足の力を抜こうとしたその時──僕はサモエド仮面[image: α]のシルクマントが大きく上方へとたなびくかすかな音を聞いた。なぜ？　──押し倒しにかかるとすればそれは絶対にありえない。そうか──右足に再び力が入る。今ここで体を崩したら僕の負けだ！」

「わははっ！　──美しき白き騎き士しの華か麗れいな舞まい。おおサモエド仮面[image: α]は、驚きよう異い的てき身体能力を以もつてして職しよく員いん室しつを舞う。何という美しさ。空中たなびくマントは、まるでスワンの翼つばさ。～彼こそが剣士ー♪　ホントの剣士♪　正義を守る、純白のながれーぼーしー♪～　思わず口から二番がこぼれる。ラジカセがないのが本当に惜しい。今度はコーラス部から盗んでこよう。その前にワンワン刑事を倒さないと。じゃあ次の攻撃だ。えい」

「くっ──心理攻撃の一種なのか、変な歌を上じよう手ずに歌いながら僕の体の上を飛び越えていくサモエド仮面[image: α]は、前方回転の力をそのまま刀の動きへと繫つなげてきた。下から上への切り上げ。もし僕が、右腕のブッシュマスターを最初の思いどおり左へと向けていたら、右腕上腕部は切られていただろう。カキン。火花。今度は右腕に衝撃」




（注・ここから先は、サモエド仮面[image: α]とワンワン刑事にボコボコにされた時雨しぐ沢さわ恵けい一いちに変わって、雨あめ沢さわ恵めぐみ一はじめが執筆を担当します。）




　すたっ──ばきっ！

　空中で三回も回転し、その度に白刃を振るったサモエド仮面[image: α]は、後ご藤とう先生の机から、別の列にあったベーカー先生の机の上に土足で着陸して、彼のワイフとベイビーが笑え顔がおで映っている写真入れを踏みつぶして壊こわしました。ちなみにベーカー先生はアメリカ・ミズーリ州出身の英会話教師です。金髪の髭ひげがトレードマーク。

　すぐにワンワン刑事へと振り向き、銃撃に備えて下段で構えます。しかし、

「貴方あなたは──」

　弾丸ではなく言葉が飛んできました。ワンワン刑事は両手を下げたまま、サングラス越しにサモエド仮面[image: α]を見上げて睨にらんでいました。

「貴方あなたは、そこまでの腕を持ちながら──」

「何だ？　ワンワン刑事でか。今さら誉ほめても何も出ないよん」

　ワンワン刑事は、〝いやほんと理解できない〟と言いたげに、何度も首を振りました。




「逃げるなー！」

　キノが叫びながら、エルメスを走らせながら、左手のＭ87を連射しました。魔ま物ものはすたこらと背中を向け、ビシバシ撃うたれているのも構わずに屋上を走り逃げます。そしてそのまま、階段や踊り場を内包する正方形の建物の裏手に。

「逃がすかー！」

　キノが叫びながら、追つい撃げき。バイクの速さをもってして裏に回り込んだ瞬しゆん間かん──

「あれ？」

　目の前に魔物の太い腕が。

「きゃっ！」

　哀れキノは、ひょいと伸ばされた腕に自らぶつかっていき、強烈なラリアットをくらってしまうのでした。無人のエルメスはそのまま走り、すぐにひっくり返って柵さくにぶつかって止まりました。ミラーとウインカーが割れました。

「非道ひどい……。キノも考えなしに動くから」

　がおっ、魔物が倒れたキノを踏ふみ潰つぶさんと、アフリカ象のように太い足を持ち上げます。踏み下ろされた足を、

「わっ！」

　キノは間一髪、体を回転させて避けたのでした。しかし──。

「え？　──うわー！」

　その両足を太い腕がむんずと摑つかみ、哀れ逆さ吊づりに。Ｍ87も放り投げて、必死にスカートを押さえるキノでした。

「ぐるるるるるるる」

　魔物が唸うなりました。そしてどしんと、一歩を踏み出します。そこにあるのは柵。その先には何もありません。二十メートルほど下に見えるは、誰だれもいない運動場。

「え？　ちょっとまさか──」

　キノが慌てました。

「ぴーんち」

　エルメスがぼやきました。




　職しよく員いん室しつ。

　やかましい銃声が響ひびき渡ります。ワンワン刑事が、両手のブッシュマスターを連射していました。腕をピンと伸ばし、五メートルほど離はなれた机の上に立つサモエド仮面[image: α]へ、引き金引きっぱなしのフルオート射しや撃げきです。

　しかしサモエド仮面[image: α]は、その弾丸全すべてを刀身で弾はじいているのでした。弾きながら、

「だからさー、相手の狙ねらう先をしっかり見ている私には銃撃なんて効かないんだって。実際、銃とは不便な武器だね。小さな弾丸は当たるところにしか当たらないし、道中直ちよく線せんしか描かない。三次元の中で二次元的な攻撃しかできない。なんてまあ中途半端な武器だろうね」

　カチン。

　全弾撃うち切って、

「くっ！」

　ワンワン刑事でかは口元に悔しそうな歯ぎしりを浮かべ、ブッシュマスターを捨てました。散らかった空から薬やつ莢きようの上に、どがしゃん、と落ちました。

　しゅん、しゃきん。

「ふむ。次は弾の無む駄だ遣づかいをするのはそれか？」

　サモエド仮面[image: α]の嫌いや味み。ワンワン刑事の両手に握られたのは、上着の下などに隠して持てるようにコンパクトに造られた自動拳けん銃じゆう、グロックＧ26でした。九ミリ弾を十発撃てます。

「おや──？　もうそんなのしか残っていないのか？　マシンガンでも倒せない私だぞ？　もっともどんな銃でも私は倒せないけど。わはは。お父さん全部避けちゃうぞ」

　言いながら、サモエド仮面[image: α]はなんと刀を鞘さやに納め、ひょいと机の上から飛び降りました。

「さあ、ワンワン刑事。もう私を倒せないことが分かっただろう。なかなかよくやった。勘違いの復ふく讐しゆうは諦あきらめて、一いつ緒しよに謎なぞのキノを応援に行こう」

　そう言いながら、サモエド仮面[image: α]は近づきます。

　これは彼の作戦です。相手が撃つ前に、自分の間合いに飛び込んでしまう手段です。

「もう終わりにする……」

　ワンワン刑事が、グロックＧ26を下に向けたまま、あえて待ちました。銃口を向けたら、サモエド仮面[image: α]はすぐに抜刀するでしょう。ワンワン刑事には、それがよく分かっていました。

「チャンスは一度だ……」

　ワンワン刑事の口が、そう小さく動きました。

　サモエド仮面[image: α]が一歩一歩、机の間を歩きます。

　残り三メートル。

　今、二人の熱あついバトルに決着がつこうとしていました。

　もはやサモエド仮面[image: α]の間合いでした。彼の右手が柄つかを握り、抜刀姿勢に入っても、ワンワン刑事は動きませんでした。そして──

「あっ！」

　ワンワン刑事が急に大声を出しました。彼の視線は、目の前のサモエド仮面[image: α]を外れ、右にあった窓へと向けられていました。

「謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノがパンツ見せながら落ちていく！」

　ワンワン刑事でかの叫び声に、サモエド仮面[image: α]の驚おどろく声が続きます。

「えーっ！」

　サモエド仮面[image: α]が、窓の外へ目をやりました。そこにあった窓からは、蒼あおい夏の空だけが見えていました。

「見えなかったよ！　どこどこ！　ホントにいた？」

　サモエド仮面[image: α]が再び前を向いたとき、そこに見えたのはグロックＧ26の二つの銃口でした。ワンワン刑事の伸ばした腕の先、握られたグロックＧ26の先、仮面のサングラスまでの距きよ離りは三センチ。

　グロックＧ26の向こうで、ワンワン刑事が訊たずねました。

「しっかり見えていますか？」

「うーん……、見えてる。よく見えるね。銃身の中の弾丸も、よく見える。うん」

　サモエド仮面[image: α]が言いました。

　そしてワンワン刑事は──

「ダッジ・ディス！避けてみろ」

　引き金を引きました。




　た────────────んっ！




　二発の銃声は寸分違たがわず同時で、一発だけに聞こえました。

　サモエド仮面[image: α]は仰あお向むけへとスローモーションで倒れ、背中から床に落ちました。散らかっていたテスト用紙を舞まい立たせて、いくつかは顔の上に覆おおい被かぶさり、そして見る見るうちに赤く染まっていくのでした。

「やった……」

　ワンワン刑事のつぶやき。その口元には、嬉うれしさや達成感のようなものはありません。

　両りよう袖そでにグロックＧ26をしまい、ワンワン刑事は踵きびすを返しました。自分が散らかした空から薬やつ莢きようを踏みしめ、職しよく員いん室しつを後にしました。




　ぱたぱたぱたぱた。

　ハトの羽ばたく音。

　ワンワン刑事が去った後の、動くものがなくなった職員室に、純白のハトが舞い込んできました。

　ぱたぱたぱたぱた。

　ハトは散らかった机の上を二度ほど旋回すると、すーっと降りてきて、仰あお向むけで倒れていた白いマントの男の胸へと降り立ちました。

　とんとんとん。

　胸の上を数度はねて、ハトはその男の顔にかかっていたテスト用紙をつまみます。三十四点しか取れていないテスト用紙でした。ハトがひょいと顔を動かすと、半分以上赤く染まったその紙は、顔の上から右横に滑り落ちました。

　そこにあったのは、真まっ赤かに染まった顔。白い仮面のサングラスは、バラバラに砕け散っていました。赤い穴でした。

　ぱちくり。

　その穴で、瞼まぶたが開きました。真っ赤な瞼が開いて、白と黒の瞳ひとみが見えます。

　男がゆっくりと顔を起こしました。左手が静かに伸びてきて、仮面を剝はぎ取っていきました。

　なんということでしょう！　──その男の両瞼の上には、長さ三ミリほどの、薄うすい切り傷しかありませんでした。そこから血が少しだけ滲にじみ、仮面とおでこの間にあったトマトは、ぐしゃぐしゃに潰つぶれていたのでした。

「…………」

　男の優やさしそうな眼まな差ざしが、胸の上のハトへと注がれます。ハトもまた、つぶらな瞳で、男を見返すのでした。

　男の口が動きました。

「よお……、カール」

　ハト名前あるじゃん！　〝ジョンさん〟違うじゃん！

　カールと呼ばれたハトは、パタパタと空へ。男が上半身を起こしました。そして、胸ポケットから出したシルクのハンカチーフで、顔をチャッチャと拭ふきました。

「仮面がなければ即死だったな……」

　顔中のトマトを落としそうつぶやいた男は──男は……、男はー！

　なんと静しずでした！　あの、静先せん輩ぱいでした！

　なんということでしょう！　信じられません！　サモエド仮面[image: α]は、静先輩だったのでしたっ！

　驚きよう愕がくの展開です！　信じられない正体です！　読者の誰だれもが、こんな展開は予想だにしなかったことでしょう！

　私──雨あめ沢さわ──も、時し雨ぐ沢さわからこのことは聞かされていませんでした！

　いやあ驚おどろきです。

　サモエド仮面[image: α]の正体が静だったなんて！　こりゃあ今後の展開が楽しみですね。

　問題は、ワンワン刑事でかが誰かということです。難むずかしい謎なぞっすね。




「わーっ！」

　キノの叫び声が回転しています。実際にはキノ本体が回転しているわけで、両足を摑つかまれて逆さかさ吊づりにされたキノは、ぐるんぐるん振り回されているのでした。猛烈な遠心力がかかり、

「うー、頭に血が上る……」

　キノはレッドアウト寸前です。

「まずい、こりゃピンチ……」

　キノがぼやきました。ポーチから銃を出そうとしましたが、遠心力で顔に向かって飛んできそうだったのでやめました。

「きゃー。誰だれか助けてくれたらメロンパンおごるー」

　キノの悲鳴。いよいよ回転は速くなりました。これで放り投げられたらお星様に近づけるでしょう。

　ぐぎゃ──魔ま物ものが手を離はなしました。

「わーっ！」

　キノが飛びました。

「キノっ！」

　エルメスが叫びました。

「とうっ！」

　黒い影かげもまた飛びました。それは、階段から飛び出てきた影でした。驚きよう異い的てきな跳ちよう躍やくを見せると、屋上の端を通り越そうとしていたキノの体を、空中でがっしりと受け止めました。

「君は！」

　キノが、自分をしっかりと受け止めてくれた人の顔を見て驚おどろきました。サングラスに白い髪、黒い衣装。

「ワンワン刑事でかさん！」

　ワンワン刑事でした。そのまま彼は、化け物の頭上を飛び越え、屋上反対側の端へと着地、

「さあ」

　優やさしくキノを下ろすのでした。

「…………」

「何か？」

　自分を見つめるキノに、ワンワン刑事が少し驚いて聞きました。照れてもいました。

「ありがとう！　サモエド仮面[image: α]を押さえておいてくれたし、助けてくれたし！　本当に頼りになるね！　メロンパン！　今度持ってくるからね！」

　嬉うれしそうなキノの顔を見て、ワンワン刑事の顔には、複雑そうな思いが見えました。

「……礼なんかいい。だから早く、あれを封印するんだ」

　ワンワン刑事はそう言って、迫ってくる魔物へと顔を向けました。

「分かった！」

　キノが言って、右腰からビッグカノンを抜きました。

「がーっ！　なんであなただけー！」

　魔ま物ものは迫りながら、人間の言葉で吠ほえました。

「わたしだけ何よ！」

　ビッグカノンを向けながらキノが答えます。

「あなただけがそんなにもてるのよー！」

「主役だから」

　倒れたままのエルメスの言葉は、誰だれにも聞こえませんでした。

「し、知らないわよそんなこと！」

「絶対に許さない！」

　迫る魔物が、だんだんと小さくなっていくように見えました。いえ、実際小さくなっているのでした。五メートルの背が、四メートル、三メートルに。姿も、普通にセーラー服を着た女子生徒に。

　本人の精神が戻ってきてるね、とエルメスがポツリ。しかしすぐに、

「ん、ちょっと待てよ？　だからって、なんであの子は木き乃のがキノだって分かるんだろ？　不ふ思し議ぎだ」

　エルメスの独り言。むろん誰にも聞こえませんでした。

「許すも許さないもないわよ！　──今、元に戻してあげるわ！」

「そうはさせないわよ！　わたしはあなたを恨んでいるのよ！」

　さらに迫る魔物、いえ、もう普通の女子生徒。ただし凄すごい形ぎよう相そうの。腰の携帯電話脇わきで鈴が揺れます。

「僕が殺そうか？」

　ワンワン刑事でかのさり気ない、しかしヤバイ言葉。

「いいえ。大丈夫」

　キノが答えます。聞きつけた少女が叫びます。

「なに！　憐れん憫びん？　──わたしはあなたを恨んでいるの！　殺したいのよ！」

「それでもっ！　それでもわたしはあなたを元に戻す！」

　キノの強い言葉に、隣となりにいたワンワン刑事が

「…………」

　無言でキノの横顔を覗のぞき込むのでした。

〝なぜ？　どうしてそうまでして戦う？〟──そう口が動きましたが、言ことの葉はにはなりませんでした。

「友情のためとか言うんじゃないでしょうね！」

　迫る少女の問いに、キノがばつの悪そうな顔を作りました。

「それもあるけど……、どっちかというと──」

「〝どっちかというと〟──なに？」

「カレーうどんのため。殺したら美味おいしく食べられないし」

　おいおい、この期に及んでそれかよ──屋上になんとも微妙な雰囲気の風が流れました。

　少女が、ビッグカノンの銃口を前にして足を止めました。その顔には、先ほどまでの憎しみのかわりに苦笑いが。

「はっ！　──異常食欲のあなたなんて、恨みを通り越して呆あきれるだけだわ！」

　キノもつられて笑います。

「あはは。──ありがと」

　た───────────んっ！

　キノが撃うちました。




　騒さわぎがようやく収まった学校に、学生達や教員達が戻ってきます。

　さすがにこれだけ騒ぎが多いと、彼らも慣なれっこです。また派は手でにやってくれたなあ、などと言いながら、片づけを始めたりするのでした。

　屋上では、一人の女子生徒が倒れていました。──いいえ、仰あお向むけで寝転がって、蒼あおい空を眺めているだけでした。その表情はやや憮ぶ然ぜんとしていましたが、

「ふんだ……」

　そうつぶやいたときには、笑え顔がおでした。

　少女はすっくと立ち上がって、階段へと消えていきました。鈴の音を残して。




　昼休みももうすぐ終わる時間です。

　学食の食券売場では、おじさんが一人ボーっと座っていました。

　そこへ、一人の女子生徒が駆け込んできました。右腰にモデルガンを吊つった少女です。ちなみにこの学園に、モデルガンを吊った女子生徒は一人しかいません。一人いれば十分です。

「おじさん！」

「おやー、木き乃のちゃん。今日きようはずいぶんと遅いね」

「いろいろあって！　──カレーうどん、今日ある？　まだある？」

　木乃はダメもとで聞きましたが、おじさんの答えは意外でした。

「おや。あと一食分あるよ。珍しいね」

「やったっ！」

　木乃はガッツポーズ。無理もありません。ポケットから蝦が蟇ま口ぐちを取り出した木乃は、

「カレーうどんを希望します」「カレーうどんください！」

　別に木き乃のが二つ欲しがったわけでも、同じ意味のことを二回言ったわけでもありません。

「あれっ？」

　後ろから発せられた声に驚おどろいて振り向くと、

「アンタ……」

　そこには犬いぬ山やま・ワンワン・陸りく太た郎ろうの爽さわやかな笑え顔がおがありました。

「木乃さん、やっぱり学食でしたね」

「…………」

　木乃は無視して前を向きました。しかしおじさんは、

「えっと……。もう一つしかないんだ。どっちか決めてくれないかな？」

「わたし！　わたしに決まってるじゃない！」

「いいえ、僕ですよ。僕の方が微妙に早かった」

　なんですって！　と木乃が振り向いて犬山に嚙かみつきます。

「レディーファーストの精神はないの？」

　木乃の嫌いや味みを、

「時に男には、譲ゆずれない何かがあります」

　犬山はさらりと流すのでした。

「むー」

　木乃がふくれっ面つらでむくれたとき──

「カレーうどんを一つもらいたい」

　二人の後ろで声がしました。よく通る声でした。風が以下略。ハトが以下略。

「あら、静しず先せん輩ぱい？」

　木乃が声を主の名前を呼び、

「っ！」

　犬山は長い髪を振り回しながら、瞬しゆん時じに振り返りました。そこにクールにたたずむ静を見て、

「なぜっ……」

　歯ぎしりをしながら思わずつぶやいてしまうのでした。

「こんにちは、木乃さんに犬山君。私も事情があって出遅れてしまってね。でも、カレーうどんが残っているとは驚きだ。おじさん、私がそれを買いましょう」

「そう言われてもねえ……」

　おじさんは困り果てました。そして、三人で仲良く決めてね、とあっさり匙さじを投げたのでした。

「わたしが最初に来たの！　だからわたし！　決まり！」

「僕がまっ先に注文の台詞せりふを言いました」

「私は、刀を愛する男だ」

　三人は譲ゆずりません。特に空腹で気が立っている木き乃のは容赦ないです。

「むー！」

　なんともはや、エルメスは呆あきれています。

「こんなことで戦うのも何だな」

　静しずが言って、

「同意です。でも、僕は大好きな木乃さんの大好きなカレーうどんを食べてみたい」

　犬いぬ山やまが言って、木乃は一度ため息をつきました。

「わたしも譲ゆずる気はないけど、それで喧けん嘩かもみっともないわね」

　男二人が頷うなずきました。木乃が提案します。

「じゃあ──じゃんけんで」

「分かりました。恨みっこナシで」

「いいだろう」

　犬山と静が右手を出しました。木乃が音頭をとります。

「じゃあいくよ、せーの、じゃんけんっ──」

　そして木乃は、ぽいっと言うかわりに、素す早ばやく振り向いておじさんに五百円硬貨を突きつけ、

「わたしに一枚！」

　ずるいねこりゃ、エルメスが呆れました。

「…………」

　グーを出していた犬山と、

「…………」

　パーを出していた静も呆れ顔です。

　迫力に負けて、おじさんは食券とお釣りを木乃に渡してしまうのでした。

「……あはは」

　犬山が笑い出して、

「……ふっ、はははは」

　静もまた釣られて笑います。そんな静を、犬山は静かに睨にらみました。

「先せん輩ぱい……。この勝負、お預けということで」

　静もまた、犬山の目をしっかりと見据えました。

「そうだな……。いつか決着をつける日が来るだろう」




「いっただきま───────────すっ！」

　割わり箸ばしを手に両手を合わせる木乃の目の前には、香り立つカレーうどん。湯気の向こうに、鶏とり肉にくと葱ねぎと生しよう姜がが見えています。

「頂きます」

　木き乃のの右みぎ隣どなりには、ハヤシライスを前にスプーンを持つ静しずが、

「それでは僕も」

　左隣には、味み噌そラーメンを前にした犬いぬ山やまが座っていました。




　だいぶすいている学食ですが、まだそこそこ生徒は残っています。

「ねえ見てあれ。静先せん輩ぱいと転校生の美少年従えているあの子！」「誰だれよ？」「くやしー！」

　木乃は猛烈に目立って、あちこちの生徒からそんなうわさ話が飛び交っています。

　それでも、今の木乃にはお構いなしなのでした。

　元気よくカレーうどんを食べながら、

「はー、幸せ」

　木乃は嬉うれしそうに言うのでした。




　どうにも、不ふ思し議ぎなことが多い。

　魔ま物ものが持っていた知ち識しきといい……、怪しい犬山といい……。

　カレーうどんを食べる木乃のベルトにぶら下がりながら、エルメスはそう疑念を抱くのでしたが、

「はー、幸せ」

　今の木乃には言っても無む駄だだなと分かっているのでした。

　それでも──

　これは、これから大変なことになるかもしれない……。

　戦いはますます過酷に、厳きびしいものになっていくのかもしれない……。

　エルメスは悩むのでした。





つづく！　……多た分ぶん












「今、あとがきが目覚める」

　─the Preface─







【登場人物】

●時雨しぐ沢さわ恵けい一いち

ライトノベル作家。作家（一応は社会人）になって何が一番嬉うれしいかというと、回転寿司で皿の値段と数を常にハラハラドキドキ気にしながら食べなくても良くなったことらしい。ちなみに好物はエンガワ。これを醬しよう油ゆではなく塩を軽くふりかけて食べるとチョベリグ！（死語）。「うまー！」（本人談だん）




●雨あめ沢さわ恵めぐみ一はじめ

時雨沢と仕事場を同じくする血の繫つながらない赤の他人。最近時雨沢と同一人物視されるのがとにかく嫌いやと本人が言っていた気がする。毎度毎度に、このあとがきの聞き役として登場だが、今回は本ほん編ぺんにも顔出してるね。




時雨沢「ふひー！　長かった！　今回は長かった！　延々こんなに長くなりました。既に読んでくれた方はサンキュー。これから読む方は、この話はとても長いのでお気をつけを」

雨沢　「調ちよう子しに乗って次から次へと書くからだ。〆しめ切きり大きく遅れやがって」

時雨沢「まあまあ。そのへんは、『キノの旅Ⅷ（二〇〇四年十月十日発売）』も同時進行だったから勘弁してよ。こちらもよろしく！」

雨沢　「そのキノⅧなんだが……」

時雨沢「ナニ？」

雨沢　「あの内容……マジなのか？」

時雨沢「まじめもまじめ！　大まじめ！　──生まれたときから、超まじめ！」

雨沢　「いやそんなＣＭもう誰だれも覚えてないだろうよ……」

時雨沢「ナニか内容に不具合でも？」

雨沢　「…………」

時雨沢「とまあ適度な含みを無む理り矢や理り持たせたところで十月十日の発売日をお楽しみに！　この本を読んでいる頃ころにはもうすぐでしょう。──で本題はこちら。学園キノ。学園編の二話」

雨沢　「前回（『電でん撃げきヴんこ』）にテキトーに予言した陸りくを、本当に登場させてしまうことになったわけだが──」

時雨沢「おっとそれはネタバレだ！　ネタバレを入れない私のポリシーに反するぞ」

雨あめ沢さわ　「ってあのタイトル見て陸りくが出てこないと思う人は、まずいないだろうよ」

時し雨ぐ沢さわ「それもそうか。わんわん」

雨沢　「で、計画どおり陸が出て、メインの話に絡んできたわけだが、次に出すとしたら誰だれよ？　一応聞いておく」

時雨沢「そんなのもう師匠しかあるまい。他ほかに誰がいる。実は、学園キノの次回の話、つまり第三話もだいたいのネタはできているのだ」

雨沢　「あっそう」

時雨沢「宣伝みたいな形で言っておくと──〝夏休みに里帰りした木き乃の。久々に会う優やさしいおばあちゃん。二人で田舎いなかでのんびりした生活や射しや撃げき練習を送る木乃のところに、あの二人がびっくりひょっこり現れて……。おばあちゃんは木乃が婿むこ候補を連れてきたと大喜び。そんな一夏のドタバタラヴファンタジー！　次回学園キノ、『夏休みはロマンスと火薬の香り──刀と犬の婿取りバトル？（タイトル仮）』〟──てなかんじ。お楽しみに！」

雨沢　「フーン。書けたらいいね」

時雨沢「なんだよその醒さめた目は！」

雨沢　「やるか！」

時雨沢「上等だ！　──と思ったけどやめておこう。喧けん嘩かは良くないよね」

雨沢　「まあ、この〝あとがき〟の完成が先だわな。ホレなんか言え」

時雨沢「分かったよ。今回の話の銃のことだけどさ──語るよー。まずはなんと言っても陸のガン＝カ（＠およそ二十分間、時雨沢は銃についてその歴史やら使い方やら映画の中での見せ方やらを交えてちょっとホロリとくる子供の頃ころのエピソードなども交えて喋しやべりまくったが、雨沢により全すべてカット）」

雨沢　「どうでもいいよ。──で、今回はこの『電でん撃げきｐ（ぱろでぃ）』と、より赤裸々に普通はやれないやっちゃいけないエロチシズムを前面に押し出した『電撃ｈ（えっち）』があって、実は『電撃ｈ』にも学園キノ書いたんだよね？」

時雨沢「書いた書いた。というか、黒くろ星ぼし紅こう白はくさんのイラストがまずあって、そこにショートショートを。こちらも買われた方はよろしく」

雨沢　「どうぞよろしく」

時雨沢「アイ・ハヴ・ア・ドリーム！」

雨沢　「わっ！　なんだよ突然。英語喋りだして！」

時雨沢「これくらいの英語は分かるよな？」

雨沢　「分かるよ。訳すと──〝私がＵＦＯを目撃したのは五年前、牧場の点検に行ったときに怪しく光る──〟」

時雨沢「そんなこと言ってない！」

雨沢　「あー、はいはい。〝私には夢がある〟ね。──そう、良かったね」

時し雨ぐ沢さわ「流すな！　私には、壮大な夢があるんだよ」

雨あめ沢さわ　「一応聞くだけは聞いてやる。ほら言え。その夢は何だ？」

時雨沢「学園キノの文庫化！」

雨沢　「正気か？」

時雨沢「まじめもまじめ！　大まじめ──」

雨沢　「それはもういい」

時雨沢「次にもう一話書いたら、分量的には十分たまるんだよね。だから文庫一冊、丸々学園キノ！　タイトルも学園キノ！　扉も口絵も学園キノ！　値段も学園キノ！」

雨沢　「〝値段〟てなんだよ。──まあ、作者がその気ならいいけど。考えるのは自由だからね。でもさ、良くいる普通のキノファンが、むろん通販本なんてディープなモノの存在すら知らない人達がだ、なんにも知らずにそれ買って、『わーいキノの新作だ。キノ格好いいかな？シズ活かつ躍やくするかな？』って期待して読み始めて……、結果何か心の中の大切なモノを失ってしまったとき、その時アンタ責任取れるのか？」

時雨沢「……それは、確たしかに危険なのは分かる。だから、本屋に並べる際に対処策を取ろうと思っている」

雨沢　「どんな？」

時雨沢「まず、ビニールで覆おおう」

雨沢　「エロ本かよ」

時雨沢「そして帯にも、〝この本はキノなんかじゃない〟とコピーを入れよう。黄き色いろ帯には黒い線せんを入れて、〝危険！　ＰＴＳＤに注意だ！〟って注意書きも、もちろんでっかく。立体文字にして３Ｄ眼鏡めがね同封もいいな」

雨沢　「どんな本だよそれ」

時雨沢「そしておまけも付属！　男の子向けには〝すごいぞ！　『フルート』ゴム射しや撃げきゲーム！　英雄をうち倒せ！〟、女の子向けには〝木き乃のちゃん着せ替えごっこ。おっと男の子には見せちゃダメ！〟だ」

雨沢　「もう黙だまれ」

時雨沢「だから、今これを読まれている読者の皆さんにおかれましては、〝学園キノ文庫版欲しいから出版希望〟って愛読者カードに書き込んで編へん集しゆう部ぶに出して欲しいのであります。あの愛読者カードというのは、皆さんが思っているのよりはるかにパワーがありますので」

雨沢　「いいけど、『電撃ｐ＆ｈ』って愛読者カード同封だっけか？　通販本だぞ」

時雨沢「…………」

雨沢　「考えナシだな。どうなるかあとで編集部に聞いておく。でも、わざわざ通販で買ってくれた人が、文庫で五百円で本屋であっさり買えたら怒るんじゃないか？」

時雨沢「…………」

雨あめ沢さわ　「考えナシだな」

時し雨ぐ沢さわ「じゃあ、そうだ！　ポスターもつける！　しかも公共機き関かんとコラボレートしたやつを！　話題性十分だ！」

雨沢　「まあ確たしかに、アニメイラストでシートベルト啓蒙や水資源の大切さを訴えたやつは過去にあったけど……。キノでって、どんなよ？」

時雨沢「うん。編へん集しゆう部ぶのある東京の警けい察さつ、警視庁のポスターで──」

雨沢　「いきなり警視庁かよ」

時雨沢「キノがこう、Ⅴ巻の表紙みたいに『カノン』を構えていてさ、撃うった直後で煙が立ち上っていて、『森の人』も左手で持っていて二丁パースエイダーでもいいな！　とにかく格好いい絵を」

雨沢　「絵だけじゃダメだろ。コピーは？」

時雨沢「〝けん銃のない明るい社会を目指して〟」

雨沢　「だめじゃん」

時雨沢「ダメか？　エルメスにノーヘルで乗っているキノ絵で、〝やめよう！　青春の暴ぼう走そう！　取り締しまり強化月間〟ってのも考えたんだけど」

雨沢　「桜さくら田だ門もんと喧けん嘩かしたいのなら止めないよ」

時雨沢「あと、静しずと陸りくが風に吹かれていて、〝犬の散歩にはリードを使いましょう。飼い主の責任です〟とか」

雨沢　「もう黙だまれ」

時雨沢「前回〝続編があれば陸出す〟って書いたら本当になったじゃん。今回もひょっとしたらひょっとするかもよ。世の中って、何が起きるか分からないから面おも白しろいよね？」

雨沢　「俺おれは、お前が何考えているか分からないから呆あきれているがな。──そろそろ誌面が尽きる。何か言うことは？」

時雨沢「うん。これからも書きます。よろしく」

雨沢　「だけか？」

時雨沢「それが全すべて」





（収しゆう録ろく・時雨沢の部屋にて）










【（初出）『電でん撃げきｐ』二〇〇四年九月二十五日発行】




















　注意！　注意！　注意！







　ここから始まるのは、この本全体を通しての〝あとがき〟となります。巻末には、学園キノについて知らない方むけの、注意書きとしての〝あとがき〟がありますが、ここは内容に関する〝あとがき〟です。

　なぜこのような場所にこの〝あとがき〟があるかと申しますと──、製本上の都合です。

　作品を出典順に収しゆう録ろくするために、この本では巻の中頃ごろにもカラーページを持ってきました。

　さて、電でん撃げき文庫は十六ページ、もしくは三十二ページごとに紙を綴とじて作られます。お暇ひまな方は調しらべてみてください。口絵のカラーページ以外のページ数は、どの本も十六で割り切れるはずです。奥付後に電撃文庫の広告がたっぷり入ったり、またはちょっとしか入らなかったり、本によって違うのは、十六で割り切れなかった〝あまり〟が使われているからです。

　そしてここは、今まで読み進んでこられた本文白黒ページと、この先の巻中カラーページとの間にできた〝あまり〟のページなのです。




　初読中の読者の皆様は、このコーナーのこの先はひとまず飛ばして、カラーページにお進みください。

　そして本文全すべて（第三話、第三話のあとがき）まで読まれてから、ここに戻ってくるようにお願ねがい申し上げます。

　なお、この注意を守らなくても命に関かかわるようなことやケガを負うようなことは全然ありませんが、この先は巻全体のネタバレも含むかもしれないのでその旨ご注意ください。










　あとがき日和びより

　─Preface─







【登場人物】

●時雨しぐ沢さわ恵けい一いち

ライトノベルを書いて生きている人。最近やたら数が多いアニメのテレビ放送についていけなくて難なん儀ぎしている。ハードディスク（ＨＤ）に録ろく画がしても見る時間が取れず、ＨＤを空けるために泣く泣く消した後、ＤＶＤを買ったはいいがそれも見ずにどんどん貯ためていくというダメダメスパイラルに陥っている。誰だれか私のかわりに見てくれる人募集。見てくれた後は、時雨沢と額ひたいをこっつんこ。

　今回学園キノが文庫化されたことで、

「燃もえたよ……。真っ白に燃えつきたよ……」（本人談だん）




●雨あめ沢さわ恵めぐみ一はじめ

時雨沢と仕事場を同じくする血の繫つながらない赤の他人。決して時雨沢のコピーロボットではない。決して仲間でもないので、手を繫つないでも執筆速度は倍にはならない。このコーナーの聞き役としてまたも登場。




時し雨ぐ沢さわ「祝！　祝！　『学園キノ』文庫化！　う、うわああああああぁん！（号泣中）」

雨あめ沢さわ「あー、鬱うつ陶とうしい。大の大人おとなが大粒の涙弾はじき飛ばしながら泣くなよ」

時雨沢「嬉うれしいです！　本当に嬉しいです！　まさかこの日がくるとは思いませんでした！」

雨沢「私も思わなかったよ、全然な。まさか本当に文庫になって本屋に並ぶとはね……。いいのか？　コレ本当にいいのか？　なあ？」

時雨沢「いいに決まってる！　文庫化の神様は私達を見てらしたんだ！　見ていらしたんだよ！　ハアイヤアーハア！（怪しい踊り）」

雨沢「はいはい。あとがき始めるよ、まずは──」

時雨沢「ありがとう神様！　神様ありがとう！　イヤイヤハアー！（ますます怪しい踊り）」

雨沢「目をさませ（ばきっ！）」

時雨沢「あうっ！　──はっ！　ここはどこ私は誰だれ？」

雨沢「ここは『学園キノ』のあとがきで、お前はその作者だ。このままだとあとがきが進まないからいいかげん目を覚ませ。何ならもう一発チョップを加えるか？　右四十五度で叩たたくのがコツだ」

時雨沢「ああ……、嬉しさのあまり我を忘れてしまったよ。ごめんごめん」

雨沢「ほんじゃ始めるよ。──『電でん撃げきｐ』や『電撃ｈｐａ』のあとがきで希望は出していたが……、実際リアルでこうして文庫化した理由みたいなのはなんなの？」

時雨沢「だから神様が──」

雨沢「それはもういい」

時雨沢「実際は……、なんだろう？　あまりにも私が、打ち合わせのたびに『学園キノの文庫化をお願ねがいします』って言いまくったから、編へん集しゆう担当様、並びに株式会社メディアワークスに熱ねつ意いが通じたのか──」

雨沢「もしくはひどく哀れに思われたのか……、五月蠅うるさく思われたのか、時雨沢と縁えんを切るための手切れ金扱いか」

時雨沢「何でもいい。ひとまずこうして世に出たことを、心から嬉しく思えばそれでいいや。

掲載された海賊本は通信販売だったから（一部イベント発売、アニメイトなどの店てん舗ぽ発売もあり）、どうやっても買えない人もいたはず。実際俺おれが中学生の時とか、使える小遣いの少なさもさることながら、通販の仕組みなんて知らなかったもん。自分だったら買えなかっただろうね。やっぱり本屋に並ぶってことがどれほど買いやすくて便利なことかって思う」

雨沢「なるほどね。──ただ、本当にこうして文庫化して日本中の本屋で売り出されると、海賊本未読の普通の読者さんがこの本をどう判断されるか恐こわくはないか？　『わはは、バカだ』って笑ってくれると一番嬉うれしいんだろうけど」

時し雨ぐ沢さわ「もちろん評価はいつだってどんな作品だって恐こわい。だが同時に、私が用意すべきスタンスは今までの他ほかの僕の本（例えばキノ、例えばアリソン）のそれと一いつ緒しよ。作品とは料理のようなもので、〝正しい〟とか〝間違っている〟で分けられるものじゃない。だから〝気に入ってくれると嬉しい〟そして、〝お口に合わなければ、残念なれど致し方なし〟──そう考えるべきだし、そう考えるしかない」

雨あめ沢さわ「……珍しくまともなことを言ったな。昨日きのうなんか悪いものでも食べたか？」

時雨沢「たまには真ま面じ目めもいい。──この本はギャグ、パロ、そしておバカな話ばかりだから、お口に合わない場合はたぶん大きく合わないと思う。しかし、時雨沢はこういうのも書きたいと思っていて、実際書いているときはとても楽しかった。もし許されるのなら、似たような話を書きたいな、と思っていることを付け加えておきたい」

雨沢「ふむ。それは『学園キノ』の続ぞく編へん？　それとも別作品？」

時雨沢「今のところ未定。この本が、例えば営業部が驚おどろくほど売れたら、続編を一冊分書く！」

雨沢「どうにも生々しいね」

時雨沢「その場合のエピソードもちらほらと考えてあるのだ！　新キャラだ！　当然キノシズ陸りく師匠と出てきたので次に来るは──。学園にやってくるは──」

雨沢「戦車、……ってことはないか。──白はく髪はつ手しゆ榴りゆう弾だん子こちゃんだな？」

時雨沢「ピンポーン。ティーだね。しかし敵となるのか味方となるのか、はたまた年格好は？　未定なのでその辺はこれから煮に詰つめていきます」

雨沢「一冊目だけでも奇き蹟せきに近いのに、二巻とか出たら驚き桃の木山さん椒しよの木だな」

時雨沢「一行も書けていない二冊目だけど、タイトルはもう決まっているよ──『学園キノ　ザ・セカンド・ショット！　～一発なら誤射かもしれない～』」

雨沢「いいのかそれ？」

時雨沢「心配ない。ぶっちゃけ実現の可能性は低いし」

雨沢「お前が言うな」

時雨沢「ちなみに、先日『学園キノ』に続く新しいキノを思いついたんだ。そっちもやれたらやりたいんだなあ」

雨沢「〝新しいキノ〟って何だよ……。もはやナンでもありだな。──まあ、一応聞くだけは聞いておこう。それは一体何だ？」

時雨沢「それは──『幕ばく末まつキノ』！」

雨沢「…………」

時雨沢「〝激げき動どうの幕末──それはテロリスト達のパーラダイス。白はく刃じん光り血しぶき舞まい踊るそんな時代にひょっこり現れた、鉄の馬に乗るリヴォルバー少女・木き乃の。おっと人ひと斬きり静しずも忘れちゃなんね。あんさん、誰だれも知らない歴史を知りたくはねえかい？〟」

雨あめ沢さわ「ふうん……、書けたらいいよね……」

時し雨ぐ沢さわ「ずいぶんと冷めた目だな。雨沢、一人で大人おとなになっちまって……。あのころの熱あつい気持ち、俺おれは忘れてないぜ！」

雨沢「どのころのどんな気持ちだよ」

時雨沢「でも、この『幕ばく末まつキノ』計画には一つ難なん点てんがある。とても大きな難点だ……」

雨沢「何よ？　珍しく深刻な顔をして」

時雨沢「それは──」

雨沢「それは？」

時雨沢「それは、この私が、幕末について全然詳しくないことだっ！　実は俺おれ、〝新しん撰せん組ぐみ〟がどんな集団なのか、今も聞かれたら答えられない。武たけ田だ鉄てつ矢や氏が歌っていたバンドじゃないことだけは分かるが」

雨沢「──だめじゃん。──なんかいろいろと。──絶望的に」

時雨沢「というわけで、人間、ただ思いついただけじゃダメなんだってことのいい実例だね。でも、学園キノ自体もⅣ巻の〝あとがさ〟で適当でっち上げたデマカセが起因なんだから、人間何があるか分からないよね」

雨沢「ほんと、お前が何を考えているのか分からない。さて、そろそろこのコーナーも終わりが近いが、他ほかに言うことは？　いつもの銃器語りはないのか？　どうせカットだが」

時雨沢「ああ、ない。この本にキノが撃うっている銃器についての簡かん単たんな説明つけようかと思ったけど、作中で銃の名前を出されて分かる読者にはそんなのご存じのことだし、興きよう味みがある人は調しらべるだろう。名前出されて分からない人には、そもそも全く興味ないことだし、それでページを食うのは無む駄だだ。己の趣しゆ味みを押しつけるのは良くないことだよね」

雨沢「…………。お前、本当に時雨沢か？　別人呼んじゃったかな私？　確たしかめてみよう。なあ、アンタが野球小説書くならタイトル何にする？」

時雨沢「『犠打のときタイム・トウ・バント』」

雨沢「ああ時雨沢だ。──それでは、最後に文庫『学園キノ』を読んでくれた読者に一言」

時雨沢「えー、読者の皆様。こんな変へん梃てこな本につきあっていただいて、本当にありがとうございました。また機き会かいがあれば、止められなければ、いつになるか分かりませんが、可能性は低いですが──」

雨沢「えらいネガティブだな」

時雨沢「それでも次の『学園キノ』があれば、また会いましょう！　俺は祈り続けます。続巻の神様！　次を出させてください！　ヘライアエホー！（極限なく怪あやしい踊り）」

雨沢「…………。読者の皆様、続巻は全然期待しないで──」

時雨沢「ホベヤラヘエー！（眩まぶしいほど怪しい踊り）」

雨あめ沢さわ「うるさい！　雨沢チョップ！」

時し雨ぐ沢さわ「ふげっ──！　…………」

雨沢「えー、読者の皆様、続巻は全然期待しないでお待ちください。以上、時雨沢の部屋からお伝えしました」





二〇〇六年　七月十日　　　　　　　　　

























[image: 『籠球木乃』]







[image: 『水泳木乃』]










【ナレーション・木き乃の】

「さあみんな！　学園キノが始まるよっ！　──学園キノを読むときは、部屋を明るくして、気を確たしかにしっかり持って読んでねっ！

　さてさてさて、みんなは〝田舎いなか〟って持っているかな？　優やさしいおじいちゃんやおばあちゃんがいて、休みに帰ったらいろいろ楽しくて、いつまでも居たいけどいつかは戻らないといけなくて──。今回のお話は、わたしが夏休みで田舎に帰るところから始まるんだけど、なんだか変な二人がついてきちゃって、わたしは激げき怒どしたのにおばあちゃんは大喜び。おまけにどっちかをわたしの婿むこにするとか言いだして、さらにここには出るはずのない魔ま物ものまで出てきちゃって！　いったいわたしの夏休みはどうなっちゃうのーっ？　でも、わたしはおばあちゃんの孫！　困ったときは撃うつしかない！　ない！　ない！」







【学園編へん──前回までのお話】

　四よん大だい魔ま王おう宇う宙ちゆうを追って宇宙を旅するキノとエルメス、そしてシズ。彼らは補給に立ち寄ったとある田舎惑星で、その星の女神から見込まれて助けを請こわれる。四大魔王宇宙の手下連中が、この星の若い人間を魔に取り込もうとしていたのだっ！　じゃーん！（効果音）

　情け遠えん慮りよ容赦一切なく即決で断ったキノ達は、怒り狂った女神の力により捉とらえられてしまう。そしてこの惑星の人間として偽の記き憶おくを与えられ、（学園四年生＝高校一年）の木き乃のとエルメス、そしてハンサムモテモテの（六年生）静しず先せん輩ぱいとして、学園に生徒として送り込まれたのであった。

　そんな訳で、この話の主役の女子高生──木乃は魔ま物ものを見つけると正義の味方、その名も〝謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ〟（以下キノ）に変身し、魔に取り込まれた人間が変身した〝魔物〟と戦うのである。彼らを人間に戻すのである。

　あと、変態な仮面被かぶった謎の男──〝サモエド仮面〟とか、後継者の〝サモエド仮面[image: α]〟とか登場したんだけど、前回の話で何と何と何と！　その正体が静先輩であることが分かってしまって驚きよう天てん動どう地ちだね。

　そして、敵か味方か？　白い犬が変身した美少年、夏休み直前の転校生、その名も犬いぬ山やま・ワンワン・陸りく太た郎ろう。おっとよく似た謎のヒーロー、ワンワン刑事でかも登場したぞ。両手に銃を持つ武術──〝銃じゆう七しち乗じようの拳けん法ぽう〟を操あやつる攻こう撃げき力りよく百二十％増量中の凄すご腕うで野郎だ。彼のことも忘れないでね。

　こんなモンですね前回までのお話。

　今回のお話は、前回からすぐ。夏休みに入った木乃が、北ほつ海かい道どうの田舎いなかに帰るところからはじまる。テレビアニメシリーズだったらそろそろ視し聴ちようを打ち切る人も出てくる第七話（前回長かったから五話と六話ってことにしてもらいます）。

　そろそろＯＰソングがカラオケに入った頃ころでしょうね。さあみんな、元気よく歌おう！　あ、当然ＥＤソングは夏なので〝木乃音頭〟になってます、ハイ。こちらは踊り方説明書つきのＣＤがまもなく（編へん集しゆう部ぶ怒・いいから話を進めろ！）


















　大好きなおばあちゃんへ

　もう毎日暑ち暑あちですけど元気ですか？　わたしは最高元気です。

　ようやく一学期が終わります。夏休み、すぐに帰ろうと思っていたのに、ちょっと忙しくて切符の予約を忘れてしまいました。でも、さっきやっと夜行列車とフェリーが取れたので、××日には帰れます。

　おばあちゃんの手料理を食べるのを、これ以上ないほど楽しみにしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木き乃のより




　大好きな木乃へ

　敵てき艦かん見ゆとの警けい報ほうに接し、連合艦隊は直ただちに出動、これを撃げき滅めつせんとす。

　本日天気晴朗なれども波高し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今日きようも元気なおばあちゃんより




「ああもぅ！　おばあちゃんらしいねっ！」

「木乃。その返信意味分かんないから」

「えー？　エルメス、どの辺が？」

「本文全部」







「忘れ物はないかい？　木き乃のちゃん」

　五階建てのビルを二つ、そしてその間に円筒形の管理棟を持つ立派な寮りようの玄関で、寮母のおばちゃんが声をかけました。

　時間は夕方。梅雨つゆも明けた夏本番ですので、日は傾いてもまだ暑いです。緑一色の桜の木で、セミが鳴いています。

　声をかけられたのは、一人の少女でした。短く黒い髪、整ととのった精せい悍かんな顔を持つ、なかなかの美少女です。生き地じが薄うす手でのジーンズに、薄うす緑みどり色いろのＴシャツ姿。シャツの背中には、小さなたき火のイラストプリントと、そして文字──〝オープンボルトの銃を投げるな！〟。頭には黒い野球帽。黄き色いろい刺し繡しゆうで、〝Si vis pacem,para bellum.〟の文字。

　腰にはベルトを巻いて、右みぎ腿ももの位置にホルスターが、中にはリヴォルバータイプのモデルガンを吊つっています。緑色のポーチがいくつかついてました。

　少女の足下には、革製のやや大きめの鞄かばんが一つありました。よく見ると車しや輪りんがついていて、取っ手を引き出してコロコロ転がせる便利モノです。

「はい！　一学期、本当にお世話になりました！」

　木乃と呼ばれた少女は、エプロン姿のおばさんにぺこりと頭を下げました。そう、今は夏休み三日目。木乃が、夏休みで寮を出る最後の生徒なのでした。木乃が出ると、寮母さんたちには、部活の合宿が始まるまで、ひとまずのお休みが訪れます。

「まったく切符の手配をちゃんとやっていれば、二日前から寮も休みにできたのにねえ」

　と、誰だれかが憎まれ口を叩たたきました。小さな声でしたが、寮母さんはおや？　と怪け訝げんそうな顔をして、木乃はジーンズのポケットに右手を突っ込んで、そこにあったモノを握りしめたのでした。

「まったく木乃はむぎゅ──」

「では！　行ってきます！」

　木乃は笑え顔がおで挨あい拶さつ。寮母さんの見送りを受けて、故郷の北ほつ海かい道どうへと長旅の始まりです。鞄から取っ手を引き出して、コロコロと引きながら。




「なんで余計なこと言うのよエルメスはー！」

　地元の駅までは結構距きよ離りありますが、健脚の木乃は歩きます。まわりは新しん興こう住宅街の広い通り。木乃はまわりを歩く人に怪しまれない程度の声で、一人で喋しやべります。

「またわたしが変人だと思われるでしょ！」

「もうすでに変人だと──うぎゃ」

　木き乃のは、ポケットから出したストラップを握りしめました。緑みどり色いろの革と黄き色いろい金属でできたシックなストラップです。携帯電話の代わりに、部屋のとは違う鍵かぎが一つついています。

「移動中誰だれかに喋しやべったら、その場に捨てるからね！」

「分かった。うん、もうしない。うん」

　先ほどから若い男の子のような声で喋っていたのは、そしてエルメスと呼ばれたのは、このストラップなのでした。

「長旅だからね！　ばれたらまずいからね！」

「分かってるってー。ずっと寝てるから、田舎いなかついたら起こしてね」

　通りを進む、そんな木乃（とエルメス）を、

「…………」

　電柱の陰かげから、誰かがこっそりと見ています。髪のやや長い男。白い詰つめ襟えり学生服。腰には一振りの日本刀を帯びています。頭に白いハトが乗っています。

「…………」

　そんな覗のぞき魔まを、別の何かが茂みからこっそりと見ています。白い大きな犬。地で笑え顔がおの可愛かわいい犬ですが、目が怪しく光っています。お散歩中のチワワが、その生物へときゃんきゃんと吠ほえまくり、飼い主を慌てさせます。

「よっしゃ！　これでやっと帰れるよー！　楽しみー！」

　何も知らずに、木乃は吞のん気きに、片手を空に突き出すのでした。彼女の生涯に一片の悔いもないかのように。




　今回の木乃の旅は、乗り換えの旅です。長旅です。

　学園は神か奈な川がわ県けん横よこ浜はま市しにあります。前に書きませんでしたけどそうなんです。木乃は、日が沈んだ頃ころに地元の駅に到着しました。

　列車の都合、ここでだいぶ時間を潰つぶさないといけません。寮りようをもっと遅く出ればいいのでしたが、暗い中歩くのを寮母さんが心配してしまったもので。木乃は、駅前のショッピングセンターのミニ映えい画が館かんで、『世界の空軍　ドッグファイト』を観かん賞しようしました。

　さて夜も八時過ぎになって、木乃の本格的な移動が始まります。まずはＪＲ京けい浜ひん東とう北ほく線せんですぐ近くの大おお船ふな駅えきへ。帰宅のほろ酔いサラリーマンに混じって、ホームで好物の立ち食いソバをいただきます。ゴボウ天ぷらに生卵にワカメ載せ。夏でも熱あついのを食べるのが木乃の正義。五百二十円也なり。

　大船からは、ＪＲ湘しよう南なん新しん宿じゆくラインに乗って新宿駅へ。夜九時も過ぎた上り電車は、ぼちぼちと空すいています。

　さて新宿からは、二十三時九分出発の夜行快速、《ムーンライトえちご》に乗り込みます。青春十八きっぷで乗れる長ちよう距きよ離り列車です。ちなみに女性専用車両の指定券が取れました。冷房に備えて長なが袖そでのシャツを着て、置いた鞄かばんに足を乗せ、座席を倒し、帽子をかぶり、

「おーやーすーみー」

　木き乃のは検札も無視して睡眠タイム。列車はガタゴトと、深夜の誰だれもいない、電気もついていない駅を通過していきます。

「…………」

　そんな列車を、ホーム屋根の上から逆さに顔を出して見つめる怪しい目。腰には刀。顎あごにハト。

「…………」

　そんな怪しい人間を、テロ対策で中身が見えるようになったゴミ箱の中から見つめる不気味に光る目。白い毛。

　誰か警けい察さつを呼ぶべきだ。




　翌日の早朝、本当に早いなんと五時と少し前、列車は新にい潟がた駅えきに到着します。東の空には、夏の太陽が顔を出していました。今日きようも暑くなりそうです。

　それより北に行くために、慌ただしく別列車に乗り換えるお客を横目に、

「ふわあ……。ねむ」

　あくびの木乃はカラコロカラコロ、鞄を引いて人の少ない新潟駅を出るのでした。次はフェリーです。まずは港まで、健脚商売の木乃は歩きます。今朝けさも信しな濃の川がわは、のんびり流れています。四キロほどを歩き、一時間もたたずに木乃は新潟港フェリーターミナルに到着しました。

　全長二百メートル弱、総トン数一万八千。新日本海フェリーが誇る大型フェリー《ゆうかり》は、小お樽たるからのお客を運んで入港済みでした。

　もぐもぐ、手前のコンビニで買ったおにぎりの朝ご飯を食べて待った後、乗船手続きをして木乃は船の上の人になります。

　選んだのは、ベッド一つにカーテンで仕切る小部屋のＳ寝台。プライバシーがある程度保て、ベッド脇わきスペースで立ったまま着替えができていい感じです。カーテンを閉めると熱ねつがこもるのと、ちょっとベッド脇の灯あかりが暗いのが玉に瑕きず。

　さてフェリーは車を運ぶ船ですから、大きな船体に次々と車が飲み込まれていきます。その内の一台、屋根にボートを乗せた大型四よん輪りん駆動車が乗船ランプを走っていきます。そして、その運転手も他ほかのお客もフェリーの案内人も、誰も気がつきません──車体の下に、腰に刀を差した男が一人、涼しい顔をしてへばりついていることを。

「…………」

　その様よう子すを、遠くから睨にらむ犬がいました。白い犬でした。




　予定どおり朝の十時三十分、汽笛を鳴らして船が出ます。デッキで景け色しきを眺める人達がいますが、そのときの木き乃のは、列車で寝足りないのでバタンキューでした。ベッドで夢の中です。

　フェリーは信しな濃の川がわの河口を出て、日本海をぐいぐいと進みます。目指すは北。

「…………」

　遠くに小さく見える白い船体を、白い犬が仁に王おう立だちで見つめていました。場所は新にい潟がた空くう港こう近くの、山やまの下した海かい浜ひん公こう園えんの海岸。頭の上を、ごーっ、と巨大な旅りよ客かく機きが掠かすめます。足下と船の間は当然海。

「うーっ……、はーっ！」

　白い犬はうなったあとかけ声一発、海に飛び込みました。

　そして、犬かきが炸さく裂れつしました。白い犬は白い航跡を蹴け立たて、まるで魚雷のように、フェリーに一いつ直ちよく線せんに近づいていくのでした。




　そうしてフェリーは、穏おだやかな夏の日本海を、北へ北へと進みました。

　木乃は、昼寝と食事と昼寝とおやつを繰くり返し、それでもあまった時間は、後部デッキで何気なく空を見たり、お風ふ呂ろに浸かったりして過ごします。

「ぷはーっ！　風呂上がりにはやっぱりこの一杯！　美味うまい！　もう一本！」

　木乃は〝キリンガラナ〟（注・北海道限定の炭酸飲料。時し雨ぐ沢さわはとても美味いと思っているが、こいつの一番好きな炭酸飲料は激げきマズで名を馳はせる〝ルート○ア〟なのでそのつもりで）を飲み干すのでした。

　日本海に鮮あざやかに夕日が沈み、そして船は、小お樽たるからのフェリーとすれ違います。ぴんぽんぱんぽーん。乗員お姉さんのアナウンス。

『お客様に、お伝えします。まもなく本船左側を、姉妹船《らいらっく》が通過いたします。コンディションレッド発令！　総員、対水上戦せん闘とう用意！』──沈めてどうする。

　木乃は夜は早めに就寝します。たっぷり昼寝しても、夜すんなり寝られるのが木乃の生き様です。

　翌日。つまり旅行三日目の朝、木乃は夜明けと共に起こされました。むしろ夜明け前でした。

　この便の小樽到着予定は朝の四時十分です。それより前に歌の準備、じゃなくて下船の準備がありますので、朝の三時過ぎに船内放送で起こされます。容赦ありません。

『こちらは船長だ！　〝艦かん長ちよう〟と呼ぶなこの船は軍艦ではない！　お客様ども、総員起床だ！　いつまで寝てるんだボケ！　全員とっととケツを上げろ！　俺おれの船にグズはいらねえ！　遅れたヤツは海に叩たたき込むぞ！』

「うー……。ねみー……」

　寝ぼけ眼まなこで髪は寝ね癖ぐせ。それでも木乃は、晴れ晴れとした早朝の小樽港に降り立ちます。さすがは北ほつ海かい道どう、夏ですがひんやり寒いです。一つ上着が必要です。そして、

「木乃、お帰り」

「おばあちゃん！」

　そこにいた老婆に声をかけられ、木き乃のは笑え顔がおで飛び付きました。

　背が高く、背筋はしゃんとした、長い銀髪を頭の後ろでまとめてネットで留めた老婆でした。上品そうな灰はい色いろのパンツルック、白いシャツに軽く羽は織おった薄うす茶ちやのジャケット。右腰には、やっぱりホルスターにリヴォルバーです。そこには実銃が入っていましたが、銃刀法なんかでこの人を縛しばるのは無理ですんで。

　それは木乃のおばあちゃん。親を亡くした木乃を細腕一つで育て上げ、ありとあらゆる銃器の使い方を教えてくれた、今の木乃にとっては、自分の次に大切な生き物です。

　木乃と老婆はしばし再会を喜び、お互いの近況を簡かん単たんに伝え合いました。

「では、参りましょう」

　老婆は木乃を、来客用駐ちゆう車しや場じようへと案内します。コロコロ、木乃が続きます。

「さ、乗ってください。鞄かばんはトランクに入れましょうね」

　老婆が立ち止まったのは、一台の車の前でした。あまり大きくない、青い四ドアセダン。スバル・インプレッサＷＲＸ　ＳＴＩバージョン。それが車の名前です。長いです。そして、どこもかしこもぴかぴかの新車でした。

「これ、おばあちゃんの？」

　木乃が指を指しながら聞きました。老婆はそうですよと頷うなずきながら、飛びそうな羽根がついているトランクを開けます。木乃の鞄を片手でひょいと持ち上げて、入れてしまいました。

「一週間ほど前、今までの小さくて黄き色いろい車の調ちよう子しが悪わるくなったので、町の車屋さんに持っていったのです。すると、『もう走っていること自体が奇き蹟せきです』と言われたので、木乃を迎えに行く途中に壊こわれては仕方がありません。そこで、勧められたこの車を買ったのです」

「へー。わたしあのかわいい車好きだったんだけどなー」

「大丈夫。あれはあれで、また直して乗りますよ」

「それならいい」

　ドアを開けて二人が運転席と助手席に乗り込んで、

「わー、ドアがちゃんと前に向かって開く！　中も広い！　うわっ！　クーラーがついてる！　ＣＤも聴きける！」

　嬉うれしそうにはしゃぐ木乃を見てから、老婆は笑顔でサングラスをかけました。エンジンもかけました。

「せっかくですから、何か美味おいしいものでも食べて帰りましょう。買い物もしましょうか」

「わーい！　賛さん成せい！」

　そして車は、フェリー埠ふ頭とうを背に走り出しました。

「…………」

　その青い車を、駐車トレーラーの薄く空いた後部ドアからじっと見つめる目が二つ。腰に以下略。

「…………」

　そのトレーラーを、フェリー乗り場の屋上からずぶ濡ぬれのままじっと見つめる目が二つ。白い以下略。




　小お樽たるから札さつ幌ぽろに出て買い物をしたあと、いろいろな道を走ってこの峠とうげを越えてその橋を渡って、ほとんど夕方になって、

「おお、懐なつかしの故郷よー！　相変わらずド田舎いなかで嬉うれしいよー！　ひゃっほぅ！」

　助手席にはしゃぐ木き乃のを乗せた青い車は、のんびりとした田舎の細い道を、法定速度でのんびりと進んでいました。あたりには広々とした牧草地が広がり、白と黒の乳牛がもーもー鳴いています。進む先には森が見えてきて、車はその森への細い砂利道へ曲がりました。

　砂利道には、〝この先私有地・流れ弾に注意〟の看板があちこちにありました。この先には木乃の家しかありません。老婆はアクセル全開です。青い車はドカンと加速して、狭い砂利道をとんでもない速度で走っていきますよ。カーブでタイヤ全部滑っていますよ。ちょっとした道の盛り上がりで大ジャンプですよ。

　それでもどこにもぶつからず、車は長い土煙を立ててカッ飛んでいきます。

　狂ったような勢いで流れる窓の外の景け色しきですが、

「でね、その寮りよう母ぼさんがわたしを見たらいつも何も言わずにご飯を大盛りにしてくれて──」

「もう木乃には、専用のお茶ちや碗わんが必要でしょうね」

「そうかも。あはは」

「そうですよ。ふふふ」

　二人の会話は長閑のどかそのものでした。




　森の中に、家がありました。

　砂利道の片側に畑や家畜小屋や射しや撃げき練習場があって、その脇わきに大きな日本家屋が一軒、ポツリと建っているのでした。屋根には瓦かわらを載せ、長い縁えん側がわを設けた、今時見かけない純和風ハウスです。

　青い車が弾丸のようにやってきて、鬼のような急ブレーキで真横に滑りながら家の前に止まりました。

「おおっ、懐かしの我が家よーっ！」

　車からおりて、木乃が両腕を挙げて叫びました。それから、トランクの荷物を下ろすのを手伝います。鞄かばんや買い込んだ食料。しっかり固定してあったので、どうにか原形を留めていました。

　荷物を手に、二人は玄関をくぐります。

「たっだいまーっ！」

「はい、お帰りなさい。木き乃の」

　荷物を玄関に下ろし、木乃は靴を脱いで上がります。ハエ取り紙が吊つるされ、黒電話が置いてある廊下で、久々の家の匂においを満喫します。

「木乃ー。荷物を入れてしまいましょう」

「あ、はーい」

　木乃が返事と共に振り返ろうとして、老婆は続けてこんなことを言いました。

「お客さんも、どうぞお上がりになってください」

　はい？　お客さん？　木乃が相当不ふ思し議ぎ顔で、玄関に視し線せんを向けました。そして、信じられないものを見ました。

「は、恐きよう縮しゆくです」「すみませんどうも」

　とか言いながら、二人の人間が上がり込もうとしているではありませんか。

　一人は、白い詰つめ襟えり学生服をしっかりと着込み、腰に日本刀を下げ、少し長い髪を持つ先せん輩ぱいの男子生徒。しかも木乃の知り合い。学園一のモテモテ男、刀の貴公子、ザ・[image: 辻]つじ斬ぎり男、出来過ぎ侍──その名は静しず先輩。ハト。

　もう一人は、黒いスラックスに白いシャツを着た、肩先までの白い髪に美女のような美び貌ぼうを持つ美少年にして、先日一学期終了直前にブルギーから転校してきた、何かと木乃にちょっかいを出してくるストーカー規制法処罰対象クラスメイト、犬いぬ山やま・ワンワン・陸りく太た郎ろう。

「…………」

　木乃ぼーぜん。

「遠いところをわざわざ。道、すぐに分かりました？」

　老婆はにこやかに挨あい拶さつして、

「はい。車のタイヤ跡をつけてきましたので」

「匂いをたどって分かりました」

　二人はそんな変態な答えを笑え顔がおで返します。老婆も笑顔。まあ、とか言っちゃいます。

「な、なんで二人がここにいるのよーっ！」

　木乃の心の底からの叫び声に、

「ふわ？」

　ポケットの中のエルメスが目をさましました。




　二十畳はあろう広々とした和室。縁えん側がわの外は日も暮れかけ、豚さんの蚊か取とりり線香からはもわもわと煙。

　部屋中央には大きな食卓。その上に、刺身やらサラダやら煮物やらエトセトラ、料理がずらりと並びます。

「さあさ、若い人達は遠えん慮りよなく。どんどん食べてくださいな。作り甲が斐いがあって嬉うれしいわ」

　鶏とりの唐揚げの大皿を運んできた、対戦車ミサイルがプリントされたエプロン姿の老婆が言って、あら鍋なべが噴ふいてるわと言いながら慌てて台所に消えていきます。

「…………」

　食卓の一方にあぐらをかく木き乃のは、手にした箸はしを今にも折りそうです。凄すさまじい形ぎよう相そうで、対面に座る二人を睨にらみ付け、

「な、ん、で！　ここに、いま、いるのよ？」

　言葉の節々に力がこもっています。箸どころか歯を嚙かみ砕きそうでした。

「百万十億五十兆三十歩譲ゆずって、静しず先せん輩ぱいはまあいいとしましょう。しかしそこの白しら髪が！」

「犬いぬ山やま・ワンワン・陸りく太た郎ろうと申します」

　深々と頭を下げた正座の犬山に、

「知っとるわー！　そんなことーっ！　名前を言いたくも聞きたくもなかっただけだーっ！」

　木乃はもう少しで、ほうれん草のおひたしを小鉢ごと投げつけるところでした。

「なーにやってんだろうね……」

　目をさましたら木乃が怒り狂って暴あばれていたのを見たエルメスが、部屋の洋服掛けに引っかけられたベルトの角で一部始終を傍ぼう観かんします。あの時の木乃は、玉たま葱ねぎが入っていた段ボール箱に二人を叩たたき込んで、入らなかったら入るまで小さく千切ってでも叩き込んで、そのまま着払いで神か奈な川がわ県に送り返さん勢いでしたが、老婆の、『お客さんに失礼は駄だ目めですよ。大勢の方が楽しくていいですね』の言葉に、二の句が継げなくなっていたのでした。

「がるるるるるるるる……」

　犬歯を剝むき出だしにしてうなり声を上げる木乃をほとんど無視して、

「では先輩、ごちそうになりましょう」

「そうだな。──いただきます」

　二人は食事をスタート。礼れい儀ぎ正ただしくも、美味おいしそうに食べます。木乃も、仕方なく一度手を合わせ、それから食べ始めました。

「せっかくのおばあちゃんの絶品料理を、何で……」

　思いがストレートに口に出ます。はあ、とため息をつきながらも、

「ああでも美味しー。このまったりとしたもったりとしたなんともいえぬ──」

　久々の実家の味は実にブラボウなのでした。目の前の二人が何か一つでも不味まずいとか一言でもヌカシやがったら即座に外に引きずり出して後頭部を撃うち抜いてやろうと思いもしましたが、

「こ、こんな美味しい家庭料理は食べたことがない！　全すべての味が完かん璧ぺきだ！　そして栄養素のバランスも素す晴ばらしい！　具体的にはまず（以下略）」

「素晴らしい味です！　僕は今、奇き蹟せきを前にしている！　この食卓の上に、まるで宇宙が再現されたかのようだ！　トレビアーン！」

　ちっ、機き会かいは失いましたよ。

　もうどうしようもないですが、せめて静しず先せん輩ぱいだけならまだナンボかよかったのに。木き乃のは思いますが、口にはしませんでした。

　その後老婆も加わって、楽しい夕食になりました（除・木乃）。木乃の学校生活のことで、二人と老婆は結構盛り上がったのでした。




「疲れたでしょうから今日きようはもうお休みなさい」

　おばあちゃんの言うとおり、木乃は久々の自分の部屋へ、食後すぐに引っ込みました。厳げん重じゆうに鍵かぎをかけるのを忘れません。男二人には客間があてがわれ、浴衣ゆかたが出ました。二人は礼を言って、これまた広い和室で、一いつ緒しよに寝ることになります。あーそこ、変な想像をしないように。一緒といっても当然布団は二組で、二メートル以上離はなれていますよ。

　障子を通す月明かりで、部屋はほんのりと白いです。二人の男は、同じように天てん井じようの板と、ぶら下がる灯あかりを見ていました。

　最初に軽く探りを入れたのは、犬いぬ山やまです。先輩まだ起きてます？　と白々しく聞いて、静がああ、と答えると、

「それにしても奇遇ですね。こんなところで、こうして一緒に寝るなんて」

「ああ奇遇だね」

「ところで、静先輩の生いき甲が斐いって何ですか？」

　話が突とつ拍ぴよう子しもなく飛びましたが、静は目を閉じたまま、淡々と答えます。

「もし自分に力があるのなら、その力を正しく使い、悪を倒し、虐しいたげられている人々を助けること、かな」

「へえ。素す敵てきですね」

　とか言った犬山、全然素敵そうな口く調ちようではありませんでしたよ。真横に視し線せんを向け、凄すごい睨にらみ目です。普通の人なら石になっちゃいそうな視線ですが、静の平静顔はビクともしません。

「もう寝たらどうだい？　田舎いなかの朝は早い。厄やつ介かいになったお礼に、いろいろと手伝いもしたいからな」

　静は会話を打ち切ろうとしますが、犬山はザ・ノンストップ。

「僕の夢はですね──」

　誰だれも聞いてないのに語り始めます。

「昔自分が信じて仕えた人間を、こてんぱんに伸のすことですよ」

「ふっ」

　静が静かに笑いました。珍しいことです。犬山は感情の変化を隠し、

「面おも白しろいですか？」

「叶かなったとき、どうする？」

「それはすでに自問しましたよ」

「答えは？」

「〝そのときに考える〟」

「ふっ。叶かなうといいね」

「ええ。でも、明日あした目をさましたら叶っている、なんて事がないのは、よく分かっていますよ」

「そうだな。願ねがいがそんな簡かん単たんに叶ったら、面おも白しろくない。──お休み」

「そうですね。──お休みなさい、先せん輩ぱい」

　二人の会話が止やんで、静かな寝息に移って、

「ふふふ」

　小さく静かに笑ったのは、廊下にいた寝巻き姿の老婆でした。




　翌日。

　なんといい天気でしょう（問題１・英訳しなさい）。

　空は何処どこまでも突き抜けるように晴れ渡り、昇りたての朝の太陽は眩まぶしすぎます。ただ、どうにも風が少し強いようですね。これ伏ふく線せんですよ。

「はっ！」

　犬いぬ山やまが目をさましたとき、隣となりの布団はきれいに畳まれて置かれていました。

「くそっ！　やられた！」

　まったくもって静しずに先を越されました。犬山は舌打ち一発で起きあがると、二秒で布団を畳み、三秒で浴衣ゆかたからシャツに着替え、十五分かけて白く長い髪をとかしました。

　鳥の鳴き声がうるさいくらいの庭に出ると、すでにみんなはそれぞれの仕事をしています。静はＴシャツ姿で薪まき割わりを日本刀で、老婆は井戸水を汲くみ上げています。

「おはようございます！　すみません！　寝坊しました！」

　犬山は頭を下げまして、何か仕事はありませんかと訊たずねました。老婆が、

「では、木き乃のの手伝いで、そこにある空から薬やつ莢きようを倉庫まで運んでくださいな」

　はいと返事をして、犬山は指示された〝そこ〟に向かいます。そこは家の裏に設もうけられた射しや撃げき場じようです。森を切り開いて、八百メートルほどの射場ができていました。置かれた机の近くには、大きな木箱にびっしり入った大小様々な空薬莢。

「これ、全部今朝けさ撃うったんですか？」

「そーよ、いつもの朝練習。撃たなきゃ上手じようずにならないでしょ」

　ドイツ製ＭＧ３マシンガンをひょいと背負いながら、上下緑の戦せん闘とう服ふく、腰にガンベルトとエルメスをぶら下げた姿の木乃が言いました。首にはヘッドフォンのようなイヤープロテクターをかけています。そして両手に、ライフルケースとピストルケース。

「ほらとっとと運べ。ねぼすけ」

　木き乃のにせっつかれて、犬いぬ山やまは木箱を運びます。結構重いです。

「あれだけ撃うったのによく寝てられるわ。しかも押しかけた人の家で」

　後ろから嫌いや味みを言われながら、

「くそう静しずめ……。いつか殺してやる」

　犬山は超小声でつぶやくのでした。（問題２・犬山はなぜこのような気持ちを持ったのか、二十文字以内で書きなさい）

　それから朝食までの間、掃除やら畑の手入れやら動物の世話やら、二人の男はいろいろとこき使われます。静は涼しい顔で全すべて完かん璧ぺきにこなし、犬山はやや不器用なところを見せては、木乃に、

「そこ！　腰が入ってないぞ！　メシ分は働け！　ボケ！」

　叱しつ咤たされるのでした。

「くそう静め……。いつか殺してやる」




　朝食の時間になって、準備ができて、老婆が家の中からみんなを呼びました。キノ達は冷たい井戸水で顔や手を洗い、家に戻ります。風がまた強くなって、空には雲が増えてきました。

　さて三人が勝手口から入ろうとしたとき、軽のバンが一台、砂利道をヘコヘコとやってきて家の前で止まりました。急いで運転席から降りたのは、二十歳ほどの、髪を二カ所で束ねた、Ｇパンにシャツにエプロン姿の美人のお姉さんでした。

「ごめんなさい！　遅れました！　牛乳です！」

　そう謝あやまってから、お姉さんはバンの荷台からプラスチックのケースを持ち出します。中身は一リットルほどの大きな牛乳瓶が八個。お姉さんは重さでふらつきます。家の中から老婆が出てきて、そういえば牛乳配達がまだでした、と今気づいた様よう子すで言いました。普通なら、村の牧場のおっちゃんが日の出前に来るはずです。

「本当にごめんなさい！　私、普ふ段だん配達している者の姪めいです。叔父おじさん、牛が難なん産ざんでつきっきりで手がはなせなくて、私がかわりに回ってます。でも道に迷って、ここまで時間かかってしまって──」

「まあそうでしたか。それは大変でしたね。朝ご飯には間に合いましたから、大丈夫ですよ」

　はいすみませんごめんなさいとお姉さん。ケースをよたよたと運びますがかなり足取りが怪しいです。木乃が手伝おうとするより早く、男二人がジェントルメーンなところを見せました。

「私がやります」「僕が運びます」

　そう言いながら同時に手を出し、仕方がないので不本意ながら片側ずつ持って運びます。勝手口から中に入れます。

「…………」

　おっと、二人を見送るお姉さんが、まるで魂を抜かれたかのようにポカーンとしていますよ。ハッとして慌てて口を閉じましたが、勝手口から二人が出てきたらそれ見てまたポカーン。視し線せんは静しずと犬いぬ山やまをずっとロックオン。ロシア語で考えたらミサイルも出そうです。静はどこまでもハンサムですし、犬山は超絶美少年ですから宜むべなるかなといったところでしょう。

　ハラショーな気分の今の彼女からは、

『メシも空気も美味うまいところだから、遊びに来るといいよー。仕事はさせないからさー』

　などと電話で言って北ほつ海かい道どうの田舎いなかくんだりまで来させた翌日からこんな重い物配達させやがった叔父おじへの恨みなんて、きれいさっぱり吹っ飛びましたよ。東京でもこんなレベル高い少年達見たことないですよ。大だい興こう奮ふんですよ。〝北の大地で生まれた、都会に疲れた女子大生と地元美少年とのせつない恋物語〟──頭の中では、トレンディドラマ製作決定です。主役は自分。デビューシングルとして主題歌を歌うことも決定。結ばれるのはどちらか一人だけでもいいですけど、二人が同時に私に夢中になって、駄だ目めよ決められないわ喧けん嘩かはやめて二人を止めて一人は恋人とりあえずもう一人は愛人ってことでいいじゃない私のために争わないでもうこれ以上状態まで妄想はふくらみます。この間僅わずか一・三秒。

「はい、どうぞ」

　静が空ケースをお姉さんに渡そうとして、

「はっ！」

　お姉さん正気に戻りました。必死に照れ隠しをしながらすみませんでしたと謝あやまりつつ軽くなったケースを受け取って、バンの荷台に放り込みました。

〝焦ることはないぜハッハーッ！　明朝も配達に来てやるぜそうさもっとヘヴィな箱を持ってなっヒャッホゥ！〟

　だいたいこんなことお姉さん思っていました。心の中で親指立てて。もうラブラブです。

　そんなお姉さんを地獄に突き落とす、老婆のセリフ。

「ではみなさん、牛乳もちょうど来ましたし、朝ご飯にしましょう」

　訂正。この次が地獄に突き落とすセリフ。

「その後は、どちらが私の孫娘の婿むこに相応ふさわしいか、テストをしますからね」

　風が強くなってきました。




「なんでなんでなんでーっ？」

　なんか朝食の場が賑にぎやかそうなので目をさましたエルメスは、木き乃のが滑なめ子このおみそ汁すすりながらおばあちゃんに泡飛ばしながら何かを言いまくって、老婆はそれをひょいといなしているシーンを目にしたのでした。

　男二人はなんか黙だまったまま、たくあんポリポリ食べてます。何があったんだろうとエルメスが感覚精度を上げると、木乃の声がはっきりします。

「なんで二人から婿むこを選ばなくちゃいけないのー！」

「〝命短し、恋せよ乙女おとめ〟ですよ」

　老婆はしれっとした顔で言い返し、

「なになに？　それ一体なんの話！　──むぎゅーっ！」

　思わず声を出して木き乃のに握りつぶされたベルトのエルメス死にそう。




　さてお姉さんは、どこをどうやって運転して帰ったのか分かりませんでしたが、気づいたら近くに家もない村の交差点にぽつんと置いてある自動販はん売ばい機きの脇わきにバンを止めて、運転席で缶コーヒーを飲んでいました。

「…………」

　何も考えられません。手にした缶コーヒーの味も分かりません。

　バンのラジオから、ＡＭの公共放送の天気予報が流れています。

『本日朝、八はちの戸へ沖に電でん撃げき的てきに発生した台風七号は、ますます調ちよう子しに乗りつつ勢力と速度を増し、昼にも北ほつ海かい道どうに上陸する可能性が非常に高くなりました。〝秋の日の、ヴィオロンのため息の身にしみて、ひたぶるにうら悲し〟──くり返します。大型台風七号、北海道へ今から上陸だ乗り込むぞ踏み込むぞ覚悟しろ注意しろ台風なめてっとケガすんぞおっと受信料を払うといいですよ払うと台風も逸れるかもしれま──』

　ぱちん。お姉さんはラジオを切りました。

　ぐしぐし。ずるる。涙目でコーヒーと鼻をすするお姉さん。一人寂しく、朝なのに黄昏たそがれロンリー。

　ぶーんぶーんぶーん、おやポッケの携帯電話にメールが来ましたよ。

「……？」

　条件反射で取り出して画面をチェックしてしまうお姉さん。浮かんだ文字は、こんなでした。

『タイトル‥真剣に美少年を落としたい？　差出人‥話題騒そう然ぜん！　美少年ハンターズ　本文‥あなたも美少年も落とせる！　もうよりどりみどり！　小娘なんかに負けてられる？　登とう録ろく完全無料！　[image: →]ここをクリックして〝入り口〟からお入りください』

「…………」

　ぽちっとな。

　魔まの誘いもＩＴ時代。




　家です。食後のことです。

　広いキッチンで全員総出で横並び。お皿を洗ったり拭ふいたり食器棚にかたしたりしながら会話です。

「しかし、〝婿〟というのはどうにも気が早い気がするのですが」

「何をおっしゃいます静しずさん、孫も年とし頃ごろですよ。私がこの子くらいの歳としには──」

「え？　結婚してたの？　おばあちゃん」

「もうフランス外人部隊で戦っていましたよ」

　まじっすか。

　ふきんを取り替えながら、犬いぬ山やまが挑発します。

「僕は構いません。例え結婚が先の話だとしても、ご家族に一人前の男として認められることに意義はあると思います。静先せん輩ぱいが勝負しないのでしたら、せめて僕だけでもお願ねがいします。寝坊の汚名返上のためでしたらどんな試練でも受け、みごと成し遂げて見せます」

　ぷひぷひ。老婆がいつの間にか持っていた子供用のポンプ付きラッパが、気の抜ける音を立てました。

「犬山さん──プラス三ポイント」

「なにそれ？　おばあちゃん」

「戦いは、すでに始まっているということですよ」

「む……。私は、無益な争いを好まない男ですが、常に自分を磨き鍛きたえ上げたいという信念は持っています」

　おっと静が、スポンジに粉こな石せつ鹼けん振り掛けながら言いました。

　ぷひぷひ。「静さん──プラス二ポイント。現時点では犬山さん一ポイントリード」

「くっ！」

「ここで静先輩が投げ出したら、僅きん差さで僕の勝ちですね」

「私は、何かを投げ出すようなことはしない──」

「どうでしょう？　さっきまではなんか弱気でしたけど──」

　ごごごごごごごごごご（効果音）。盛り上がってきました。気がついたら、静と犬山しか手を動かしていません。木き乃のも老婆も、一歩下がったところでさぼっていますが、男二人がよく働くもので無問題。

「その勝負、受けて立とうではないか」

「おや先輩。やる気が出るのが遅いですね。気持ちですでに負けてますよ」

「終わるまで分からないのが、勝負というものだと思っている」

「先を読める者が勝つのが、僕の思う勝負です」

　うん。また風が強くなってきましたね。




　家の庭にて、まず老婆が叫びます。

「みんなー！　孫の婿むこになりたいかーっ？」

「おー」「おー」

　拳こぶしを上げるは静しずと犬いぬ山やま。二人とも着替えがないので昨日きのうと同じ服装──それに変なシルクハットをかぶっています。色が赤くて銀ぎん色いろの星がいくつも描かれていて、背中側にはケーブルが繫つながっています。

　二人の前には簡かん単たんな台があって、押しボタンが一つ。

「では始めます。第一ラウンドは早押しクイズです。先に五百点取った方に、五ポイント加えましょう。お手つき、誤答はマイナス一点」

　向かい合って立つ老婆が、分厚い問題の束を手にして言いました。

　空はもう明らかに悪化の一途。太陽を隠しながら鼠ねずみ色いろの雲がかなりの速度で流れ、草が風に舞まいます。

「で、なんなのこれ？」

「さあねえ。知らない」

　エルメスの質問に、木き乃のが正直に答えました。木乃は茶ちや色いろのゆったりカーゴパンツに、灰はい色いろの長なが袖そでのＴシャツ。左胸には〝ＨＫ〟の刺し繡しゆう。背中には〝嗚あ呼あ愛いとしのローラーロッキング〟の文字。腰にエルメス付きガンベルトを巻いて、三人から離はなれた位置で丸太に座って、

「もはや何が何だか」

　呆あきれていました。

「では始めましょう！　問題！」

　老婆の気合いが入った声。二人の男が、右手をボタンの上にすいっとかざします。

「〝時し雨ぐ沢さわを含めた電でん撃げき文庫作家陣が池いけ袋ぶくろにカラオケに行って、美味おいしい──」

　ばしんっぴこーん！

　静がボタンを電光石火でブッ叩たたき、シルクハットの上に大きなクエスチョンマークが光りながら起きあがりました。

「はい静さん」

「〝シェフを呼べ！〟」

「正解。──問題は、〝時雨沢を含めた電撃文庫作家陣が池袋にカラオケに行って、美味しい料理を食べたときに決まって言う言葉は？〟でした。〝シェフを呼べ！〟。正解です」

　老婆が言って、静はクールなまま誇らしげに胸を張ります。ボタンを押そうと反応しかかっていた犬山は、明らかに悔しそう。

「問題！　〝おかゆまさき著、『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん』の第一巻三十七ページのア──」

　ばしんっぴこーん！

「はい犬山さん」

「〝雄〟」

「正解。──問題は、〝『撲殺天使ドクロちゃん』の第一巻三十七ページのアイキャッチでドクロちゃんが判別していたヒヨコの性別は？〟でした。〝雄〟、正解です」

　得意げな犬いぬ山やまを、ちらりと静しずが横目で見ます。

「問題！　〝電でん撃げき文庫編へん集しゆう部ぶがある──」

　ばしんっぴこーん！

「はい静さん」

「〝右側〟」

「正解。──問題は、〝電撃文庫編集部がある区は、千ち代よ田だ区くですが、最寄りのＪＲの駅は、御お茶ちやノの水みず駅ですが、では会社が入っているビルの名前は、東京ＹＷＣＡ会かい館かんですが、エレベーターを降りてトイレはどちら側？〟でした。〝右側〟、正解です」

「ああっ！　分かっていたのに！」

「ほんの少し遅かったですね、犬山さん。──でも、二人とも素す晴ばらしいですよ。これはいい勝負になりそうです」

　盛り上がってきた三人を見ながら、

「あのさー」

「んー？」

「なんなのこの人達？」

「さあー」

　木き乃のとエルメスは疲れ顔です。

「問題！　〝ギターを──」ばしんっぴこーん！「〝ダーツ〟！」「正解。問題！　〝いつもさ──」ばしんっぴこーん！「〝十四代〟！」「正解。問題！　〝連載を──」ばしんっぴこーん！「〝東京日帰り探検隊〟！」「正解。問題！　〝信しな濃の──」ばしんっぴこーん！「〝帝てい銀ぎん事件〟！」「正解。問題！　〝あ──」ばしんっぴこーん！「〝三み笠かさの山に出いでし月かも〟！」「正解」

　大雨の匂におい漂う中、問題が百八問ほど進んだ時点で、木乃は見学をギブアップしました。

「おばあちゃん。散歩行ってくるー」

「はーい。傘を持って行きなさいね。──問題！」

　木乃は腰を上げ、エルメスをぶら下げて散歩に出かけました。




　黒い傘を片手に森の中の小道をテクテクしながら、誰だれもいないので木乃はエルメスと堂々と会話します。

「なんだかなあ。エルメス、あの二人、いったいいつまで居るんだろ……？」

「さあねえ。そもそもあの勝負、あんな調ちよう子しでいつまで続くのやら」

「せっかくの里帰りだっていうのに……。あれ？」

　木乃が、進む先にある太い木の脇わきで、何かが動くのを見つけました。熊くまだったらポーチの中の銃をぶっ放して追い払ってやろうかと思いましたが、

「人だよ」

　エルメスの言うとおり、それはうずくまっている人間でした。

「大変！」

　木き乃のが駆け寄りました。そして驚おどろきました。そこにいたのは、朝牛乳を運んできたお姉さんではありませんか。

「どうしたんですか？」

　うずくまっているお姉さんは苦しそうに、

「散歩に出たらちょっと持病の癪しやくが……。携帯も通じないし……」

「大変大変！　どうすればいい？」

　焦った木乃に、お姉さんは、ポケットから瓶に入った健康ドリンクを一本取り出しました。

「これを、開けてください……」

　分かった、と木乃はキャップをひねって開けて、

「そして、あなたが飲んでください」

　分かった、と木乃は腰に手を当ててゴクゴクと飲んで、

「そして、すぐに眠くなります」

　分かった、と木乃はふらついて、そのまま目を閉じてしまいました。倒れかけた木乃を、急に元気に立ち上がったお姉さんが支えます。

「ああっ！　木乃！」

　エルメスが思わず叫んでしまいましたが、そんなことを意に介さず、

「ふっ！　たわいない。──こうも簡かん単たんに我が手に落ちたか、謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ。ふはははははっ！　わっーはっはっはっ！」

　お姉さんの獰どう猛もうな高笑い。セリフもオヤジ臭ければ、声まで渋くなってます。

「木乃ぴーんち」

　エルメスの独り言。

　森に、雨が降り出しました。ぽつりぽつりざー。




　時間は昼ひる頃ごろです。

　もう辺り一面大雨に強風です。横に雨が降ってます。それでも森の中の一軒家の裏では、

「問題！　〝さ──」ばしんっぴこーん！「〝ドジっ娘こ編へん集しゆう！〟」「正解。次でちょうど四百問目ですね。現在、静しずさん二百点。犬いぬ山やまさん百九十九点」

　髪も服もずぶ濡ぬれになりながら男二人が、白いレインコートを着込んで老婆が、熱あつい勝負の真っ最中でした。

　そこへ、一台の郵便バイクがへなへなと近づいてきました。風で飛ばされないように必死です。

「郵便お届けでーす！　おばあさーん！」

「あら、ちょっと失礼。──こちらですわ」

　老婆は問題の読み上げを中止して、郵便屋さんに手を振りました。中年の郵便屋さんは歩いてやってきて、老婆にビニール袋に入った封筒を手渡し、

「ありがとう。お気をつけて」

　暴ぼう風ふう雨うの中、ふらふらになりながらバイクで帰って行きました。

「何でしょう？　差出人の名はありませんが」

　ほんの少し怪け訝げんそうな老婆に、静しずが言います。

「気をつけましょう。何か、危険物かもしれません」

「それは大丈夫です。私わたし宛あての荷物は全すべて郵便局で爆ばく発はつ物ぶつ等がないかチェックされますから」

　老婆は封筒をぴりと破って、中の便びん箋せんを風に飛ばされないように慎重に広げて、しばし読みます。そして少し驚おどろきました。

「あらまあ」

「何と？」「何が？」

　男二人の問いに、老婆は答えます。

「〝敵〟を名乗る人からです。孫娘を、木き乃のを誘拐したそうです。確たしかに証拠として押されているのは、木乃の指紋ですね」

「何と！」「何っ！」

　静と犬いぬ山やまは当然かなり驚きましたが、老婆はあっさりとその封筒をびりびりに破り捨て、

「ま、敵がどんな方だか知りませんが、一人で脱出できないようでは木乃もこの先の厳きびしい時代を生き残ることはできないでしょう。武器も持っていますし、夕方には帰ってきますよ」

「え？」「え？」

　男二人ぽかーん。

「こちらの勝負もありますし、続けますよ。では問題──おや？」

　老婆が一いつ瞬しゆん問題集に目を落として、そして視し線せんを上げたとき、男二人はいませんでした。無人の台の上で、シルクハットが仲良く二つ、雨風を受けています──あ、今の風で二つとも吹っ飛ばされた。

「ふふふ」

　老婆は楽しそうに微笑ほほえむと、陰雲漂う空を見上げました。

「さて、どちらが勝つでしょうね？」




「ぴぴぴぴっ！　ぴぴぴぴっ！　ぴぴぴぴっ！」

「ん……？　ほえ？　あう？」

「ぴぴぴ──あ、やっと起きた！　木乃！」

　うるさいエルメスの声でやっと目をさました木き乃のが見たのは、薄うす暗ぐらい、牛舎の中の様よう子すでした。でも牛は居ません。柵さくだけが静かに並んでいます。

「は？　ここどこー？」

　まだ現状が把握できない木乃です。寝ぼけ眼まなこで横を見ると、錆さびた餌えさ運び用一いち輪りん車しや。上を見ると、割れた窓からびゅーびゅー吹き込む暴ぼう風ふう雨うに、ガタガタと激はげしい振動音。木乃はそんな中に、一人で壁かべを背に座っていたのでした。

「どこかの牧場の廃屋だよ。木乃は魔ま物ものに攫さらわれたんだ！」

　腰のエルメスが言いましたが、木乃はまっさかーと取り合いません。

「魔物は学園に巣くってるって散々言ってたじゃん。こんなところにいるわけないよ」

　そう言ってから木乃は、よっこらしょと立ち上がろうとして、

「ん？　なにこれー？」

　初めて自分が、太いロープで両手両足がぐるぐる巻きにされていることに気づくのでした。エルメスとホルスターとポーチをつけたベルトは、柵さくのかなり高いところにぶら下げられていました。そこからエルメスの声が、

「だから言ったじゃん。信じた？」

「むーっ、はーっ！」

　木乃は力みますがロープは頑丈です。文字どおり手も足も出ません。エルメスが、ドリンク剤を飲んでからの状況を説明しました。一服盛られたあと、木乃は軽バンでここに運び込まれたのでした。

「じゃあ、あの牛乳屋のお姉さんが？」

「そう。木乃を片手で楽々担ぎ上げた怪力といい、あれは何らかの魔の誘いに乗っちゃっていたね。どんな誘いかは不明だけど、ターゲットはまたも木乃だねえ」

「むう！　無関係の人まで巻き込んで！　許すまじ！」

　主人公らしい怒りに燃もえた木乃です。原因アンタですが。

「で、どうするの？　魔物姉さんはどこか行っちゃったけど」

「決まってる！　主人公らしく手早く脱出して変身して格好いいところ見せる！　とっとと魔を封印！」

「じゃあよろしく」

　できないことは何もしないエルメスはどうにも冷たいです。木乃はとりあえずどうするか悩み、手首のロープを囓かじってみましたが草が口に入っただけ。ひねってみても無む駄だ。足を無理に動かして腿ももが攣つりそうになりました。

「駄だ目めだこりゃ……。エルメスー、そのポーチに銃剣付の三さん八ばち式しき歩兵銃があるから出して」

「無理言わないでねー」

「役立たず！　わたしはあなたをそんな風に育てた覚えはないよ！」

　とか言っても無理なものは無理です。木き乃のは顔が真まっ赤かになるまでいろいろ試しましたが、ロープはビクともしませんでした。

「ぜえぜえ……」

　肩で息をする木乃に、エルメスが心配そうに、

「だいじょぶ？　木乃」

「なんのこれしき……」

　しかし駄だ目めなものは駄目。暴ぼう風ふう雨うの中の廃屋で、木乃は孤独にピンチです。

「ちっくしょー……。銃さえ手元にあれば……。変身さえできれば……」

　木乃が己の無力さを嘆き、

「お腹なかすいたー。くそったれー……」

　悪態をついたときでした。

　しゃきーんっ！

　刃やいばが走る音がして、ばらばらどすん、分厚い牛舎の扉がばらばらに切られて落ちました。ねずみ色の空が見え、風が吹き込みます。そこには一人の刀を持った男の姿が。

「し、静しず先せん輩ぱい！」

「木乃さん、大丈夫か？」

　刀を鞘さやに納めながら、ずぶ濡ぬれ静の登場です。濡れた髪がセクシー。クールな眼まな差ざしがダンディ。

「静先輩！　助けに来てくれたんですね！　ありがとうございます！」

　木乃は心から感かん謝しや感かん激げきです。

「どういたしましてっ！」

　明るい顔で言ったのは、脇わきからひょいと出てきた犬いぬ山やまです。木乃に駆け寄ります。木乃の眉まゆ根ねが寄せられます。

「わたしはあなたに感謝はしていない」（問題３・ドイツ語に訳しなさい）

「いやあ、僕がここを発見したんですよ」

　犬山は笑え顔がおで、ロープをほどいていきます。どうやって？　と木乃が聞いて、

「愛のなせる技、でしょうか？」

　とか犬山が言ったのでケッ、とよそを向きました。実際は匂においをたどってきたのでしたが、その際に、洗せん濯たく機きの中から木乃の肌着を一枚失敬して静に切られそうになっていましたが、そんなことは言わない方がいいことを良く分かっています犬山。

　自由の身になって、木乃は柵さくをよじ登ってベルトを奪還。腰に巻きました。

「お腹すいているだろうと思って」

　静が差し出したのは、何か入ったビニール袋。おっと中にはおにぎりが四つに、お茶のペットボトルが一本。静が家から出る際に一いつ瞬しゆんで準備した昼食でした。

　木き乃のは瞳ひとみに星を輝かがやかせて、五秒ほどで全すべて平らげました。食べ終えたのを見計らい、静しずが語りかけます。

「家に、誘拐犯から脅迫状が来た。おばあさんも心配しているだろう。さあ、戻るよ」

　木乃は、お手数かけてすみませんでもありがとうございますとペコリ。僕には？　と言った犬いぬ山やまには、

「これで勝手に家に来たことを相そう殺さいしてやる感かん謝しやしろ」

　非道ひどいです。

　肩をすくめた水もしたたるいい犬山でしたが、直後、

「はっ！」

　何かに気づきます。同時に、静と木乃も。三人は何も打ち合わせもせずに、牛舎の中で背中を向けて全周警けい戒かい。静は腰の得物に手が伸びます。

「分かるか？　何かが、迫っている」

「分かりますよ。たくさんの化け物の匂においを感じますね。じわじわ囲まれている」

「ああもう、一いち難なん去ってまた一難……」

　静犬山木乃と喋しやべりました。化け物とは、魔ま物ものが手下に使う、ありえない生き物の総称です。こいつらは数で襲おそいかかってくるので厄やつ介かいです。

　木乃としては、二人がピンチから助けてくれたのは嬉うれしいですが、変身したいので今は邪魔です。しかし、もういいからオマエら失うせろと言うわけにもいきません。

　最初に動いたのは静でした。武器を持たない二人をちらりと見て、

「ここは私が引きつける。二人は逃げろ」

　抜刀しながら格好いいセリフ。そして、返事も聞かずに外へと飛び出していきました。木乃はこの好こう機きを見逃しません。

「よしっ、わたし達は逃げるよ！」

「分かりました！　二人の愛の逃とう避ひ行こうですね？」

「いちにのさん、で走るよ！」

「ＯＫ！　ラヴ・ランナウェイ！　アイム・レディ！」

「いちにのさん！」「ゴウ！」

　木乃と犬山は裏口へ猛ダッシュ。

　と見せかけて、木乃は急に立ち止まると、犬山の足に自分の足をひょいと引っかけました。犬山転倒。

「オマイガーッ！」

　ゴロゴロ回転しながら、牛舎の外へ出ていきます。

　外へ転がっていく音が止やむと、聞こえたのはぐるるると化け物のうなり声、次いでぼこばこと犬山ダメージ音。

「ふう。ようやく誰だれもいなくなったわ」

　木き乃のは爽さわやか百％の笑え顔がおです。ヒデエ主人公ですね。よい子は真似まねしてはいけません。

「やったね木乃。よっし、変身して二人を助けるよ！　そして、さっきの行動は結果的には犬いぬ山やまを救うことになる行為だから問題はなかったとＰＴＡに言い訳だ！」

「了解！」

　木乃が右腰からモデルガンを抜きました。さあ変身シーンです。映像使い回しです。これで秒数稼かせぎます。

　右手が高々と突き上げられ、ハンマーが親指で起こされ、人差し指が引き金を引きます。

「〝フローム・マーイ・コールド！　──デーッド・ハーンズ！〟」

　かけ声と共に鳴り響ひびくぱぽんっ、というキャップ火薬音は、外の台風に負けてます。

　光り輝かがやく木乃の体。くるくる回転下からじっくり見せる。裸はシルエットで描くので問題なし。

「変身完了！　さあ、食った分は戦え！　〝謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ〟！」

　光りがはじけ飛んで収まったとき、そこにいたのはセーラー服の少女でした。ベルトとポーチをつけた、緑みどり色いろのセーラー服に身を固めた、正義の味方出ました今登場。

「ふんっ！」

　そして鼻息一発、キノは右手の本物リヴォルバー、魔ま物ものを一発で封印する伝説のパースエイダー（注・銃のこと。空を飛ばないものだけを指す）、その名も〝ビッグカノン　～魔ま射しや滅めつ鉄てつ～〟を、

「これはまだ出番なし」

　ホルスターに戻すのでした。一回の変身で一回しか撃うてない最終武器ってことになっているので。

　ポーチを一つ開けて、キノはスターリング・サブマシンガンを取り出します。全長五十センチほどの円筒のボディ、下にグリップと左横に長い弾倉を突き出した特徴ある形状の銃器です。折りたたみ式の金属ストックは、今は取り外してありました。

　キノはコッキングレバーを引いて手を離はなしました。オープンボルト式ですので、ボルトが下がりきった状態で発射準備よろし。排はい莢きよう穴あなから弾丸が見えます。

「さあて。一応は犬山から助けるか……」

「だね。あの刀男はしばらく放っておいても平気だろうし」

　キノとエルメスは、犬山が消えた嵐あらしの中へと向かいます。

「でもさ、今回の戦いで一つだけいいところがある」

「おや、何さ？　キノ」

「あの変態白い仮面野郎が出てこないこと。さすがに北ほつ海かい道どうにまでチャチャ入れには来ないでしょー。邪魔が入らないと分かると、安心して戦えるー」

　嬉うれしそうなキノですが、エルメスはそれには無言で答えました。




　さて牛舎から外に出ると、まだ午後も早いというのに外はかなり暗いです。横殴りの豪雨がキノの髪を一いつ瞬しゆんで濡ぬらしますが、正義の味方は傘をさしません。

「おーい白しら髪が男ー？　いないな」

　牛舎の裏、荒れ放題の草むらで、キノは慎重にスターリングを構えながら右へ左へ、視し線せんと銃口を一致させながら探しますが、いないですね誰だれも何も。

「もう食べられちゃったかな？」

「いや、様よう子すが変だ。キノ、ちょっと地面を見てみなよ」

　地面？　とキノがしゃがむと、そこには妙な痕こん跡せきがありました。踏まれて折れた草の上に、僅わずかながら濡れた灰が山になって残っています。それらは、えてして倒された化け物のものです。さらに、あちこちに大量に散らばり、金きん色いろに光る真しん鍮ちゆう製せいの空から薬やつ莢きよう。

「む……」

　キノが一つをつまみ上げました。九ミリ拳けん銃じゆう弾だんのものでした。くんくんと匂においをかぎます。まだほんのりと火薬臭。当たり前ですが、キノはまだ一発も撃うっていません。

「むう……」

　空薬莢を放り捨てながら、キノは空を見上げました。眉まゆをひそめたのは、強い雨のせいだけではないでしょう。

　見えたのは、水煙の空だけでした。




「ふっ」

　サングラスの下で、彼の口は微笑ほほえみを作りました。

　廃牛舎の脇わきにある高いサイロの上で、黒いブーツ黒いパンツ黒いダブル合わせのロングコート黒いグローブ。上から下まで黒い服を着た、真っ白い長い髪を持った謎なぞのサングラス少年が、キノを見下ろしていました。むろんキノは、気づきません。

　少年の両手には、サウンド・サプレッサー（サイレンサー）がついたベレッタＭ92Ｆ・九ミリ拳銃が一丁ずつ握られています。

　一体何百発撃ったのでしょうか？　銃身に落ちた雨粒が瞬時に蒸発し、あたりに湯気を漂わせていました。




「そろそろいいだろう」

　四十九体目と五十体目の化け物を一刀のもとに斬きり捨て灰に帰した後、ずぶ濡れ静しずはそうつぶやきました。

　牛舎からは百メートルほど離はなれ、暴ぼう風ふう雨うと水煙でもう見えません。

　何がいいんでしょうか？　静しずは今も数百もの化け物に取り囲まれています。化け物は身の丈二メートルはあろうかという、ヒグマに似た生き物です。二本足で立ち、ぶっとい腕と爪つめ、そして鋭するどい歯を光らせる強力そうな口を持っていました。

　化け物に取り囲まれながら、なんと静は、刀を鞘さやに収めてしまいました。それを見た化け物が爪つめを立て、さらにじわじわと近づきます。危ないです。一斉に襲おそわれたら八つ裂きです。

　そして静は、右手を額ひたいにあて、優ゆう雅がに前髪をはらったのでした。

　まさか静、ここでやるのか？

「そのとおりだ」

　そうかやっぱり──

「そろそろ私も見せ場を作らないとな」

　ここでストリップか。脱いで読者サービスか。さすがは変身すればサモエド仮面だ。

「……作者が馬ば鹿かだと、登場人物は疲れるものだ」

　むかっ。

「気にしない。──行くぞ！　変身だ！　へー！　んー　しー！　んー！」

　静は静かに両腕を開きながら叫び、

「とうっ！」

　たじろぐ化け物の中心で、最後は柏かしわ手でを一発ぱしんっ！　と打ちました。

　眩まばゆい光！　真珠のように白く輝かがやき、どこまでも突き抜けるような！　眩く神こう々ごうしい光！

　なんてものは全然発生せずに、

「んしょ……。こらしょ……」

　静は学生服を脱いでいるのでした。ボタンを外して、ずぶ濡ぬれガクランの下のびしょ濡れワイシャツも脱いで、びちゃびちゃＴシャツも脱ぎました。鍛きたえ上げられた上半身が姿を現します。

「どっこいしょ……。えんやと……」

　さらに靴を脱いで靴下を脱いで刀を外して長ズボンを脱いで、あらまトランクスまで脱ぎましたよ。鍛え上げられた下半身が以下略。

「ふっ、ちょっとだけだよ」

　ちょっとも何も全裸だろお前。というか、結局ストリップじゃんか。

「いや、あくまで変身だ。苦情は受け付けない」

　法律詳しくないんだが、こんな場合、どんな罪に当たるのかな？

「しっかりよく見るんだ。──私の場合、〝凶器準備集合罪〟だな」

　さよけ。

　言い放った雨の中の全裸男は、次にシャベルで穴を掘り始めました。ってそのシャベルはどこから出した？　穴を掘ること二分ほど。カチン。先が地中の何かに触れました。慌てて土をどけると、出てきたのは旅行鞄かばんほどの鉄の箱。掘り出して開けると、中には同じような白い学生服、白いシルクマント、白い仮面、真まっ赤かなリンゴがきれいに並んで入っていました。

「準備はしておくもんだねえ」

　おまえ、そんなのを全国あちこちに埋めてあるのか？

「うん。だいたい千平方メートルおきに」

　ご苦労なこった。

「では変身も最終段階でーす！」

　ただ着るだけ。

「さあ、一人でできるかな？　──ちゃちゃっちゃちゃっちゃ♪　ちゃちゃちゃちゃちゃ♪」

　そうして静しずからサモエド仮面へと、この男はいそいそと服を着始めました。でさあ、仮面を最初につけるのは分かるとしても、なんで上半身だけ先にキッチリ着込んで詰つめ襟えりまで閉めてマントも羽は織おって、靴下も靴も履はいたのにトランクスはまだなわけ？

「それが私の、剝むき出だしの正義」

　最後の一音違うだろ。

　そして、

「わはははははははっ！　──地獄に在ましますお父さん！　ムスコは今日きようも元気でーっすっ！　ほうっ！　はうっ！　ひゅーひゅーっ！」

　怪しく叫びながら、〝ほとんどサモエド仮面〟は、最後の最後にようやく下半身を隠すのでした。ベルトを締しめチャックを閉じて、日本刀を一振り腰に差し、リンゴを頭に載せ、形容不可能な怪しいポーズを取れば、

「完成！　そう！　今の私は──〝夢と希望の創造者・サモエド仮面Ｒ〟！」

　夢も希望も失わせてくれてありがとう。




　ぱぱぱぱぱぱぱぱぱっ！

　リズミカルな射しや撃げき音おん。キノが撃うっています。次々に押し寄せる化け物が、灰になって風雨に流されて消えます。

　キノは牛舎を背にして背後を守り、スターリングの銃口を振りながら連射連射連射。おっと弾が切れた。それはポーチにしまって別の銃、映画『ランボー２』や『コマンドー』で使われたマシンガン、Ｍ60Ｅ３を取り出しました。ベルトで繫つながった弾薬を箱ごと地面において、重い銃は腰で構えて、

「ロックンロール！」

　キノは撃って撃って撃ちまくります。

「やらせはしない！　化け物ごときに！　わたしの故郷をやらせはしない！」

　台風の中熱あつく戦うキノですが、やっぱり多勢に無勢ですね。押されてますね。しかも背後を守るためとはいえ、逃げ道もないですね。

「くう……」

　箱の中の弾薬がどんどん少なくなりますが、化け物は逆に増えています。

「キノ！　ここは一時撤てつ退たいだよ」

　エルメスの声は、

「このわたしがいる限りは、やらせはしない！　やらせはしないわよ！　うおーっ！」

　必死のキノには届いていません。あ、マシンガンの弾が切れそう。

「くそう！」

　キノの額ひたいに汗が浮かびますが、暴ぼう風ふう雨うの中ですので分かりません。

「でもこれはヤバイ。キノぴーんち！」

　エルメスがやや心配そうに言ったときでした。

「ピンチだな！」

　男の声。

　カシーンッ！　弾が尽きたマシンガンが、最後に乾いた音を立てて沈ちん黙もくしました。騒そう々ぞうしかった牛舎のまわりが静寂に包まれ、映像だったら上からのカットが回転しながら引いていく感じです。

「この声……。ま、まさか……」

　キノにとっては弾切れより自分の身の危険より、声に聞き覚えがある方が恐怖です。

「正義の少女がピンチのとき──」

「エルメス。これは夢よね？　そうよね？　わたしはドリーマーよね？」

　顔面蒼そう白はくであわてふためくキノに、

「現実と闘たたかわなきゃ」

　エルメスが言いました。

「今一人の騎き士しが天空の彼方かなたより舞まい降りる！」

　風は吹いてました。もともと台風の暴雨風ですが、なんか男のセリフの後に、途と端たんに余計ひどくなった気がします。

「…………」

　キノぼーぜん。啞あ然ぜん。ぐちゃっ。手からマシンガンが落ちました。

「わははははははっ！　今参る！　とうっ！」

　これより先は、化け物愛あい護ご協会の人が見たら卒倒しそうなシーンが続きます。キノと化け物の間に降ってきた白いマントに白い仮面に赤いリンゴの男は、

「ひゃっははははっ！　とうっ！　殺！　斬きる！　ＫＩＬＬ！」

　日本刀を遠えん慮りよなく振り回し、次々にいたいけな化け物に襲おそいかかります。ちなみに〝いたいけ〟を漢字にするとこうです[image: →]〝幼いたい気け〟。

「化け物なんて殺してもオーケー！　正義のためにはなんでもあーりー！　たのしーなっ！」

　暴あばれに暴れ回った白マントの刀男は、その場にいた化け物数十匹全すべてを一匹残らず切り刻み、

「あれ？　もう終わり？　こんなのウォーミングアップにもならないよ、もうっ」

　プンスカそんな台詞せりふを吐きながら、刃こぼれ一つしてない刀を収めながら、キノの前に戻ってくるのでした。

「やあ、謎なぞのキノ。ピンチは助けたよ」

　白い歯を輝かがやかせながら言った男に、

「うん分かった助かったありがとう。──だから消えて！　悪あく霊りよう退散！　成仏！」

　キノは榊さかきをブンブン振りながら言いました。

「ひどいな謎の～」

「謎のゆーなっ！　だいたいなんでアンタがこんなところにいるのよっ！」

「いい質問だ！　それはな……」

「あ、答えなくていいわ。どうせ訳分からんこと並べて言って、〝もう分かるだろ？〟でしょ」

　その言葉に、刀男は首を横に振りました。静かに口元をほころばせて、

「実は私は、その正体を静しずといい、今現在木き乃のさんという下級生の家にお世話になっている。だからだ」

　そんなことを言いましたよ。嵐あらしの中で。

「…………」

　三秒ほどキノは絶句します。いつの間にか刀男の足の間に置かれている防水ラジカセから、どこか切ない音楽が流れます。諸事情によりサントラに収しゆう録ろくされなかった、〝静先せん輩ぱいのための協奏曲　～ただ愛のために～〟ですね。

　緩ゆるやかなヴィオラ主体の旋律の中、

「ああっ──」

　キノは刀男に優やさしげな瞳ひとみを向け、

「ふっ……」

　刀男も静かに微笑ほほえみで見つめ返し──ファイヤー！　その顔面に銃弾の嵐。

「おんどれ言っていい冗じよう談だんと悪い冗談があるぞーっ！」

　だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ──キノ銃じゆう撃げき。しっかりと肩で構えたＡＫＭ自動小銃で狙ねらって、刀男の顔めがけフルオートで連射連射連射。

　しばらくそのままでお待ちください。




「ああもう。ぐしゃぐしゃ」

　顔中のトマトを、豪雨で洗い流す仮面男がいました。

（問題４・なぜここで突然トマトが出てくるのか、正しい説明文を次の中から一つ選びなさい。

　Ａ・サモエド仮面は銃弾をポケットから出したトマトで受け止めることができるから。

　Ｂ・トマト農家の怒りが炸さく裂れつしたから。

　Ｃ・サラダの国にはトマト姫がいるから。

　Ｄ・トマトはホンダＶＴＲ１０００Ｆに乗っているから。）

　サモエド仮面Ｒの前で、

「今度ふざけた冗じよう談だん言ったら、その顔面に銃弾叩たたき込むからねっ！」

　怒りで顔から湯気がでているキノが言い放ちます。えっと、さっきの行動はそれとは違うんですね？

「ごめんなさーい」

　刀男は濡ぬれた草の上に正座。その脇わきにラジカセの破片が散らばっています。

「で、邪じや魔まだけはさせないわよ！　出てきた以上せめて手伝え！　サモエド仮面[image: α]！」

「いや、私はサモエド仮面[image: α]と違うよ。私は〝夢と希望の創造者・サモエド仮面Ｒ〟。──前回登場の〝剣と愛と真実の伝道師・サモエド仮面[image: α]〟は、前の戦せん闘とうのケガが原因で、引退しちゃった。今いま頃ごろ実家の雑貨屋継いでいると思う」

「あらそう。どうでもいいわ。アルファでもアールでも。中身は変わってないし」

　キノはひどいこと言いながら、ポーチから新しい銃──７・62ミリ・ＦＮ・ＦＡＬ自動小銃を取り出して、二十連弾倉を叩き込んで初弾を薬室に送り込んで射しや撃げき用意。この銃の説明[image: →]細い。長い。以上。

「では、化け物を退治しつつ魔物を見つけ、君のその〝ビックリドカン〟で封印だな。分かった」

「〝ビッグカノン〟！」

「そうそれ！」

　サモエド仮面Ｒ嬉うれしそうです。キノは少し憂うれい顔です。コヤツを本当に信じていいのか、決めかねてます。

「ああもう！　せめてもう一人くらい仲間がいれば！」

　いざというときサモエド仮面Ｒをおさえておいてもらえるのに。

「確たしかに。二人よりは三人だが、いないものは仕方がない」

　なんも分かってないサモエド仮面Ｒが言いました。台風はますます調ちよう子しに乗って、二人をびしょ濡れにします。あ、でもキノは変身した際に下にスクール水着を着ていますから、胸とか透けることはないですよ。その辺しっかりしてますこの人。

「たいしてないくせに」

　サモエド仮面Ｒがポツリ。

　ずどどどどどどどどどどどどどどど！　トマトぐしゃしゃしゃしゃしゃしゃしゃ。

　そんな二人に、

「お困り、ですか？」

　話しかけたのは涼しげな声。

「むっ？」「誰だれだ？」

　気け配はいは一切感じませんでした。一いつ瞬しゆん戦せん闘とう態勢に突入しかけた二人の目の前に、豪雨の水煙の中から一人の少年が出てきました。黒ずくめの白しら髪がサングラス野郎。二人には見覚えありますよコイツ。

「貴殿は……」

　サモエド仮面Ｒが言います。

「体たい育いく館かん秘密の屋根裏部屋で邂かい逅こうした変態覗のぞきドスケベ君じゃないか！」

　ずだだだだだだだだだ！　カキンカキンカキンカキン！

　少年で両手銃は。乱射サモエド仮面Ｒ、を全部が弾く刀使って。（問題５・文章を正しく並び直しなさい）

「二人ともやめい！」

　キノが一いつ喝かつして、ひとまずその場は収まりました。

「あなた、ワンワン刑事でかさんね？」

　コクリ。ワンワン刑事と呼ばれた黒ずくめが頷うなずきます。

「いいところで会ったわ！　来てくれてありがとう！」　両手を握って嬉うれしそうに挨あい拶さつ。後ろでサモエド仮面Ｒが、ちぇっ、と一人石を蹴けります。

　キノは実に嬉しそうに、

「訳は知らないけど、本当にいいところで会った！　これから魔ま物ものを封印するの。よかったら一いつ緒しよに来てくれない？」

「う……、うん」

　ワンワン刑事は女の子からの誘いに照れて言葉少な。それでも、必死に言葉を紡ぎます。

「君と会うのは二度目だけど……、不ふ思し議ぎと、初めて会った気がしない」

　何いってんでしょ？　こいつ。それでも、

「まあ」

　とか言いながら微笑ほほえむキノです。いいムード。

「よし！　では行こう。三人寄れば文もん殊じゆの知恵だ」

　サモエド仮面Ｒが元気よくそう言って、

「しかし、その前にチーム名を決めないといけない」

　そんなことを言って、

「こんなのはどうだろう？　〝サモエド仮面Ｒと愉快な仲間達〟」

「却下」「嫌いやです」

　キノとワンワン刑事は即答。

「駄だ目めか？　──ではこれは？　〝謎なぞのキノ＆サモエド仮面Ｒ＋ムッツリスケベの黒装束〟」

　ずだだだだだだだだだ！　カキンカキンカキンカキン！

「双方やめいっ！　──そんなのは後にしろ！　ほら行くぞ！　〝特攻野郎キノチーム〟！　ついてこい！」

「変な名前だが、まあいいだろう。ほら進め！　黒子！」

「ちくしょう静しずめ……。後で殺してやる……」

「ん？　ワンワン刑事でかさん。なんか言った？」

「いえ、何も」




　台風は絶頂期を迎えようとしています。

　陳腐な表現ですが〝バケツをひっくり返したような〟雨に、荒れ狂う風。暗い空。そんな下でキノが、

「やっぱりここか……」

　一軒の家の前で仁に王おう立だち。箱をぴたぴたとくっつけたような、屋根が平らな二階建て民家です。屋根の傾斜をなくし、結果落雪もなく、雪下ろしの必要がない家が最近人気ですが、これもそんなタイプの一つでした。

　家は、走る車が一台もない舗ほ装そう道路の脇わきに建っていました。その裏手には、牛が風に脅えてもーもー鳴く牛舎。隣りん接せつする草原には、白いロール・ベール・サイレージ（注・牛の餌えさとなる干し草を大きくまるめ、白や黒のフィルムでぐるぐる巻きした保存、発酵方法。サイレージは乳酸発酵された飼料のこと。このおかげで最近は背の高いサイロがいらなくなった）がゴロゴロと点在しています。朝に来た軽バンがとまっていることで一いち目もく瞭りよう然ぜん、例の牛乳屋さんの牧場であります。《××牧場》──名前入りの看板が風に揺られてがこんがこん。

「間違いない。魔ま物ものの匂においがする」

　ワンワン刑事の嗅きゆう覚かくを信用して、ザ・キノチームはここまでやってきました。廃屋から一キロほど離はなれた、現役の牧場。

「だけど、普通の人間、数人分の匂いもする。中で、摑つかまっているんだろう。恐らくは縛しばられて。恐怖から出る冷や汗と、ロープの匂いが混じってる」

　ワンワン刑事が凄すごい才能を見せて、

「ふむ。ここが魔物のアジトなのは分かった。人質がいるのも分かった」

　サモエド仮面Ｒが真ま面じ目めな顔でそんなことを言って、ではどうするかと考え始めたキノとワンワン刑事に、

「だから、家ごと徹てつ底てい的てきに切り刻んでカタをつけようね」

　サモエド仮面Ｒはスマイル一発。

「やめなさいボケ！　人質がいるのよ！」

「あう」

　キノは抜刀しかけのサモエド仮面Ｒを精一杯蹴けり飛ばしました。こいつは本当にやりかねません。

「もごもご」

　泥の中に顔を埋めているサモエド仮面Ｒを無視して、あーでもないこーでもない、キノとワンワン刑事でかは作戦会かい議ぎ。結局のところ、建物に突入、火力のあるワンワン刑事が化け物を引きつけておいてキノがトドメをさす、これ以外の案はありません。ただ、サモエド仮面Ｒが狼ろう藉ぜきに及ばないように常に目を光らせておくことだけは最初から口に出さずとも同意していました。

「よっしゃそれでいこかー！」

　抜刀し刃やいばを光らせながら、ピクニックでも行くかのように元気なサモエド仮面Ｒの後ろで、

「やっぱり心配。今のうちに、その辺に首まで埋めておく……？」

「しかし、戦力は一人でも多い方がよくないですか……？」

「そうだけど……。じゃあ、首にきつく縄なわかけておく……？」

「僕が見張ってますよ……。何かしでかしそうに見えたらすぐに始末を……」

「分かった……。遠えん慮りよなくこきゅっ、とやってね……」

「分かりました……。こきゅっ、とですね……」

　キノとワンワン刑事は、雑ぞう巾きんを絞るような手振りでこそこそ話。

　味方はある意味敵より恐いと言いますが本当ですね。キノは気づきませんでしたが、〝始末〟なんて言葉を使ったときのワンワン刑事の目、完全に獲え物ものを狩る者のそれでしたよ。

「れっつごー！」

　なんも分かってない幸せ者一人突入開始。最終バトル開始です。




　シャキン。サモエド仮面Ｒが、玄関を切り刻んで開けました。

「ああもう……。普通に開けなさいよ」

　後ろから、ＭＰ５ＳＤ６・サイレンサー内蔵サブマシンガンを手にキノが続き、背後からの敵を、両手にサプレッサーつきスコーピオン・サブマシンガンを持ったワンワン刑事が後ろ歩きで続きます。灯あかりのついてない、静まりかえった家の中。三人はずぶ濡ぬれの髪や服から水をしたたらせながら、靴も脱がずに家捜し。間違いなく、魔ま物ものは待ちかまえているはずです。

「気をつけろ！　どこにいるか分からないぞ！」

　サモエド仮面Ｒが言いました。声大きいです。キノが小声でたしなめます。

「ちょっと、うるさいわよ」

「耳をすませ！　かすかな物音を聞き逃すな！」

「だからアンタが一番うるさいって」

「そう！　しなやかに動き！　敵を素す早ばやく察知する！」

「だからうるさいっ。……怒るわよ」

「謎なぞの～。そんなに私を誉ほめるなよ」

「誉めてない！　謎のゆーな！」

「うるさいぞ、謎のキノ。敵が逃げる」

　シュコン！　サモエド仮面Ｒの後頭部を撃うったキノでしたが、トマトが一つ弾はじけただけでした。

「人質がいます」

　ワンワン刑事でかが匂においで発見したのは、ロープで巻かれ目隠しをされた数人です。キノに見覚えがある牛乳屋さんのおじさんや、その奥さんや小学生の子供達でした。

「い、いきなり魔ま物ものがやってきて……」

　おじさんが言いました。分かったから後は任せてとキノが言って、家族は家の前に停とまる車に誘ゆう導どう、近所の学校に逃げるように指示します。

「しかし、東京から来ている姪めいがまだ……」

「大丈夫です。彼女は、絶対に助けるから。ここは、家族でひとまず先に」

　ワンワン刑事が大おお噓うそを言って、車は台風の中を急いで去っていきます。まさか当の彼女がこんなことしでかした魔物ですなんて言えませんしね。

「人質救出完了！　さあ暴あばれちゃうぞー」

「まあいいけど……。できるだけ家を壊こわさないでよ」

　キノが言いましたが、建物に優やさしい戦い方をするのは実は刀を使うサモエド仮面Ｒの方ですよ。キノとワンワン刑事は遠えん慮りよ容赦なく流れ弾を生み出しますので。

「さて、ちゃっちゃと終わらすか」

　おばあちゃんも心配していると思うし、キノはやる気満々です。そのとき、

「ふははははははっ！」

　なんとも野太い笑い声。三人が、声のした方へ、広い居間へと向かい、廊下から突入。

「〝ちゃっちゃと〟？　そんなに簡かん単たんに我を倒せると思ったか？」

　いました魔物。最近安くなってきた大画面テレビに座って、こちらを睨にらんでます。身の丈は人間と同じくらいですが、着ぐるみを着たような、全身濃のう灰かい色しよくの毛むくじゃらの生物です。北米にいたら、サスカッチとかビッグフットとか呼ばれていたに違いないでしょう。

「出たな魔物！　もう泣いて謝あやまっても許さないわよ！」

「わははは！　お父さん今日きようも斬きっちゃうぞー！」

「裁判時間！　弁べん護ごもなしに死刑！　決定！」

　キノサモエド仮面Ｒワンワン刑事と喋しやべりました。魔物はふんっと鼻で笑って、

「やれるものならば、やってみるがいい」

「やったるわー！」「斬る！　ＫＩＬＬ！」「撃ちてし止やまん！」

　人ン家ちの居間で、土足三人の突とつ撃げきが始まりました。




「うううう……」「痛いなあもう……」「なぜゆえ……？」

　人ン家の居間で、土足三人が、ものの見事に仰あお向むけにひっくり返っていました。

　部屋の中は滅め茶ちや苦く茶ちやで、あちこちに銃弾の跡があり、切り傷があり、曲がった銃が転がり、折れた刀が刺さり、ついさっきまで家族の団らんの場だったなんて信じられません。銃弾で穴が空いた雨戸が、ドタガタと台風で揺れていました。ただ、風はちょっと弱くなったみたいですが。

「ふはははは！　お前らは弱い。弱すぎるぞ」

　無傷の魔ま物ものが、穴だらけになったテレビに座りながら、ひっくり返っているキノとサモエド仮面Ｒとワンワン刑事でかを嘲あざ笑わらいます。

「みんなぴーんち」

　キノの腰で、エルメスが言いました。コイツは、一部始終を見ていました。突撃かました三人が、全すべての攻撃を魔物にひょひょいと回かい避ひされ、なおかつビシバシと反撃されて、赤子の手でもひねるように、あっという間に伸のされたところを。

「お前達は勝てない。もう泣きべそで帰っていいぞ。その後、世界が我々の手に落ちるのを引きこもって待つがいい」

　魔物はそう言いながら、喉のどでも渇いたのか、瓶入りの牛乳を美味おいしそうにごぎゅごぎゅと飲むのでした。

「む！　むう……。そうか……」

　それを見たサモエド仮面Ｒが、仰向けのまま唸うなります。

「何よ？」「何か？」

　やっぱり仰向けのままキノとワンワン刑事が聞いて、サモエド仮面Ｒは答えます。

「ヤツの出で鱈たら目めな強さの秘密が分かったぞ……」

「本当？」「なんです？」

「それは──、牛乳だ！　牛乳は、骨を強くするカルシウムのみならず、人間の体の中では作れない必ひつ須すアミノ酸をバランス良く含んだタンパク質や、整せい腸ちよう作用のある糖とう質しつ、成長ビタミンと呼ばれるビタミンＢ２などがしっかりと入った、高レベルバランス食品だ」

　その説明に、ワンワン刑事が神妙な面持ちで同意します。

「確たしかに……。戦う人間なら、誰だれしも知っていることですが……」

「じゃ、じゃあ──、わたし達は、牛乳に負けたってこと……？　なんて恐ろしい飲み物なの……、牛乳……」

　キノが、己の非力を、無念を、歯を嚙かみ締しめて悔しがりました。そんなキノに、サモエド仮面Ｒが言葉を続けます。

「これは余よ談だんだが、某アメリカ合衆国では乳をたくさん出させるため、成長ホルモンの一種を牛に投与することがあるらしい。これが牛乳を飲んだ子供にも働き、だから妙にボインな若い女の子が多いと聞く。──謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ！　君も米国で飲むといい。いいや、飲むんだ！　というか、今すぐ飲め！　明日あしたのために飲め！」

　今、キノがサモエド仮面Ｒを花瓶で殴っていますが、あまりに凄せい惨さんな現場なので描写は差し控えさせていただきます。

　殴り疲れて転がったキノを、

「ふっははは！　負け犬は惨めだな。そうやって、弱い者同士で啀いがみ合うが関の山だ」

　魔ま物ものが嘲あざけり笑いました。キノ、まったくもってそのとおりで返す言葉がありません。

「悔しい……。正義の味方が、タイトルに名前が入っている主役が、こんなにも弱いなんて……。強くなりたい……」

　きらりーん。キノの目に涙が光りました。それを見た男二人も、ふがいなさに奥歯を嚙かみ締しめます。

「むう……」「くっ……」

「強くなりたい……。今まで天てん狗ぐになっていた自分を捨てて……」

　乙女おとめの涙炸さく裂れつ。目め尻じりから流れた一筋の塩水が、床で弾はじけて光り輝かがやいたとき、

「そう！　その心が──、あなたを強くするのですよ！」

　誰だれかの凜りんとした声。キノがサモエド仮面Ｒがワンワン刑事でかが、

「誰？」「誰？」「誰？」

　そして魔物が、

「何なに奴やつ？」

　言った刹せつ那なに猛烈な爆ばく発はつ音おん。家が吹っ飛びました。重い雪に耐えられるように頑丈に作られているはずの建物が、ばらばらに、居間を中心にして四方八方に一いつ瞬しゆんで散らばったのです。

「わっ！」「うひょっ！」「くうっ！」

　突然のことに頭を下げる三人と、

「うがぁ！」

　やっぱり狼ろう狽ばいする魔物。

　埃ほこりが舞まい上がりそれが風に流されて消えたとき、三人と一匹はもはやアウトドアの住人でした。ぶっ飛んだ家は土台を残すのみ。居間の絨じゆう毯たんを、弱い雨が濡ぬらしていきます。

「くそう新手か？」

　化け物がテレビを蹴け飛とばし立ち上がって、右を左を後ろを睨にらみ付けます。

「おほほほほほほほほほほほっ！」

　その声が、高らかに笑いました。決して下品に聞こえない、気品あふれる笑い声。

「誰だあっ？」

　魔ま物ものが声のした方を睨にらみ付け、そして三人も、よろよろと立ち上がりながら同じく視し線せんを送りました。

「私をお捜しですか？　魔物さん」

　電信柱がありました。家の脇わきに立っていた電柱。そして、その上に、てっぺんに、

「ぬう」「あっ」「はっ」「おっ」

　一人の人間が、立っていました。

　すらりとした体たい軀くの、女性。上品そうな服装──黒い細身のパンツに白いシャツ、そして黒いジャケットに身を包み、背中まで伸びた長い銀ぎん色いろの髪。腰にはリヴォルバーが一丁ホルスターに収まっています。

　女性のお顔を見るかぎり、それなりにお年を召された方と思われますが、きりりと引ひき締しまった口元が強そうです。目には、高そうなサングラス。

　その瞬しゆん間かん、雨と風が止やみました。瞬時に空は蒼あおく透き通り、風はそよ風となって銀色の髪を揺らします。そう、台風の目に入ったのです。

「うがーっ！　何なに奴やつーっ？」

　魔物の叫び。

「ふっ」

　女性の口元が一瞬ほころび、そして、

「私の名は──」

　名は？　名は？　名は？　魔物がキノがワンワン刑事でかが、答えを待ちます。

「なんと……。まさか……」

　サモエド仮面Ｒだけが、口を力なく開けてそんなことつぶやいてます。

「私の名は──」

　女性は両腕をしゅばばっ！　と振って格好いい決めポーズ。そして、

「〝美老婆銃士・ヴァヴァア・ザ・スーパー〟！」

　じゃじゃじゃじゃんじゃ♪　じゃじゃじゃじゃーん♪　名乗りの瞬間、世界に音楽が流れました。広域防災スピーカーから、サントラのボーナストラック、稀き代たいの名曲、〝ヴァヴァア見参ロック！〟が流れ始めました。ノリノリの音楽に、時折『ヴァヴァア・ザ・スーパー！』とか『フーッワー』とか女性のコーラスが入ります。

　今、夏の太陽が雲間にのぞき、強烈な光でかっ！　と女性を照らしました。ごーっ、空にジェット機きが六機編へん隊たいで現れました。航空自じ衛えい隊たいアクロバットチーム、『ブルーインパルス』です。おっと散開した機体がスモーク。みごとな操そう縦じゆうで、青空に煙で字を描かいていきます。文字はヴァ・ヴァ・ア・ザ・スー・パー。最後にもう一機飛来、大空の文字の下に、強きよう調ちようのアンダーラインを描きました。飛び去ったとき、ロック音楽はクライマックス、『ヴァヴァア・ザ・スーパー！　フーゥ、ワーッ！　シャバダバ！』のコーラスを従えて格好良く終わりました。

　はい。以上ここまでが登場演出です。約三分。




「〝ヴァヴァア・ザ・スーパー〟だと！　うがーっ！　何者だーっ！」

　魔ま物ものが、敵意を剝むき出だしにして叫びました。電柱の上のヴァヴァア・ザ・スーパーは、ただ口元に笑えみを浮かべ、焦る魔物を見下ろすだけ。

　キノとワンワン刑事でかも、一体誰だれ？　とお互い顔を見合わせました。

「ヴァヴァア・ザ・スーパー……。実在……、したのか……」

　サモエド仮面Ｒがそんなことを言いました。二人同時に、

「知っているの？」「知ってるのか？」

　サモエド仮面Ｒが二人を見て、しっかりと頷うなずきました。

「ヴァヴァア・ザ・スーパー……。

〝最強の老婆〟、〝殺人ばあさん〟、〝通常の三倍ババア〟、などの通り名で知られる、世界中の兵士が、そして国家機き関かんが恐れる謎なぞの老婆。突然紛争地に現れては気まぐれのようにどちらかに介入し、思う存分暴あばれて去っていく神出鬼没の伝説の戦士。その戦せん闘とう能力は米海兵隊一個師団に匹敵するといわれ、〝もし見たらすぐ逃げること〟と今でも各国軍隊では教えられている。元特殊部隊の隊長であったとか宇宙から来た戦闘エイリアンだとか噂うわさはいろいろあるが、真相は未いまだ神秘のベールに包まれている。

　ミステリアスな彼女への憧あこがれの強さは、ハリウッドで幾度となく映画化されたことで顕けん著ちよに表れている。

　一作目（62年）『老婆はつらいよ　その名はヴァヴァア・ザ・スーパー』

　二作目（72年）『ヴァヴァア・ザ・スーパーⅡ　怒りの脱出』

　三作目（78年）『ヴァヴァア・ザ・スーパーⅢ　沈ちん黙もくの鈍感』

　四作目（87年）『ヴァヴァア・ザ・スーパーⅣ　１９８×年』

　五作目（94年）『ヴァヴァア・ザ・スーパーⅤ　若きババア達』

　六作目（02年）『ヴァヴァア・ザ・スーパーⅥ　私の愛したババア』

　七作目（05年）『さよならヴァヴァア・ザ・スーパー　地獄の阿あ波わ踊おどり』

　なお、通算八作目となる新作『新ヴァヴァア・ザ・スーパー　フルメタル・プラトゥーン』も制作中とのこと。これら一連のシリーズは、〝ババアアクションの決定版〟として、世界中で高い評価を受けている。

　ミンメイ・パブリッシング・カンパニー刊・『世界の中心で老婆はどこに行った？』より」

　サモエド仮面Ｒが、長い引用を一気に喋しやべって、キノ達の質問に答えました。

「すると、あの人がそうだっていうの？」

「伝説の……、戦士……？」

「間違いない……。まさか、この私ごときがお目にかかれるとは……。後でサインもらおうっと！」

　サモエド仮面Ｒわくわく。

「がーっ！　邪じや魔まをするな！」

　魔物が吠ほえて、おっと両手で自分の毛をむしりました。その毛を散らかすと、一本が一体の化け物へと急成長。あっという間に、化け物の大軍のできあがりです。凄すごい数です。

　まったくひるまず慌てず、ヴァヴァア・ザ・スーパーは気合い一発、

「はっ！」

　電柱から優ゆう雅がに身を躍おどらせ、蒼あおい空を背景に三回転半ひねり。すたっ！　と舗ほ装そう道路の上で着地も決めました。空中で取り出した、Ｍ14自動小銃ダットサイト付きを構えました。

　うぎゃー、と化け物がそこへ殺到します。ああヴァヴァア・ザ・スーパー危うしと思われた次の瞬しゆん間かん──

　どすん、どかん、ずどん。

　大口径らしい重い射しや撃げき音おんに合わせ、次々に灰になっていく化け物達ですよ。殺到する化け物の、一番自分に近い奴やつから正せい確かくに射い貫ぬいていきます。とはいえ弾倉にはたった二十発。おっと弾切れ直前だ危うしと思われたその刹せつ那な、

「ふっ」

　ヴァヴァア・ザ・スーパーは左手で懐ふところから新しい弾倉を、ぽいと目の前に放り上げました。そして同時に、Ｍ14をくるりと目の前で一回転。重い銃がバトンのようにするりと回り、再び構えられたとき、空の弾倉は道の上に、新しい弾倉は銃にしっかりとくっついています。またも連射連射連射。

「凄い……」

　ワンワン刑事でかすら驚おどろくその戦せん闘とう能力。

「すごかー」

　サモエド仮面Ｒすら訛なまるその以下略。

「あの遠えん慮りよ容赦ないけどどこか優雅な戦い方……、わたしの知ってる誰だれかに似てる……。でも、誰だろう……？」

　キノはちょっと疑問。

　そんな三人に、ヴァヴァア・ザ・スーパーは戦いながら笑え顔がおを向けました。

「さて、お三方？」

「むっ！」「たっ！」「はっ！」

　そうです。ぼけっと見ていては主役キャラの名が廃すたります。キノワンワン刑事サモエド仮面Ｒと、戦闘態勢モード再突入です。

　キノはポーチからステアーＡＵＧ・Ｈ─ＢＡＲを取り出し射撃準備。弾倉がグリップの後ろについた面おも白しろデザイン自動小銃ＡＵＧに、ヘビーバレルとバイポッドと四十連弾倉をつけた分隊支援火器です。このモデルはライフルと同じ標準スコープつき。キノはこれを、『ライラ』と呼びます。

　しゅんしゃきん、ワンワン刑事でかも両袖そで口ぐちからＨＫ・ＭＰ７サブマシンガンを滑り落とし握ります。こっちはやや小型の、高速弾を使うサブマシンガン。

　サモエド仮面Ｒはもちろん抜刀です。さっき折れていた刀を、一度鞘さやに納めればはい元通り！

「むう！　全員やってしまえー！」

　魔ま物ものが化け物に命令して、ぐぎゃっと吠ほえて三人にも一斉突とつ撃げき。壮絶バトルの開始です。

「やらせはせんーっ！」

　たたたたたたたっ！　キノの手の中で『ライラ』が吠えまくり、空から薬やつ莢きようが躍おどり出ます。目の前の化け物を次々に灰にしては、ヴァヴァア・ザ・スーパーほどではないにしても素す早ばやく弾倉を交換、撃うって撃って撃ちまくります。

「ちぇすとーっ！」

　きらきらひゅんひゅん！　サモエド仮面Ｒは襲おそい来る化け物を一列に迎え撃ち、通り過ぎながらぶった切り。後ろから襲いかかる化け物には鞘で一撃、その後真っ二つ。

「平常心！」

　ぱ───っ！　ぱららっ！　ワンワン刑事はジャンプ一発、化け物のただ中に降り立ち、得意の四方八方拳けん法ぽう攻撃。空薬莢の雨を降らせます。

「おほほほ」

　ヴァヴァア・ザ・スーパーは相変わらずの超射撃術。

　しばらくそのままでお待ちください。




　大量の硝煙が、ローンが二十八年も残ったまま廃はい墟きよと化した××さん宅の跡地に漂い、また少しずつ強くなり始めた風に流されていきます。

　カチン、ころころ。キノが放った最後の弾丸の空薬莢が、倒れた郵便箱に当たって転がっていきました。転がって、落ちてまた別の空薬莢に当たりました。辺り一面金きん色いろピカピカ。

「く、くそう！」

　魔物びっくり。あれだけ出した化け物が、

「全滅だと……。二百六十体の化け物が……、一分も経たたずにか！」

「さて、あとはあなただけですね？」

　ヴァヴァア・ザ・スーパー、Ｍ14をポケットにしまいながら、化け物に笑え顔がおを向けました。懐ふところから、スミス＆ウェッソン・Ｍ29リヴォルバーを抜き出しました。映画『汚いハリー』で有名になった、四四マグナム拳けん銃じゆうです。

「気をつけて！　ヴァヴァア・ザ・スーパー！」

　キノが叫びました。

「そうです。そいつは手て強ごわい」

　ワンワン刑事でかも言いました。なにせ決して弱くない連中が三人がかりでも倒せなかった相手です。いくらヴァヴァア・ザ・スーパーが伝説的に強いといっても、これは危ないかも。

「死ねえ！」

　魔ま物ものが恐ろしい速さで移動、ヴァヴァア・ザ・スーパーに飛びかかりました。右腕の爪つめが、ヴァヴァア・ザ・スーパーの顔面を襲おそいます。

「危ない！」

　思わず叫んだキノでしたが、その攻こう撃げきは強烈な風切り音と共に空を切りました。

「ぬあ？」

　驚おどろいた魔物に、

「こっちですよ」

　後ろからの声。魔物振り向くと、目の前五センチのところにＭ29の銃口。ずどん。

「うがっ！」

　もろに顔面直撃でのけぞった魔物は、それでも足を使って回まわし蹴げりをくり出します。すかっ、またも空を切りました。

「こっちですってば」

　ずずずどん。今度は背中に三連射。魔物は一メートルほど吹っ飛んで、地面の空から薬やつ莢きようを弾はじき散らしながら倒れ込みました。

「信じられない……」

　キノが驚おどろくのも宜むべなるかな。ヴァヴァア・ザ・スーパーの動きはまるで見えません。ほとんどワープです。アニメにしたら途中のコマ要りません。

「なんという強さ……」

「んーん。ストロング！」

　ワンワン刑事とサモエド仮面Ｒもびっくりです。

　牛乳を飲んであんなにも強い魔物を、いとも簡かん単たんにあしらっています。その理由はなんなのでしょう。

「なぜあんなにも強いの……？」「なぜだ……」

　キノと魔物も、同時に同じことを思っていました。そのときです！

「はっ！」「むっ！」「ぬっ！」「うが？」

　三人と一匹が、その光景を目にしたのです。ヴァヴァア・ザ・スーパーが、戦いの僅わずかな合間をぬって、何かを飲んでいることを。銃を持たない左手で、小さな瓶を握っています。中身は、ピンク色の液体。

「分かったぞ！」

　サモエド仮面Ｒが言いました。ごきゅっ、ごきゅっ。美味おいしそうに、ヴァヴァア・ザ・スーパーは飲み続けます。ぷはー。飲み終えました。

「あれは──、苺いちご牛乳だ！」

「な、なんだってーっ？」

　サモエド仮面Ｒとヴァヴァア・ザ・スーパー以外の連中が、顔を揃そろえて同時に驚おどろきました。サモエド仮面Ｒの説明が続きます。

「牛乳の強さは、先に言ったとおりだ。そして苺は、レモンより一・五倍も多く、フルーツの中でもトップレベルにビタミンＣを多く含む。ビタミンＣは肌の張りを保ち、シミや小じわを防止し、細菌への抵抗力を高め、アルコール分解に関かかわり、血中コレステロールを下げ、抗ストレスホルモン生成に関与し、また発ガン性物質のニトロソアミンの合成を防ぐ効果すらある」

「なんて恐ろしいの……、ビタミンＣ……」

　キノが思わずつぶやきます。ワンワン刑事でかも、

「そうか！　無敵と思われた牛乳にも、ビタミンＣは含まれない……」

　サモエド仮面Ｒは、しっかりと頷うなずきました。

「そうだ。苺牛乳を飲む──。そんな人が、牛乳だけしか飲んでいない魔ま物ものに負けるわけはないっ！」

「そうねっ！」「なるほどっ！」

　キノとワンワン刑事が、全すべてに納得し、同時に笑え顔がおで叫びました。（問題６・ここまで読んで、感じたことを素直に書きなさい。二十文字以上三十文字以内）

「むうう……」

　魔物が、たじろいでいます。明らかに、動揺しています。

　苺牛乳の空き瓶を散らかさず、ちゃんとリサイクル用瓶置きにしまってきたヴァヴァア・ザ・スーパー。Ｍ29をしっかりと魔物に向けて、言い放ちます。

「前に進みなさい。私の今日きようを作りなさい」

「なめるなあっ！」

　魔物がそれでも襲おそいかかって、ずどんどかん。立て続けに遠えん慮りよ容赦なく撃うち込みました。

「ぎゃあ」

　魔物明らかに痛そう。

「さあ、謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ！」

　ぼけっと成り行きを見ていたキノが、ヴァヴァア・ザ・スーパーに呼びかけられてハッとします。

「え、うん。はい！」

「あなたの力で、魔まを封印するのです！」

「分かりました！」

「やっちゃえーっ！　キノ！」

　エルメスも元気に叫びました。ちなみに、今までエルメスのセリフが少なかったのは、決して作者が出すのを忘れていたからではありません。全然違いますよ。信じて。

「させるかあーっ！」

　魔物は、痛いの我慢しながら起きあがって、キノにめがけて必死に猛突進！　痛がっていても速いです。これはキノがビッグカノンを抜くより速いと思われたその刹せつ那な、

「忘れてもらっちゃ、困るよ」

　しゅばっ！　サモエド仮面Ｒの峰打ちが魔物の右足を引っかけ、

「僕もね」

　ぱらららっ！　ワンワン刑事でかの銃じゆう撃げきが左足へ銃弾を浴びせかけます。

「卑ひ怯きようだぞきさまらー！」

　すってんころりん。転んだ魔物へ、

「勝負に卑怯もヘッタクレもない！　勝てば官軍！　最後に立っている人が、正義をもぎ取るんだ！」

　キノはビッグカノンをピタリと向けました。

　た─────────────んっ！




「もう、大丈夫ね……」

　キノは、すっかり元の姿に戻ったお姉さんを、無事だった軽バンの牛乳臭い荷台に横たえてあげました。事情も知らず、携帯電話握りしめてぐーすか眠っていますよお姉さん。

　バンの荷台を閉じて、キノは三人の前に戻ってきました。空には雲が増え始め、風もかなり強いです。

「ご苦労様。謎なぞの美少女ガンファイターライダー・キノ」

　ヴァヴァア・ザ・スーパーが、優やさしくそう話しかけました。その顔を見て、

「…………」

　やっぱり誰だれかに似てると考え込み、キノが黙だまります。どうしたの？　との声に、

「え？　あ、いいえ。なんでもありません」

　慌てて断りを入れるキノでした。そして訊たずねます。

「ヴァヴァア・ザ・スーパー。あなたは、一体誰なのですか？」

　ふっと笑って、ヴァヴァア・ザ・スーパーが答えます。

「それは秘密。──でも、あなた方と同じ、正義を隙すきなく愛する者、とだけは言っておこうかしら」

　ヴァヴァア・ザ・スーパーは、キノの両肩に、優やさしく手を置きました。

「あなたは、もっと強くなれるわ。そうして、この世界を、人々の安らぎを守るのです。できますね？」

「はいっ！」

「いい返事です。──それでは、後は若い人達に任せて、年寄りは退散するとしましょう」

　ヴァヴァア・ザ・スーパーはそう言い残すと、次の瞬しゆん間かん、もう目の前にはいませんでした。神隠しのように、かき消えました。

　髪を風が揺らす中、キノはつぶやきます。

「ヴァヴァア・ザ・スーパー……。わたしがもっと強くなったとき、会える。きっとまた会えるわ……」

「そうですよ。僕達の戦いは、まだ始まったばかりなんですから」

　隣となりに立ちながら、ワンワン刑事でかも爽さわやかな笑え顔がおで言って、

「そうだな。とりあえず私達は、好き嫌いせずに牛乳を毎日飲むことから始めよう」

　そしてサモエド仮面Ｒも。

　並んで見上げるのは、蒼あおい空と白い雲。そして三人は、同時に叫びます。

「やっぱ牛乳でしょうーっ！」

　台風の目も、そろそろ去ろうとしています。また容赦のない土砂降りが、強い風が、三人を襲おそうのでしょう。

　でも、彼らの心の中は、次の正義を見越して鮮あざやかに晴れていました。どこまでも──、どこまでも。







「うぎゃー！　ずぶ濡ぬれ！　寒い！」

　木き乃のが、悲鳴と共に森の道をかけていきます。

　暴ぼう風ふう雨うの中の家まで、あと百メートル。××さん牧場でワンワン刑事やサモエド仮面Ｒと別れ、木乃は変身をといて、帰宅の真っ最中。

　おっとそのとき、水煙の中から人ひと影かげが。よく見ると、白いガクランを濡らした静しず先せん輩ぱいではありませんか。

「先輩！」

「木乃さん。無事かい？」

「はい。ありがとうございます」

　二人はびしゃびしゃと走り、おっと家の目の前でもう一人と鉢合わせ。

「あ、先輩に木乃さん。ご無事で」

　犬いぬ山やまでした。静しずは、君も無事か良かった、などと社交辞令。木き乃のはあらそ、とつれないです。

「ただいまーっ！　おばあちゃーん！　タオルをお願ねがいー！」

　玄関に入って、ようやく一息。木乃の声に、あらあらお帰りなさいと、慌てて老婆が出てきました。手にはふわふわのバスタオル三つ。

　ありがとー、と木乃が受け取り、静にも渡して、もう一つを一応はと犬山に渡そうとして、

「え？　なんで？」

　犬山はどこも濡ぬれておりません。スラックスもシャツもぱりっ。髪さらさら。

「なんで……？　犬山……」

　木乃の疑問に、犬山即答。

「信念」

　犬山君はスタイリストです。




　夜。

　台風一過の空はきれいに晴れ渡り、夏の星座が瞬またたいています。

　そんな下で、

「さあ、みんな遠えん慮りよなく食べてくださいね」

　老婆と木乃と静と犬山は、大きなグリルを囲んでいました。炭が赤々と輝かがやき、網の上で、お肉や野菜がいい感じに焼けています。ランタンを吊つるした裏庭での、バーベキュー・パーティです。もちろんお肉はラム（子羊）。北ほつ海かい道どうならコンビニでも普通に売っているジンギスカンです。じん、じん、じんぎすかーん♪（以下ドイツ語）

　木乃はここぞとばかりに食べます。ぴかぴか大盛りご飯の上に、外はタレがややこんがり、でも中は少しレアに焼けたお肉を乗せてご満悦。その笑え顔がお。光り輝く目。

　おっと静は優ゆう雅がに箸はしを使い、十分焼けたピーマンを摘もうとして、

「ん？」「あ？」

　同時に箸を出した犬山と取り合い。端と端を箸が摘みました。

「…………」「…………」

　一いつ瞬しゆん二人の間に緊きん張ちようがスパークしましたが、

「どうぞ、先せん輩ぱい」

　犬山が笑顔で譲ゆずって、箸を引きました。

「……では、いただくことにしよう」

　静はそれを小皿の上に。美味おいしそうに食べる様よう子すを眺めていた犬山が、こんなことを言います。

「生きていれば食事が摂とれる。いいことですよね」

「ああ。いいことだ」

　静しずもクールに言い返しました。

　それからは、楽しく宴うたげは進み、森の中に明るい声がいつまでも響ひびきました。

「ずりーよおめーらだけうめーもんくってよー。やってられっかぼけー」

　木き乃のの腰でぶら下がっているだけのエルメスの愚ぐ痴ちも、いつまでも続きました。




　夜中。

　家は星明かりに照らされ、静かに佇たたずんでいます。虫の鳴き声が、じんわりと包みます。

　からから。玄関の引き戸が、小さな音を立てて開きました。中から出てきたのは、おっと白い髪の犬いぬ山やま君。浴衣ゆかたではなく普通に服を着ています。

「行きますか？」

　優やさしげに老婆に声をかけられて、犬山一いつ瞬しゆんびっくり。それでも、笑え顔がおで振り向いて、いつの間にか三和土たたきに立つ老婆へ、ええ、と答えるのでした。

「残念です。──また、いつでも遊びに来てくださいね」

「ありがとうございます。ありがとうございました」

　しっかりと頭を下げた犬山は、最後にふと訊たずねてみます。

「僕と静先せん輩ぱい、どっちが勝ちましたか？」




　夜中。

　家は星明かりに照らされ、静かに佇んでいます。虫の鳴き声が、じんわりと包みます。

　すっ、勝手口の扉が、音も立てずに開きました。中から出てきたのは、おっと腰に刀の静先輩。浴衣ではなく普通に服を着ています。

「行きますか？」

　優しげに老婆に声をかけられて、静一瞬びっくり。それでも、笑顔で振り向いて、いつの間にか冷蔵庫の前に立つ老婆へ、ええ、と答えるのでした。

「残念です。──また、いつでも遊びに来てくださいね」

「ありがとうございます。ありがとうございました」

　しっかりと頭を下げた静は、最後にふと訊ねてみます。

「私と犬山君、どっちが勝ちましたか？」







　老婆の答えは、まったく同じでした。嬉うれしそうに目を細めて、短く一言。

「二人とも」

　続けて言った言葉も同じ。

「今すぐにでも、孫の婿むこに迎えたいくらいです」

　そして、犬いぬ山やまと静しず、二人が言った言葉も同じでした。

「いいえ。僕（私）なんて──、まだまだですよ」

　そうして二人は、それぞれが静かに闇やみに消えたのでした。







　翌朝。木き乃のは夜明けと共に、殺気を感じて起きました。

「はっ！」

　ベッドから跳ね起きた瞬しゆん間かん、ずだだびしばし。さっきまで寝ていた場所にゴム弾の嵐あらし。パジャマ姿の木乃はタオルケットをぶわさっ！　と広げて銃じゆう撃げき者しやの視野を奪いつつ、持って寝ていた小型リヴォルバーを握り直し、中指を使って引き金を立て続けに引きました。ばばばばばん。連射された弾丸は、誰だれもいないドアを通って廊下に出て、そこで跳ね返っていました。

　銃声が止やんでタオルケットが床に落ちて、

「いいでしょう」

　廊下から、老婆が顔を出しながら言いました。手にはやっぱり、煙立つリヴォルバー。

「おはよう！　おばあちゃん！」

「はいおはよう。木乃」

　いつものように、木乃の実家での朝が始まりました。




「え？　二人とも帰った？」

　戦せん闘とう服ふく姿で、バレットＭ82対物狙そ撃げき銃じゆうを右手に、左手に弾薬箱をさげながら、木乃は庭の射撃場に出てきます。今日きようもいい天気。

　後ろから、老婆もＭ２４０Ｂマシンガンと弾薬箱を背負って続きます。

「いつ？」

「朝、でしょうね。私が起きたら、置き手紙を残して去った後でした」

「なんて？」

「〝お世話になりました。急用を思い出したので失礼します〟と」

「むぬう。勝手なやつらめ」

　木乃プンスカ。それから、二人がいなくなったおかげで普通に夏休みを楽しめるか、と心を入れ替え、笑え顔がおです。

「まあいっか」

　楽しそうに振り返ると、こっちを見ていた、優やさしいおばあちゃんの笑顔。

「ん……？」

　木乃はちょっと不ふ思し議ぎ顔です。その顔を見て、老婆が訊たずねます。

「どうしました？」

「ん？　あ、ちょっと……」

「ちょっと？」

「う、うん。ちょっと似た人に、昨日きのう会ったかなあと思って」

「あら。どんな方？」

「う、ううん！　違うと思う！　全然勘違いだと思う。うん」

「そうですか」

　二人が射しや撃げき位置に着きました。老婆はＭ２４０Ｂを机の上にどすんと置いて、ベルト弾薬を取り出して射撃の準備。木き乃のも、バレットのバイポッドを広げて置きました。

「それは、どんな人だったんですか？」

　老婆の質問に、木乃が素直に答えます。

「うん……。すごく強い人……」

　そして木乃は、でも、と言葉を続けました。

「でも？」

「でも、あまりに強くて、そして優やさしくて、なんか現実の人じゃないみたい……。ひょっとしたら」

「ひょっとしたら？」

「ひょっとしたら──、この地球を悪から守るために存在する、伝説の幽ゆう霊れいなのかも」

　ずどどどどどどどどどどどどっどどどばばばばばばばばばばばばばばば！

　老婆乱射マシンガン乱れ撃うち四方八方。

「お化け話はいやーっ！」

　マシンガンを抱えて撃ちまくる老婆に、

「きゃー、おばあちゃん落ち着いてー！」

　木乃がしゃがみながら叫んで、

「やれやれ」

　エルメスは呆あきれ声ごえ。

　夏休みは、始まったばかりです。


つづくかも、かも、かも！












「あとがきが燃もえつきる日」

　─the Preface─







【登場人物】

●時雨しぐ沢さわ恵けい一いち

ライトノベル作家。平日昼間から家にいるので、近所の目が冷たい。「僕は年中遊んでません！　ちゃんと仕事してます！　今バイクをいじっているのは、たまたまちょっと時間が空いたから──（以下弁明）」




●雨あめ沢さわ恵めぐみ一はじめ

時雨沢と仕事場を同じくする血の繫つながらない赤の他人。今回またもまたも聞き役。「こんな時しか出番ないしさー」（本人談だん）







時雨沢「ひゃっほー！　今回もなんとか、どうにかこうにか無事終わったー！　あー、しんどかったあ……」

雨沢　「またも長い話だったな。まあ、〆しめ切きり破らないで良かったね。だいぶ遅らせてもらったけどね」

時雨沢「またも普通のキノと同時進行だったから勘弁してください……。そんな『キノの旅』最新Ⅸ巻は、（二〇〇五年）十月十一日発売予定です……。がんばりました……」

雨沢　「疲れてるね」

時雨沢「疲れてます。休ませてください。捜さないでください。ガクッ……。ぐー」

雨沢　「あ、あとがき中に寝やがった……。コイツがここまで疲れている理由が、一いつ生しよう懸けん命めいに仕事しすぎて精根尽き果てた──なら格好いいんだが……」

時雨沢「ぐがー。すぴー」

雨沢　「実はコイツ、執筆中に時間作って、北ほつ海かい道どうにツーリングに行きやがりましたよ。七月の半ばに」

時雨沢「ぐがー、ウニ丼……。いくら丼……」

雨沢　「寝言言いやがった。〝学園キノの取材〟とかいうふれこみで。今作登場のフェリーに乗って、一週間以上走り回って、きれいな景け色しきを見て、美味うまいものを食べてきたそうで」

時雨沢「むにゃむにゃ……。多た和わ平だいらの絶景……」

雨沢　「ふっ、まったく普ふ段だんは生意気な男ですが、こうして寝顔を見ていると、まるで天使のようですね──なんて思うかボケ！　起きろコラ！　蹴けってやる！　えいっ！」

時し雨ぐ沢さわ「むはーっ？　な、なんだ！　熊くまか？」

雨あめ沢さわ　「北ほつ海かい道どうから離はなれろ！　目をさませ！」

時雨沢「なんだ夢かあ……。よう、カール、じゃなくて雨沢。あとがき、終わった？」

雨沢　「終わっているわけネーだろ！（怒）。一人で楽しみやがって！　お前、その後に台たい湾わんにも行ってるしな！」

時雨沢「あ！　そうそう、いいタイミングでネタを振ってくれました。その時のことを言わないといけないと思っていたんだ。私、八月に、台湾角かど川かわさんの計らいで、台タイ北ペイで行われた漫画博はく覧らん会かいでサイン会をしました。去年の幕まく張はりのイベント、【エンタマ】みたいに」

雨沢　「で、向こうではどうだった？」

時雨沢「何もかも美味おいしかった。完かん熟じゆくマンゴー。小しよう龍ろん包ぽうをはじめとした数々の台湾料理。お土産みやげで買ってきたけどいろいろなお茶。──そして楽しかった。世界一高いビルに夜市に足裏マッサージ！」

雨沢　「そんなことは聞いていない。サイン会イベントのことだ」

時雨沢「おや失礼。サイン会は漫画博覧会と、紀き伊の国くに屋や書店の二カ所でやったんだけど……、いやあ、言葉が全部漢字になっている以外は、日本と何も変わらなかった。日本のオタク文化がしっかりと伝わっていて、心強かった。私のように日本でオタク文化を浴びて育ってきた人が、今こうして作家しているように、将来台湾から、日本でも人気が出る漫画家や小説家、アニメやゲームのクリエイターがわんさか出てくるかも」

雨沢　「ふーん。俺おれも行ってみたかったな」

時雨沢「で、その場でとんでもないものを見たのだよ。それは、最初のサイン会での話だ」

雨沢　「また面おも白しろくないギャグでも言おうってのか？」

時雨沢「いや、今回はマジ。ひたすらサインをしていたら、並んでいる中にすごいカッコの人がいたんだ。白い服に白いマントを羽は織おって、顔に白いマスク。頭にリンゴ載せて白い犬耳」

雨沢　「おいおい、それってまさか……」

時雨沢「実は、最初は気づかなかった。目の前の人のサインに必死だったし。でもって、その人が前に来て、サイン色紙に書いて欲しい名前のメモを出すと、そこには……」

雨沢　「まさか、ピンチの時の──」

時雨沢「そこには……、〝サモエド仮面〟と日本語でしっかりと書いてあったのでした……」

雨沢　「やっぱりそうか。サモエド仮面のコスプレだったんだな」

時雨沢「気づいたとき、おいらはツボにはまって、しばらく動けませんでしたよ。大ウケしました。キノやシズならともかく、サモエド仮面のコスプレとは！　そこで気づいたんだけど、犬耳にリンゴ載せている人が結構いて、それは同じサークルか何かの仲間だったらしい。その方達からお土産として犬耳とリンゴがついたヘアバンドをもらって、今も部屋に飾ってあるよ。ほれこれ」

雨あめ沢さわ　「むう。犬耳にリンゴの模型か。よくできてるなコレ」

時し雨ぐ沢さわ「で、よくよく考えたら、台たい湾わんでは『学園キノ』を読むのって大変なんだよね。『キノの旅』は台湾角かど川かわさんの尽力により翻ほん訳やくされてⅧ巻まで出ているんだけど（サイン会の日に『アリソン』Ⅰも発売されました・謝シエ謝シエ！）、『電でん撃げきヴんこ』と『電撃ｈ』、『電撃ｐ』は当然まだ。つーか無理。だから先の皆さんは、海外発送はされなかった通販本をなんとかして手に入れて、自力で翻訳して読んだということに」

雨沢　「日本でも海外小説を自分達で翻訳して読む人はいるけど、まさか『学園キノ』でやってくれる方がいるとはね」

時雨沢「作者冥みよう利りに尽きるってものです。嬉うれしいですよ。本当に感かん謝しや感かん激げき。そこで──」

雨沢　「あ、なんか嫌いやな予感」

時雨沢「より多くの皆さんに、世界中の皆さんに『学園キノ』を読んでもらうために──」

雨沢　「ああ、もう分かった」

時雨沢「目指すは文庫化ですよ！」

雨沢　「言うと思ったよ」

時雨沢「今回でちょうど一冊！　頼みます頼みます頼みます！　プリーズ！　おねがい！」

雨沢　「誰だれに頼んでるんだよ？」

時雨沢「関係各所いろいろな皆様！　──あと、〝文庫化の神様〟！」

雨沢　「いるのかよそんな神様……」

時雨沢「もし『学園キノ』文庫版が出たら、確たしかにいるよね。信じてもいいよね？　ねっ？」

雨沢　「ご自由に。さて、台湾のことでページを取ったが、今回の学園キノの見所は？」

時雨沢「前回の予定どおり──師匠。以上」

雨沢　「今回の見所銃器は？」

時雨沢「待ってました！　語るヨー！（語ったけど長いので全すべてカット。文庫化したら銃器解説つけるかもしれませんが予定は未定・雨沢）」

雨沢　「次回の予定は？」

時雨沢「こればっかりは、不明。電撃の通販本は多た分ぶん来年もやるんだろうけれど、どうなることやら。その前に、普通の仕事をキッチリとやっておかないといけないので、真ま面じ目めにやります」

雨沢　「では、最後にメッセージを」

時雨沢「…………」

雨沢　「おい？　あー、また寝やがった」

時雨沢「ぐー……。マンゴーかき氷……。カラスミ……。お粥かゆ……。蜆しじみ……。美味うまい……」

雨沢　「なんかだんだんムカついてきた……。しかし、寝ている人間に対して暴ぼう力りよくを振るうのはよくないよね、うん」

時し雨ぐ沢さわ「がー……。むにゃ、パイナップルケーキおかわり……、ふえ？　雨あめ沢さわへの土産みやげの分？　ああ、いらないいらない、たべちゃおー、ぐー」

雨沢　「前言撤てつ回かい」

ぼこすかぼこすかぽこすかぱこすかぼこすか


おわり










【（初出）『電でん撃げきｈｐａ』二〇〇五年十月二十五日発行】












　あとがき　～この本についての説明ならびに注意～

　─Preface─







　皆様、こんにちは。時雨しぐ沢さわ恵けい一いちです。

　今回、この『学園キノ』をお手にしていただき、本当にありがとうございます。




　皆様の中には、この本を本屋で見つけ、

「これは一体ナニ？　作者は時雨沢恵一でタイトルにキノって書いてあるけど、キノらしい子が制服着てるし……」

　などと思っている方が多いのではないかと思います。今頷うなずいているあなた──、そうあなたのことです。そんなあなたに、このコーナーを使いまして、この本についての説明と注意をお伝えしたいと思います。なお、本文のネタバレは含みませんのでご安心を。




＠学園キノの誕たん生じよう

　そもそも学園キノとは、『電でん撃げきヴんこ』なる本のために書き下ろされました。

　このぶっ飛んだタイトルの書しよ籍せきは、電撃文庫編へん集しゆう部ぶ並びに作家、絵師さん達による「オフィシャルで何かバカなことをやろう！　自分達で同人誌のようなパロディ本を作って、通販で欲しい人に提供してみようぜイエーイ！」という考えのもとに二〇〇三年の秋に生み出されました。〝本編では絶対にできないだろうバカ〟をオフィシャルで許容した、なんともすごい本でした。




　さて、ご存じの方は多いと思いますが、『キノの旅Ⅳ巻』において、私は噓うそ八はつ百ぴやくのあとがき（〝あとがさ〟）を書きました。

「あとがきの内容が本編にないんです……」と編集部に半泣きで問い合わせた方がいたそうで、本当にごめんなさい。反省しています。またやります。

　あとがきの中で、〝将来はキノ達は宇宙に行って、その後学園編に入る〟と思いつくまま出で鱈たら目めを書いたわけですが、じゃあそれをやってみようじゃないかということになりました。瓢ひよう簞たんから駒こまとはこのことです。

「海賊本（＝『電撃ヴんこ』の開発コードネーム）には、『学園キノ』でいきます」

　そう時雨沢は編集さんに言ったので、黒くろ星ぼし紅こう白はくさんに本の表紙を兼ねてイラストの発注が行きました。キノを学生にしてイラストを描かいてください、と。

　そうして描き上がってきたのが、跳びはねているセーラ服キノの後ろに白いガクランの静しずのイラスト──。本文はイラストができあがってから書き上げたのでした。

　それが記念すべき、学園キノ第一話となりました。




　翌年（〇四年）の通販本『電でん撃げきｈ』と『電撃ｐ』に第二話とカラーイラストノベルを、さらにその翌年（〇五年）の『電撃ｐｈａ（でんげき・へくとぱすかる）』に第三話を書き上げ、とうとう文庫一冊分の長さになりました。

　なおそれぞれの話には、その話の〝あとがき〟がついていました。今回文庫化にあたり、順番通りに本文に入っていますので、執筆経過をお楽しみください。

　この本は、それらに加筆──、はほとんどしていませんが、明らかに間違っていた箇所や、続ぞく編へんができた関係で話がおかしくなった箇所などに若じやつ干かんの修正を加えたものになります。




＠それでは学園キノとは具体的になんなのか

　正直に申しまして、本家『キノの旅』におけるシリアスさは全すべてバッサリと切って捨てた、おバカ全開のアホ話になっています。本編のようなお話を期待していらっしゃる方がいらしたら、大変申し訳ありませんが、これは違います。本当にごめんなさい。違うんです。

　さらに話の展開上、Ⅳ巻あとがきで書いたように〝本編とつながっている未来のキノ達の話〟となっていますが、それは噓うそです。本編とはつながっていません。お気をつけください。




＠各キャラの熱ねつ烈れつなファンの方へ

　イメージぶち壊こわしてしまってごめんなさい。

　特にシズ。




＠パロディについて

　この作品には、いろいろなパロディシーンがあります。パロディなんですから、それは元ネタがあります。〝あのシーンはこの作品のパロディじゃない？〟とか、〝時し雨ぐ沢さわ──、お前それは古すぎるだろ？〟などなど、ぜひぜひ探してみてください。

　と同時に、もし他ほかの作品で『学園キノ』そっくりのシーン、セリフを見つけた場合──

　それはまずほとんどの場合はパロディの〝元ネタ〟です。勘違いして、「あ！　学園キノをパクっている！」などと指を差したりせぬよう、くれぐれもどうかよろしくおねがいします。




　それでは、ごゆるりと本編をお楽しみください。




　　　　　　　　二〇〇六年　夏


時雨沢恵けい一いち　　
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時し雨ぐ沢さわ恵けい一いち

とうとう『学園キノ』が文庫化になりました。通販本を読んで〝文庫化希望〟と書いて愛読者カードを出してくださった皆様、この場をお借りしてお礼申し上げます。本当にありがとうございました。──ところで、続巻読みたくないですか？

文庫化が決まり舞い上がる筆者
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イラスト／黒くろ星ぼし紅こう白はく

福岡在住猫好きイラストレーター。飯塚武史名義でプレイステーション２「サモンナイト」シリーズキャラクターデザインを手がけてます。今年の目標は発売日に買ったゲームを廉価版が出る前にクリアする事。









[image: ]電撃文庫





学がく園えんキノ








時し雨ぐ沢さわ恵けい一いち
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